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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その日は赤目隊の仕事も休みで、さらに学園での仕事もなかった。ミロクが騎士団に入って四ヶ月以上経たつが、これほどヒマだった日は初めてだ。こうしてまだ早い時間から学園の制服を着て城下町を歩いていると、普通の学生になったような気分である。

　しかし経験上、何事もない一日というものは存在しない。非番の日でも誰だれかが問題を持ち込んだり、不幸が舞い込んだり、その両方がいっぺんにやってくる時もある。だから安心してはいけない。

　たまには家で働いてくれるササヤの手伝いでもしようか、などと考えながら、ミロクは自宅の扉を開いた。

「ただい──」




「よー、おかえり」

　ジュジュがいた。




「…………」

　とりあえず開けかけていた扉を閉め、ミロクは数歩下がる。

　閉めた扉の家と、その隣の家を見て、ここが間違いなく自宅であることを確認する。

「俺おれん家ち……だよな？」

　首を傾かしげながら、先ほどみた幻はなんだったのかと推測する。

　きっと疲労からくるものだろうと結論づけて、もう一度扉を開く。

「てめぇ何閉めてんだよ！」

　今度は扉を閉める前にジュジュに捕まった。

「わ、わぁ！　なんで!?」

「逃げんなコラ！」

　腕を引っ張られて、家の中に投げられるミロク。何度も叩たたかれたり摑つかまれたりしたその細腕は、間違いなくジュジュのものだった。

「人が『おかえり』って挨あい拶さつしてんだから、ちゃんと返せ！」

　リビングのテーブルまでミロクを蹴けり出すジュジュ。

　もうミロクの頭の中は「？」で飽和しており、他の事を考えられない。

「どうした、返事は！」

「た、ただいま……」

　ようやくそれだけ絞り出すと、ミロクはまた逃げるように走り出す。ジュジュがまた何か叫ぶが、構うものか。

　台所でコップに水道水を注ぎ、一気に吞のむ。

「ふー」

　落ち着いた。

　コップを棚に戻すと、ミロクはようやくジュジュに質問することができた。

「……なんでジュジュがウチにいるんだよ？」

「呼ばれたからだよ！」

「俺呼んでねーよ！」

「お前じゃねーよ！　あからさまに追い返そうとしてやがるな！」

「い、いや、そこまでは言ってねーよ！　けど、ウチに来る理由なんて」

　ない、と言おうとしたのだが、あった。

「なにケンカしてるの、ふたりとも！」

　二階から妹のコニーが駆け下りてきた。

「だってよコニー、こいつ私の顔見た途端、逃げだしやがったんだぜ！」

「お前がいきなりウチに来るなんて思わなかったんだよ！」

「だからケンカしないの！」

「む……」

　ふたりの間に割って入るコニー。お互いどこまでも口ゲンカできる仲だが、コニーの前だとふたりとも借りてきた猫のように大人しくなってしまう。

　静かに、というよりコニーの顔色をうかがいながら、ミロクがおずおずと手を挙げた。

「で、なんでジュジュがウチに来たんだ？」

「ジュジュ頭イイから、勉強教えてもらおうと思って。もうすぐ前期の期末テストでしょ？　私、ちょっと自信ないから頼んじゃった」

「……なるほど」

　納得はした。

　バカのミロクが比べなくても、ジュジュは頭がいい。幼い頃ころから王宮の家庭教師に叩き込まれた教養はダテじゃない。それを差し引いても、彼女が生まれつき持っている柔軟な考え方は、よく一国の姫とは思えない言動を招く。

　しかしコニーだって頭は悪くない。ミロクはいつもコニーと比べられ、ササヤに叱しかられるが、仮にミロクが普通の生徒ほどの頭脳を持っていたとしても、やっぱりコニーには敵かなわないだろう。

　どちらも成績上位者のふたりが、わざわざ勉強会を開くということは──目的は勉強ではなく、ただ単に遊びたいだけだろう。

「なんなら、ついでにミロクにも教えてやろーか？」

　意地の悪い笑い方をするジュジュ。

「フン、別にいいよ」

　ぶっきらぼうに答えるミロク。

　どうせ教わっても理解できないからだ。

　あやうく大ゲンカになりかけたところだが、コニーのおかげで場の雰囲気も和なごんだ。コニーの友達ということで訪問したのであれば、ミロクはつつがない一日を送れるだろう。

「ただいま戻りましたー」

　そこへ帰ってきたササヤ。手には大きな紙袋が。

「おかえりなさい、ササヤさん」

「おかえりササヤさん！」

　ふたりでササヤを出迎え、ミロクが紙袋を持つ。今日は食材ではなく雑貨を買い込んできたようだ。

「あら、そちらの方は……？」

　出迎えに来たジュジュを見て、ササヤが小さく首を傾げる。

「お初にお目にかかります。私、コニーさんの学友のジュジュと申します。本日はコニーさんの招待に与あずかりました。粗相の無いように努めますので、ご容赦の程を」

　スカートをつまんで、丁寧に一礼するジュジュ。

　こういう時、自然にお姫様モードに戻れる彼女をミロクは純粋にすごいと思っている。

「まぁまぁ、お嬢様が話していたお友達ですね！　何度も伺っておりました！　さぁ、どうぞどうぞおくつろぎください！　狭い家ですが、私が自信をもって掃除しましたからね！　チリひとつ落としてません！」

「ええ、それでは遠慮無く」

　ササヤと打ち解けたジュジュ、小さく礼をして椅い子すに座る。コニーはすでに台所に飲み物を取りに行って、ミロクはやることがなくなる。

「あ、ジュジュさん、今日はウチで晩御飯を食べていかれたらどうですか？」

「えっ!?」

　これに反応したのは、ジュジュではなくミロク。

　てっきり勉強が終われば帰ると思っていたのに。

「えー、でも、私……」

　なぜかミロクの方を見て言い淀よどむジュジュ。

　彼女も乗り気ではない、というか、どうしたらいいか分からず戸惑っている。

「いいじゃんジュジュ！　せっかくだから泊まっていきなよ！」

「まぁ、それもいいですね！　お布団用意しないと！　あ、お布団っていうのはですね、オウガンの寝床のことでして、床で寝るための寝具なんです」

　すごく乗り気なコニーとササヤに、ミロクだけでなくジュジュも断り切れないようだ。

　ジュジュの今日のスケジュールを思い出すミロク。確か昨日の夜だかに、翌日は一日中休みだと言っていたはず。だからミロクも非番なのだ。

　つまり宿泊を断る理由はない。

「……それでしたら、お言葉に甘えて」

　控えめに言うジュジュだが、その表情は嬉うれしそうだった。

　平民の友達の家に泊まることなど、今までなかっただろうから。その気持ちを察すると、やめろなどと口が裂けても言えない。

　だけど今夜の自分自身のことを考えると、口を裂いてでも言いたい。どうして世界で一番落ち着ける空間で、世界で一番厄介な姫と一夜を過ごさなくてはならないのだ。

　いっそ、外で過ごすか。

　どこかの店で一晩中起きているのも悪くない。

「あっ、それでしたら私、もう一度買い出しに行ってきますね。今日はごちそう作りますから、待っててください！」

　帰ってきたばかりだというのに、元気いっぱいのササヤ。よほどお客さんが来てくれたことが嬉しかったのだろう。

「じゃあ俺も行きますよ。ササヤさんひとりじゃ、荷物大変でしょう？」

「いいえ、坊ちゃんは大人しく待っててくださいな。それほど重くはならないと思いますし、大丈夫ですよ」

「そ、そうですか？　けど、万が一ということもありますし、あ、そうだ、ジュジュの家族に連絡もしないと。俺、顔見知りだから行ってきますって」

　なんとかして外に出る口実を作ろうとするミロク。

　とにかく今日は、自宅から離れたほうが安全だと思ったのだ。

「じゃあジュジュ。私たちは勉強しに行こう」

「おう」

　軽快な足音を立てて階段を登るふたり。

　部屋で勉強をするだけなら、少なくとも夕食までは大人しくしててくれるか。

「なー、コニー」

　世間話のようにスルリと差し挟まれる会話。




「ミロクの部屋、どっち？」




　心より身体の方が先に反応していた。

「すいませんササヤさん、やっぱり俺残ります！」

　叫びながら、大おお股またで階段を駆け上がるミロク。





＊






　自分の部屋に飛び込んで、中から鍵かぎをかけようと思ったが、手遅れだった。すでに最後の聖域はジュジュに侵入されてしまっていた。

「うっわ、すげぇなこの部屋！」

　部屋に入った途端、ジュジュが身を引く。

　なにが驚く対象だったのか、ミロクには分からない。

　が、それでも探検家のようにミロクの部屋を見回すジュジュは、楽しそうで仕方がないといった表情をしている。

「さーて、エロ本探すか」

「待てコラ！」

　守るべき主君の首根っこを摑むミロク。

「離せよ！　男子の部屋でエロ本を探すのは礼儀だろ！」

「どこの礼儀だよ！　ジルサニアにそんなマナーがあるなんて初耳だぞ！」

「ビスマルクが言ってたんだぞ！　絶対にあるはずだから没収しろって！」

　やはりあの隊長の入れ知恵か。しかし発見はともかく没収とはどういうことだ。目的はともかく、どうやってジュジュに持って帰らせるつもりなのだ。

「それに、ねぇよエロ本なんて！」

　ようやく首から手を離すミロク。

　摑んでいた手をはねのけ、それでもジュジュは本棚を探す。

「なんでねーんだよ！　若いんだろ!?」

「あのなぁジュジュ」

　ため息をついてから、ミロクは扉を見る。

　コニーがニヤニヤしながらこちらを見ていた。

「好奇心いっぱいの妹と、掃除の天才のササヤさんがいる家で、エロ本なんて隠せると思うか？　どこに隠せってんだよ……」

「なるほどなー。けど、そもそも隠せる家具がないな、お前の部屋」

　ジュジュがざっと見回すミロクの部屋。机、ベッド、本棚。壁は白い壁紙のみで、花の一つも置かれていない。

　ただ掃除は行き届いている。不潔な印象はまったくない。

「殺風景っつーか、生活感が感じられねーな。お前本当にここ住んでるのか？」

「住んでるよ！　人をゴーレムみたいに言うなよ！」

「帰ったら、何やってんだ？」

「え……」

　問われて答えにつまるミロク。

　少し考えて、本棚から本を取り出す。

「これとか、読んだり……」

「うえ、またコレかよ」

　差し出した「月刊　世界の剣」を汚いものでも見るかのように押し返すジュジュ。

「いつもいつも剣ばかりで、他ほかにするこたねーのか？」

　身を屈かがめて本棚を改めて探すジュジュ。

　詰め込まれていた本を無造作に引っ張り出しては、タイトルを見て、後ろに放ほうり投げていく。

「えーと……？　『月刊　世界の剣　緑の月号』だろ。これが『月刊　世界の剣　春の特別号』、これも『月刊　世界の剣　オウガン刀特集号』、あと『中古剣販売カタログ』……なぁ、剣以外の本はねーのか？　エロ本じゃなくてもいいよ」

　ウンザリした顔で振り返るジュジュ。

「勝手に本棚漁あさっといて、その言いぐさかよ……」

「だってよー、ミロクの部屋なんて滅多に来れないだろー？」

　それはどういう意味で言っているのか。

　だが言葉の裏を察する前に、ジュジュが持っていた本が目に留まった。

「あ、それは小説だ。剣の本じゃない」

「マジか。やっとミロクに剣以外の趣味が──」

　と、安あん堵どしながら表紙を見るジュジュ。

　そこには『剣士キーチロー3　妖よう刀とうメイクアップシャドウの怪』と書かれてあり、美形の青年が剣を構えているイラストが描かれてあった。

「これも剣じゃねーかよ！」

「待て待て、これコニーに借りたんだよ！　面白いって評判なんだよ！　実際、俺でも読めたし、面白かったんだって！」

　そこまで力説して、はて、自分はジュジュにどう思われたかったのか疑問を感じるミロク。別に剣バカということは分かっているのだから、今更否定しても無駄な気がする。

「まぁ、ミロクの部屋だしな……ある意味、予想通りでつまんねーな」

「ていうか、なんで俺の部屋を評価してるんだよ！　ジュジュでもそんな権利ないだろ！」

「権利っつーか……真人間への道というか……」

　心底バカにした目で蔑さげすまれ、だけど何な故ぜか言い返せないミロク。

　と、そこでジュジュがあるものを指さした。

「なんだよ、インテリアもあるじゃん」

　それは部屋の隅に置かれた、剣。

　木製の台に置かれたオウガン製の剣が、鞘さやに入ったまま飾られてあった。

「また剣か……と言いたいところだけど、これは綺き麗れいだな」

「そ、そうか？」

　顔がほころぶミロク。剣の装飾か、日ひ頃ごろの手入れか、どちらを褒めているのか分からなかったが、どちらでもミロクは嬉しかった。

　これはミロクの師匠にもらったものだ。故郷からジルサニアに渡る前に、免許皆伝の証あかしとして受け取ったものである。

「けどミロク。知ってると思うけど」

「わかってるよ。刀剣の所持は禁止なんだろ？」

　ジルサニア騎士団の規則では、そうなっている。魔法をかけられた騎士団専用の剣のみを使わなくてはならないため、木刀でも禁止だ。

　しかしこれは違う。

「ほれ」

　柄つかを持ち、鞘を引き抜くと、そこには刃がなかった。

「なんだこれ？　どういう剣なんだ？」

「さぁな。師匠の言葉として受け取るなら──『刃は自分の中にある』ってとこかな」

　はっきりとそう言われたわけではない。

　しかしここ最近、この剣が意味するところをより深く考えられるようになった。それはジュジュのおかげなのだが、面と向かっては言わない。

「ま、この中では一番マシだな。大事にしろよ」

　つまらなさそうに感想を述べると、ジュジュはミロクの部屋を出ていってしまう。

　もう見るものはないということか。それはそうだろう、何から何まで、全部引っ張り出して見たのだから。

「疲れた……」

　扉が閉まると、ミロクは大きくため息を吐つき、ベッドに倒れ込んだ。

　願わくば、夕食までこのままでいたい。

　だがすぐに隣の部屋から元気な声が聞こえてきた。

『ウソ！　アハハハハ！』

『それが本当なんだって！　兄上が言うには、ミロクのヤツさー……』

　なにやらミロクの話をしているらしい。コニーの部屋から話し声が聞こえるのは、とても新鮮だ。自分もコニーも、友達を連れてくることなどなかったから。

『え！　そんなことまでしてたの、お兄ちゃん!?』

　どんなエピソードを話したのだろう。

　ツッコミに行きたかったが、そんな気力は残っていなかった。

　ベッドの上で転がりながら、会話の断片だけを拾う。

『あ、コニー、その本！』

『え、これ？　剣士キーチローシリーズ？』

『ミロクが面白いって言ってたんだ』

『うん、私このシリーズ大好きなの！　今四十巻まで出てるんだよ！』

　そんなに出ていたのか。三巻までしか読んでないが、読み切るまでにどれくらいの時間がかかるのだろうか。

『どんな話なんだ？』

『あのね、オウガンの凄すご腕うで剣士のキーチローが、色んなところを旅するの！』

『ふーん……それだけで、こんな人気でるもんなんだ』

『うん。今はね、ジルサニア編なんだよ！　オウガンの剣士キーチローが、ジルサニアのお姫様と恋に落ちるの！』

『ブッ！』

「ブッ！」

　ジュジュとミロクが吹き出すタイミングがバッチリ合った。

　思わずベッドから身を起こして、壁の方を向いてしまう。
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『敵国オウガンの剣士と、ジルサニアの姫君との禁断の恋の行ゆく方えは……ってところで次に続くんだけど……どうしたのジュジュ？』

『な、なんでもない。でもなぁ、ジルサニアの姫君と恋にって、そりゃいくらなんでも無茶があるだろ？』

『作り話だから面白いんだよ！　もう私、次の巻が待ち遠しくって！』

『そ、そっか……と、ところでさ──』

　それ以上ジュジュは何も言わず、話題を変えたようだ。

　ミロクも借りた三巻の表紙を眺めて、次以降も借りるかどうか考え込んだ。

　やがて勉強が始まったのか、隣が静かになると、ようやくミロクは落ち着くことができた。それと同時にやることを思い出し、立ちあがった。







　やがてササヤが大量の食材を抱えて帰ってくると、コニーも手伝って夕食の支度が始まった。ミロクもジュジュもすることがないので、リビングでお茶を飲んで待つばかり。

　こうして夕食を待つ行為も久しぶりだった。

　いつもは騎士団の仕事でクタクタになっている頃だ。こうして座っているだけで尻しりのあたりがムズムズする。だがうかつに手伝おうとすると、コニーとササヤに叱られるのだ。もう皿は割らないと誓ったのに。

　ジュジュはというと、お茶を飲みながらコニーに借りた小説を読んでいる。剣士キーチローシリーズではないらしい。コニーは読書家だから、さまざまなジャンルの小説を持っている。

　今ジュジュが読んでいるのは、表紙からするに普通の恋愛小説のようだ。すっかりくつろいでいる。彼女がそうしていると、なんとなくミロクも落ち着く。

「あ、ジュジュ」

「ん？」

「さっき王宮まで行ってきた。国王にジュジュが泊まること、伝えてきた」

「あっさりＯＫ出たろ」

「おう……なんでだ？」

　あっけないほど簡単だった。国王曰いわく「赤目隊の家なら問題あるまい」とのこと。

　正直、拍子抜けだった。もちろん、他者には口外無用という条件付きでのことだが、あんな簡単に許可が下りるとは思っていなかった。信頼しきっているのか、放任主義なのか。庶民の学校に通わせるくらいだから、ある程度は信じているのだろうが。

「父上は私にゃ甘いんだ。それにミロクもいるしな。危険はないだろ」

　同じことを国王にも言われたので、ミロクは恐縮するしかない。

　夕食はオウガンの郷土料理を振る舞った。ジルサニアでは取れない食材もあったが、ササヤはこれをどこで買ってきたのだろうか。

「ジュジュさんと坊ちゃんは、騎士団のお知り合いなんですか？」

　食事の席でササヤが尋ねる。

「いえ、私の兄が騎士なんです。ミロクさんの上司として指導をしております」

　ジュジュは学校でもこの言い回しを使っている。

　彼女の兄、第一王子アーセージは騎士団で最も大きな組織である騎馬師団の師団長を務めている。実質的に騎士団の戦闘の全すべてを担っていると言ってもよい。つまり、ほとんどの騎士はアーセージの部下なのである。

「その縁で、ミロクさんとは親しくさせていただいてます」

「まぁ、そうなんですか。私、坊ちゃんのお仕事とか良く知らないのですけれど、イベントなどを担当されているんですよね？」

「はい。とても優秀な騎士だと兄から聞いております」

　このへんはウソッパチだ。そんなセリフ、誰からも聞いたことがない。

　そしてササヤがこれ以上ツッコんだ話を聞き出さないかドキドキしているミロク。まさか姫のパシリとして奴隷のように働いているとは言えない。

　しかしコニーが学校の話題を振ってくれたおかげで、その場はなんとか切り抜けることができた。内心でコニーに感謝しつつ、ミロクは久しぶりの郷土料理を楽しんだ。







　食後、ミロクが率先して食器を洗っていると、

「あのう、坊ちゃん」

「はい？」

　ササヤが小声で話しかけてきた。

「ジュジュさんのことなんですけど」

「……なにか、ありました？」

　ミロクの見ていないところで、粗相でもしたのだろうか。それとも──

「何か、という程のことでもないんです。ただ食事中、少し気になったところが」

「変でした？　俺はどこも変に思わなかったんですけど」

「ええ、そうなんです。変じゃないんです。ジュジュさん、オウガンの料理を知っていたみたいで。お箸はしも丁寧に使うんですよ」

「あ……箸って、ジルサニアにはありませんでしたっけ」

　ミロクの家庭でもジルサニア料理を食べる時はナイフやフォークなどの食器を使うが、記念日などでオウガンの料理を食べる時は、皿から取り分けたりするのに箸を使う。その方が使いやすいから、今日も無意識に使っていた。

「ジュジュさん、ジルサニアの人ですよね？　どうしてあんなにお箸の使い方が上手なんでしょう……？」

「えーと、どうしてでしょうね……」

　まさか彼女は姫で、各国の料理を食べることが多いから、マナーとして身についたものだと説明するわけにもいくまい。

「親しん戚せきにオウガンの方がいらっしゃるとか？　いいえ、でも今の情勢でそんな事……」

「た、たぶんアレですよ、ササヤさん！　ジュジュはいい食べっぷりだったでしょう？　あいつ、ああ見えて大食らいなんです。コニーに聞いてみれば分かると思いますけど、食べることに関してはとても貪どん欲よくなんです！」

「まぁ」

「だからオウガンの料理も食べたことがあったんでしょう！　今日だってうまそうに全部平らげてましたからね！」

「そうですね。口に合わないかとドキドキしてたんですよ。だけど良かった、ジュジュさん、すごく美お味いしそうに食べてくれましたから」

　本当に嬉うれしそうに笑うササヤ。

　ウソは言っていない。ジュジュが大食らいというのは紛れもない真実だ。姫であることをバラされるよりは、まだマシだろう。







　夕食を終え、またしばらく勉強してからコニーがジュジュを連れて大衆浴場に行った。ミロクも一緒に行こうと誘われたのだが、トラブルのタネになるだろうから断った。それから静かになった部屋で「月刊　世界の剣」を眺めていると、楽しそうな声と共にふたりが帰ってくる。

　ジュジュは大衆浴場が初めてだったようで、前代未聞の巨乳女がいたことを力説していたが、ミロクにしてみれば、どう返事をしたらいいか迷うだけだ。

　それからジュジュとコニーはまた勉強するようなことを話していたが、すぐにコニーの部屋から明かりが消え、静かになった。

　夕方は外の声も聞こえてきたのだが、夕食後はコニーとジュジュの会話しか聞こえなかった。それすらも止やむと、急に世界の音が全すべて消えたような錯覚に陥る。

「……俺も寝るかな」

　ランプの中にある宝石のスイッチを切ると、ミロクもベッドに寝転んだ。

　闇やみに包まれた自分の部屋で、壁一枚を隔てた隣の部屋が気になる。

　──今、ジュジュが隣にいるんだよな。

　当たり前のことだが、冷静に考えてみるとすごい事実だ。

　しかしジュジュの性格を考えると、とても自然なことのようにも思える。なにしろ仕事で疲れた時は、詰め所で昼寝をすることもある。ミロクの隣で無防備に寝るジュジュに、よく毛布をかけたものだ。

　だが立場というものを重視すれば、一国の姫が庶民の家に寝泊まりするなど、許されるはずがない。

　許可を出した国王も、大した肝っ玉である。

「まぁ、俺がちゃんと守るつもりだけどさ……」

　せっかくの休日だ。どう過ごすかはジュジュの自由だ。それにいざとなったらミロクが側そばにいる。危ない目には遭わせない。

　──いや、待て。

　国王は良くても、あの人が許可するだろうか。

「ここまで押しかけてくる──なんてことはないだろ」

　そこでミロクは身体からだを起こし、ベッドから降りた。

　もしかしたら、今この場でジュジュの命を狙ねらう輩やからがいるかもしれない。休日にひとりで行動している時など、暗殺者の格好の的になってしまう。

　だからと言ってミロクに出来ることは少ない。ある程度は仲間のことを信頼している。おそらくどこかでジュジュを見守っている人がいるだろう。フェリサか、ビスマルク隊長か。

　ミロクは近くで守るという、自分の仕事をすればいい。

　窓を開けて周囲を見回したのは、いわば自分を安心させるための行動だ。

　近所迷惑にならないよう、静かに顔を外に出す。




　目の前に、人がいた。




「……だ、誰だれだっ！」

　フードを目ま深ぶかに被かぶったコートの男。

　夏も終わりに近づいているとはいえ、その格好は明らかに季節外れで、否いやが応おうでも人目を惹ひきつける。

「くっ！」

　手を伸ばして相手を捕まえようとするが、素早く後ろに跳ばれた。ここは二階だが、フードの男は難なく着地──するかと思いきや、下にあったゴミ捨て場のゴミに頭から突っ込んだ。

「ぐおおおっ！」

「お、おい！　大丈夫か!?」

　ついそんな事を口走ってしまうほど、悲惨な転がり方だった。

　暗殺者ではないだろう。

　たまにいるのだ。ジュジュの熱狂的ファンは、どこにでも現れる。もっともプライベートのジュジュを狙ったのは初めてかもしれない。そもそも普段着のジュジュは姫には見えない。

　──こんな事、前にもあったな。

　いつのことか思い出そうとするが、それは後回しだ。

「待ってろよ！　ケガしてないか!?」

　窓からミロクも飛び降りる。

　ゴミに突っ込んだせいか、大ケガはしていないだろうが、頭くらいは打ったかもしれない。事実、男は後頭部のあたりを押さえてうずくまっていた。

「フード取れ！　頭見せてみろ！」

　生ゴミにまみれた男に触れようとするミロク。

　フードから血が漏れ出しており、手が一瞬止まる。

「おっと、待てミロク。頭を打ってるから乱暴にすんな」

　その一瞬の隙すきに、ミロクと男の間に何者かが割って入った。

　フードの男の腰のあたりに立っている──ウサギ。

「隊長!?」

　ビスマルクだった。

「なんで隊長がここに!?」

「そりゃオメー、ジュジュが心配だからに決まってんだろ」

　彼はジュジュの仕事のタイムキーパーだが、他にも細かい世話をしたりする。公私ともにジュジュに付き従っている側近のような男。その割にはフラフラとどこかへ行ってしまうことが多いが。

「てことは、この人は……」

　予感、というか確信を持ってフードを取る。

　よく考えてみれば、こんな事をする人間はひとりしかいない。フードの下からは紅顔の美青年が姿を現した。

「やっぱり、アーセージ殿下」

　ジルサニア王国第一王子がこんなところでゴミにまみれているのは、ひとえに彼の性格のせいだ。

「ううう……頭が割れるように痛いぞ」

「もう割れてますよ。血が出てます」

　妹を溺でき愛あいしており、ジュジュのためならどんな事だってする男だ。普通にしていれば非の打ちどころがない完かん璧ぺき超人なのに、ジュジュが絡むと途端に変人になる。

「……なにをしているミロク」

　驚いたことに、そう尋ねたのはアーセージの方だった。

「はい？」

「なにをしていると言っているのだ。ミロク貴様、こんなに家から離れて、その間にジュジュに何かあったらどう責任を取ってくれるのだ！」

「こんなに離れてって、歩いて十歩で家に入れるんですけど……」

　そもそも誰のせいで離れたと思っているのだ。

「ただでさえ貴様の汚い部屋の隣室で寝泊まりしているのだ。可か愛わいいジュジュの肌にノミやシラミがつかないか心配なのだ。それに貴様が寝ているジュジュを襲わない保証はどこにもない。部屋に猥わい褻せつ物の類たぐいがないことは調査済みだが、信用ならん」

「って、何勝手に人の部屋調べてるんですか！　いつの間に!?」

　殺意の籠こもった目でミロクを睨にらむアーセージ。その顔は血で濡ぬれていた。

「殿下、すごい血ですよ!?　興奮して傷が広がってます！」

「うるさい！　こんなものジュジュへの愛で治す！」

　強引に立ち上がろうとするアーセージ。

　その足取りは酔っぱらいよりも危なっかしい。

　ミロクが止めようとする間もなく、またゴミの中に突っ込んでいった。

「すまんミロク、手当てしてやってくれ」

　ビスマルクの指示に従うまでもなく、ミロクはアーセージを担ぎ上げた。自宅の前で倒れてくれたのは、幸か不幸か。
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「いいか。これで恩を売った気になるなよミロク。これは私を手当てさせることによって貴様の注意を惹ひきつけるという作戦であってな」

「殿下……それ、もう子供の口ゲンカレベルですって」

　頭に包帯を巻きながら嘆息するミロク。

　自宅に入れると、アーセージは暴れることはなくなった。騒げば寝ているジュジュを起こすことになると分かっているからだ。

「しかしミロクよ」

「なんですか？」

「手当てしてもらっておいて、こういうことをいうのはなんだが、下へ手たくそだな」

「……すみません」

　ケガをしたのは後頭部なので、そこを消毒してガーゼをあて、包帯を巻くだけの単純な手当てのつもりが、気がつけばアーセージの顔面は包帯まみれになっていた。それもところどころ肌が露出するような雑な巻き方で、なにかそういう芸術作品だと言い張れば通用しそうな形になっている。

「コイツにそういうのを期待する方が間違ってるっつの」

　テーブルの上でゲラゲラ笑うビスマルク。

「じゃあ隊長代わってくださいよ」

「無理無理。俺は手先とかそういう次元の問題じゃねーだろ」

　ビスマルクの手では包帯を巻くのにどれだけの手間がかかるか分かったものではない。

「それなら私が自らやったほうが早いではないか。貸せミロク」

　包帯を奪い取ろうとするアーセージ。

　そこへ足音が聞こえた。

「あら、どうしたんですか？」

　ササヤだった。

「あ、すみませんササヤさん、起こしちゃいましたか？」

「いいえ、まだ起きてましたけど……まぁ、その人、ケガをなさっているのですね？」

　気づいた途端、ササヤは行動に移した。

　アーセージの頭に巻き付いた包帯を取り外し、もう一度消毒し、ガーゼを張り直しミロクから自然に包帯を受け取って丁寧に巻き付ける。

　神業というほど早くはなかったが、一連の行動にまったく淀よどみがなく、医者のように慣れた手つきだった。

「はい、これでよし」

　誰も口を挟めぬまま手当てを完了すると、初めてササヤはアーセージたちの存在を疑問に思った。

「あら、あなた方は……？」

「や、どーも。いつもミロクが世話になってますな。俺はミロクの上司のビスマルクと言うモンです」

　黒眼鏡めがねを外して、ちょこんと一礼するビスマルク。

「ああ、あなたが坊ちゃんやお嬢様が話していたウサギの隊長さんですね？　今日は色んなお客様がいらっしゃいますね～」

「ま、ちょっと野暮用のついでってとこですわ。で、えーと、こいつが……」

　アーセージを指して、どう説明していいものか考えるビスマルク。ジュジュと同じく、王子だとバラすことはできないのだ。

　するとササヤはアーセージの顔をじっと見て、

「ああ、もしかしてジュジュさんのお兄さんですか？」

「え……そ、そうです」

「やっぱり！　顔立ちが似てらっしゃいますもの！　そうですか、もしかしてジュジュさんが何か……？」

「い、いいえ、何かというほどのものではありません！」

　かしこまって弁解するアーセージ。

「ただ、その、妹が世話になっているお宅にご挨あい拶さつをと」

「あら、そんな。いいんですのよ」

　若干の緊張を孕はらんだ場で、ササヤだけがのほほんと微笑ほほえんでいる。その笑顔にあてられたのか、アーセージも静かに微笑んで緊張を解いた。

「正直、心配な部分もありました。ですが、あなたのような方がいれば大丈夫でしょう。安心したところで、我々はおいとまいたします」

　立ち上がり、玄関に向かうアーセージ。

「え、でも──」

「あ、あの！」

　ササヤとミロクが同時にアーセージを呼び止める。

「はい？」

　振り返ったアーセージは、突然その場に倒れた。

「ああ、やっぱり……」

「血を流しすぎです。今日は泊まっていってくださいな」

　倒れたアーセージの額に、濡れた手ぬぐいをのせるササヤ。

　アーセージは焦点の合っていない目で彼女を見ようとしたが、やがて顔を背ける。

「……かたじけない」

　この家でササヤに逆らうことはできないのだ。たとえジルサニアの王族だろうが、家庭の全権を握っている者に抵抗することはできない。

　むしろ、逆らおうという気にさせないところがササヤの特技なのだ。
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「……気に食わんな」

　ミロクのベッドに腰掛けて、仏ぶつ頂ちよう面づらのアーセージ。

　結局アーセージもビスマルクもミロクの部屋に泊まることになった。騎士であり、片方は直属の上司とはいえ、王族をふたりも泊める庶民の家はジルサニア中探してもここだけなのではなかろうか。

　しかしジュジュもアーセージも、まったく慣れている様子。誰かの家に泊まったことがあるのだろうか。

「何が気にくわないんです、殿下？」

「この雑誌に書いてあることはウソっぱちだ」

　アーセージが読んでいるのは「月刊　世界の剣　黒の月号」で、ちょうどジルサニアの剣について書かれた号である。

「ジルサニアの剣は魔力によってコーティングされているから、オウガンの刀剣より切れ味が良いとあるが……実際にはそんなことはない」

「オウガンの方が優れている、ということですか？」

「そうだ。私とて剣の使い手であり、同時にジルサニアの騎士だ。自分たちが使っている剣の切れ味くらい把握している。いくら敵国とは言え、優れたものを認めないようでは向上できぬ」

　この王子は、ジュジュが関かかわらなければ本当に人格者なのだ。違う出会い方をしていれば、きっとミロクは心酔していたに違いない。

「よし、これは読んだ。ミロク、次の号はどれだ」

「あ、これです」

「む、すまん──ああ、これはバウゼンの家で読んだな。その次は、ああ、それはまだだ、ほう、ツッキーニ王国の芸術的な剣の特集か。面白そうだ。私も一度見たことがあるが、あの形でどうしてあの切れ味が出るのか──」

「見たことあるんですか？　俺も気になってたんですよ、ツッキーニの剣」

　雑誌をやりとりしながら、剣談義に花を咲かせる男二名。

　なんだかんだでアーセージもすっかりくつろいでいる。逆にミロクはここまで話の合う人は初めてで、興奮しながら話していた。

「オメーら、よく話題尽きねーな……」

　窓枠に座って葉巻を吸っているビスマルク。ついていけない話題なので、うんざりしている。

　それに気づいているのに、剣の話題は尽きない。

　アーセージの隣でミロクも雑誌を広げ、遅くまで刃物の話を繰り広げた。

「さて、そろそろ寝るか」

「ランプ消しますね」

「ああ、ありがとう」

　話題も尽きた頃、ようやくミロクの部屋の明かりが消える。

　アーセージはベッドに寝転び、ミロクも床に敷いた布団に潜り込む。ビスマルクはミロクの掛け布団の上にくるまった。







　全ての部屋が静かになり、しばらくして。

「…………」

　唐突にミロクの部屋の扉が開いた。

　寝間着姿のジュジュが、枕まくらを抱きしめながら立っている。

「…………」

　全員眠っており、ジュジュが来たことにすら気づかない。

　ジュジュは目を擦こすりながらベッドに入る。先客がいるので、手で押し出してベッドから叩たたき落とす。小さなうめき声が聞こえたが、まったく動じていない。

　ベッドに入り込み、しばらくするとジュジュは起き出す。どうやら気に入らなかったようだ。

　部屋を見回し、手近にあった布団に潜り込む。何か余計なモノが布団に入っているので、足で蹴けり出してスペースをつくる。苦しそうにウンウン唸うなっているが、知ったことではない。

「…………」

　今度はその寝床が気に入ったのか、ジュジュは笑顔になり、そしてまた動かなくなった。

　問題はジュジュ本人ですら寝ぼけて気づいていないことだった。







　次の日の朝は、悲鳴から始まった。

「わぁ～～～～～～～～つ!!」

　これがミロクの布団で寝ていたジュジュの悲鳴。

「うわぁぁ～～～～～～っ!!」

　これがそれに気づいたミロクの悲鳴。

「うおおお～～～～～～っ!!」

　これがそれに気づいたアーセージが寝間着に隠したナイフを抜いて、ミロクに襲いかかった叫び声。

「ぎゃあ～～～～～～～っ!!」

　そしてこれがミロクと一緒に斬きられそうになったビスマルクが大慌てで退避した時の悲鳴だった。

　目が覚めた直後に戦闘態勢になれるのは、騎士の訓練のおかげだろう。そのせいでミロクもビスマルクも早朝に死なずに済んだ。
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「そこへなおれミロク！　ジュジュに手を出した罪、一突きで清算してやる！」

「ち、違います！　俺、知らないんです！　ていうか、なんで!?　いつの間に!?」

「わ、私だって知らないよ！　なんでミロクの布団に!?　しかもどうして兄上がここにいるんですか!?」

「お前ら落ち着け！　人ン家ちで何やってんだ！　やるならどっか外でやれ！　俺を巻き込むな！」

　四者ともパニックになっており、さらに昨日の夜に読みふけってそのまま放置していた「月刊　世界の剣」を踏んづけて滑って転んだアーセージが本棚に激突し、それを避けたミロクが同じ雑誌に滑ってジュジュの方に倒れる。

「貴様ミロク！　こんな時でもジュジュに破は廉れん恥ちな行為を！　この豚め！」

「誤解ですってば！」

　そもそもの元凶であるジュジュは、アーセージがいることは認識しているのだが、事態がまったく吞のみ込めずにどうコメントしていいか分からない様子。この場を収められるのは彼女だけなのだが。

　いや、ジュジュだけではなかった。

「こらーっ！」

「何やってるんですか！」

　カンカンに怒ったコニーとササヤが部屋に入って来た時、ちょうどミロクはアーセージの短剣を真剣白刃取りしていたところだった。乗り込んでくるのがあと少し遅れていたら、国中を巻き込む大事件になっていたかもしれない。

　それからどうなったのかと言うと、当然のようにコニーとササヤに説教された。ミロクもジュジュもアーセージも神妙な顔をしつつ、しかしいきなり目覚めた反動か徐々にまぶたが重くなり、船を漕こぎ始めたところでまた説教された。




「いってきまーす……」

　ササヤの朝食を腹一杯食べ、ミロクとジュジュとアーセージは出勤するために家を出る。まだ目が開かない。

「いってらっしゃーい！」

「お気をつけてー！」

　もうお客さんというより家族のような扱いで見送るコニーとササヤ。ビスマルクはミロクの頭の上で眠っていた。

「この年で、あのように女性に怒られるとは思わなかった……」

　道すがら、ぼそりと呟つぶやくアーセージ。

「私も、こんな最悪の寝覚めは初めて……」

　目を擦りながら、ジュジュもため息。

「だが、まぁ、楽しかったぞ」

　フラつく手でミロクの肩を叩たたくアーセージ。

「うん」

　ジュジュも頷うなずく。

　ミロクは「二度と来るか！」と吐き捨てると思っていたのだが、ふたりの予想外の反応に驚き、そして胸が温かくなった。

　城下町を歩いている時は、店の開店準備に忙しい人たちばかりで、それほど目立たなかった三人。

　だが王宮に近づき、出勤する騎士が周囲に増えていくと、その内の数人は気づき始める。一緒に通勤する同僚を呼んで、「あれ、アーセージ王子とジェルメーヌ姫じゃないか？」と囁ささやく。

　だが寝ぼけている三人は視線にまったく気づかないまま王宮の門をくぐった。

「おっはよーミロク！」

　門を抜けたところで同僚のアーニィに会い、

「うわっ、なにその面子メンツ!?　何があったの!?」

　初めて面と向かって尋ねたアーニィに、様子をうかがっていた騎士たちから賞賛のまなざしが送られる。

「えーと……」

　ミロクもジュジュもアーセージも、お互いを見回しながら上う手まい言い訳を考える。

　しかしこの状況を正しく説明するには、時間がかかりすぎる。

「では我々はこっちなので、ここでお別れだ。世話になったな。ササヤさんによろしく言っておいてくれ」

「また必ずお伺いします、とお伝えください」

　目が覚めたアーセージと、姫モードになって無理矢理自分の目を覚ましたジュジュが、王宮に向かってそそくさと歩いてゆく。

　厄介なところだけ押しつけられたミロク。

　アーニィの質問と、周囲のまなざしの両方に応こたえるハメになった。

「まぁ、道すがら話すよ」

　そうお茶を濁そうと思ったのだが、

「そうはいかんぞミロク君」

　背後から肩を叩かれ、振り返るとひとりの男が立っていた。

　アーセージの右腕とも呼ばれる、副官のバウゼンだった。

「俺にも内緒で、殿下と君が昨晩何をしていたのか、洗いざらい話してもらうぞ。昨夜どれだけ探し回ったと……！」

　怒りの籠こもった声。国王にジュジュが泊まることは伝えてあったが、アーセージに関してはミロクは関係ないのに。

　バウゼンだけではない。

「ミロク様。私を覚えておいでですね？　ジェルメーヌ姫の侍女でございます。昨夜の件について、しばし」

「ジルサニア騎士団黒こく鎖さ隊たいの者だ。治安維持の観点から、昨夜の件について、事情聴取をしたい。同行してもらえるか」

「ミロク・シーレンさんですね。騎士団会報の記事にしたいんで、何かお願いします！」

　ワラワラとミロクに集まってくる人たち。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　こういう時にミロクが取る行動は、ひとつ。

　背中を向け、脱だつ兎との如ごとく走る。

「あ、待て！」

　それを追う集団。中には剣を抜いている者までいた。

「俺は何も悪くないんだっ！　事情だったら姫か王子の方が詳しいから、そっちに訊きいてくれぇっ！」

　真実を叫びながら走り続けるミロク。

　王宮の敷地を全力疾走している最中、ふと、ジュジュの言葉を思い出す。

「また必ず来るって言ってたな……二度目があるのか……！」

　今から次の騒動を予感しつつ、倒れそうになる身体を必死に支えてミロクは逃げ回るのだった。
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「おい、話と全然違うじゃないか」

「あれぇ？　おっかしいなー。俺おれが聞いた話じゃ、確かにそうなんだって」

「いや、その噂うわさが当たらない方が助かるんだけどさ」

「まーなー」

　テーブルに置かれた水を飲みながら、ミロクは店内を見回した。茶色のくせっ毛と野性的な強い目が印象的な少年だ。今は十六という年相応のリラックスした表情をしているが、仕事の癖か常に周囲に気を配っている。

　綺き麗れいに掃除された床に、観葉植物が置かれている棚。カウンターの花も瑞みず々みずしく、壁に貼はられたメニューも達筆だ。厨ちゆう房ぼうからはイイ匂においがするし、店の雰囲気も和やかだ。

「でも、俺が先輩から聞いた話じゃ、すげぇ評判悪いんだよこの店」

　頰ほお杖づえをついてミロクと同じように店内を見るのは、クラスメイトのパージェス。そばかすが残る童顔で、ニヤけた目つきはお調子者という印象を受けるが、実際その通りで、よくミロクたちにトラブルを持ち込んでくる。

　今日は学校の都合で午前中までの授業だった。この後、彼の買い物に軽く付き合うという約束だったのだが、その前に腹ごしらえをしようという話になったのだ。

　ところがどういうわけか、今日に限っていつもの店が満杯。第二候補も第三候補も満員という困った事態になった時、パージェスが提案したのがこの「乾けん坤こん軒けん」というこぢんまりとした食堂だった。

　食堂の多い路地ではなく、裏路地にこぢんまりと建っていたから、ミロクも今まで気づかなかったのだ。

　ミロクとしてはもう腹に入ればなんでもいい気持ちだったのだが、パージェス曰いわく、その店は誰だれも入りたがらない、恐ろしい食堂なのだという。

　なぜ恐ろしいのかと訊きくと、とにかく屈強な人でないと入れないのだという。

　それはミロクも分かる。現在、店で談笑しているのは、全員たくましい男たちだ。おそらく肉体労働系の仕事に就いているのだろうが、それにしても見事な体格ばかりだ。野生の熊くまと見間違えそうな人もちらほら。

「なぁ、大丈夫だよなこの店？」

　周囲の人に怯おびえるパージェス。

「揉もめ事ごとなら起きないって。お客さんの中に騎士もいるしな」

　店の隅で仲間と楽しそうに食事をしているのは、確か緑りよく令れい隊たいのジジーンとデュラル。どちらも騎士団対抗ボディビル大会で上位入賞した男たちである。

　仮に彼らがいなくとも、皆争いを好まない客だというのは、玄くろ人うとなら分かる。

　店内は綺麗で、揉め事などで壊れた家具も見あたらない。こういう所は、大抵酔った客が何かを壊したりするものだ。それに花が飾られてある。鉢植えなどはこういう時、まず真っ先に壊れる。

「いい店じゃないか。パージェス、きっとその先輩も客層だけで勝手な想像したんじゃないか？　怖いことないって」

「そうかぁ。だといいんだけどなぁ」

　それでもパージェスは警戒を怠らない。

　気持ちは分からないでもない。何も知らない人が外から見れば、近寄りたくないと思うかもしれない。少なくともか弱い女の子と同伴で入ろうとは思わないだろう。

　ミロクも少しは心配しているが、それよりも空腹を満たすことが最優先だ。今のミロクならどんなにマズイ料理を出されても食べきる自信がある。

「ご注文は決まりましたかぁ？」

　舌っ足らずな声で注文を取りに来たのは、店のおかみさん。

　女性への審美眼はユルいミロクでも、一目で美人だと分かる。分厚いメガネをかけているが、レンズの向こうの瞳ひとみはぱっちりと見開いていた。ふわふわとウェーブする髪の毛は、情熱的な赤毛。それをバンダナで押さえている。

「あ、すみません。まだです」

　慌ててメニューを見るパージェス。

　ミロクも待たせるのが申し訳なく思ったので、

「あの、この店のオススメってありますか？」

「それでしたらぁ、豚のコトレット定食がオススメですよぉ」

「カツレツかー」

　ぼーっとメニューを眺めて、おかみさんの言葉を反はん芻すうするミロク。コトレットとは衣で包んで油で揚げる料理で、オウガンの一部ではカツレツなどとも呼ばれている。豚のカツレツなのでトンカツと略す地方もある。

「じゃあ、それで！」

「あ、俺もそれで！」

「はい～、かしこまりましたぁ。ランチ二丁～！」

　厨房の奥に向かって叫ぶおかみさん。

　その後、自分もさっさとひっこむのかと思いきや、ミロクとパージェスのことをよく見ている。

「……あなたたち、学生さん？」

　ニコニコ笑顔で話しかけるおかみさん。

「はい。そこのジルサニア国立学園の中等部五年生です」

「あら、そうなのぉ。ウチの娘もね、今そのくらいの年なのよぉ」

　こうやってわざわざ言うということは、そのくらいの年齢の客がなかなか来ないということだろう。

　それにしても子持ちには見えないほど若々しいおかみさんだ。

　実際に隣のテーブルでは、

「ええっ!?　マギーさん子供いたの!?」

　と、ひっくりかえる客がいる。

「やだわぁ、私もうオバサンよぉ」

　マギーと呼ばれたおかみさんは口に手を当てて笑うが、オバサンには見えない。言われればまぁ納得はできるが、ミロクと同年代の子供がいる顔ではない。

　もしかしたらパージェスにそういう噂を流した先輩とやらも、そのあたりにショックを受けた腹いせなのだろうか。

「あのー、すいません。あそこのメニュー、分からないのばっかなんですけど」

　パージェスが壁を指さすと、そこには様々な国の料理が書かれてあった。おそらくルテア大陸六国家の料理をすべて網羅している。

　宮廷料理ではなく、家庭料理だ。大陸各国を食べ歩いたのだろうか。

「カツレツもジルサニアじゃあまり見ませんよね？　なんでも作れるんですか？」

「ウチの人はね、世界を旅した料理人なのよぉ。作れない料理なんてないの」

「すごいっすね」

「私もねぇ、彼の料理の腕が手放せなくて結婚したくらいだもん」

　伝票で恥ずかしそうに顔を隠すマギー。

　なんだかこちらも微笑ほほえましくなってくる。

「でも、一番得意なのは、やっぱり故郷のホラキア料理かなぁ」

「へー、ホラキアから来たんですか」

　ミロクが所属する赤目隊にもホラキア出身の女の子がいる。彼女に勧められたホラキア料理は、肉料理が美味だった。

「夜はねぇ、お酒がメインになるのよぉ。ウチの特製ソーセージとかザワークラウトとか、大人気なんだからぁ。ホラキアはねぇ、ビールがおいしいのよぉ。すっごいオススメなんだけど、学生さんにはまだ早いわよねぇ」

　大人気、というところが少しひっかかった。パージェスの言うことはやはり噓うそだったのか。なんのことはない、客に怖そうな外見の人が多いというだけなのだ。

　すると、急にあたりが暗くなった。

「？」

　振り向くと、大男が立っていた。手には大きな皿を抱えている。

「お待ちどう……トンカツ定食だ……」

　太い腕に似合わない繊細な手つきで、音もなく皿をテーブルに置く。続けてライスの載った皿と、スープカップ。続いてパージェスの分も。

「……ごゆっくり」

　それだけ言い残すと、男は店の奥に引っ込んでいく。エプロンをしているから、あれがマギーの夫にしてこの食堂のシェフなのだろう。怒っているわけでもなく、寡黙な性格のようだ。

「う……」

　そして主人が去っていっても、威圧感はなくならなかった。

　尋常じゃない量の定食がテーブルを独占しているのだ。

　どのくらい尋常じゃないかというと、まずテーブルの向こうに座っているパージェスの顔が見えない。眉まゆ毛げくらいまで、カツレツの山が覆っているのだ。さらに隣に盛られたキャベツは、まるでボウルに入ったサラダのような量。

　皿のライスも、盛るというより釜かまをひっくり返したような形になっており、それが二人分ある。

「ささ、たーんと召し上がれ！」

　明るく勧めるマギーに、ミロクもパージェスも応こたえられなかった。

「まだ学生さんだから、少なめにしといたのよぉ」

「……マジで？」

　食べる前から食欲が失うせた表情のパージェス。

　ミロクも周囲を見るのだが、どこのテーブルも同じくらいの盛りつけの料理だ。中にはバケツのような器の丼どんぶり飯めしを食べている人までいる。

　よく見れば、体格の良い人たちだけではなかった。店の隅にいる瘦やせた老紳士たちが、同じ量の定食を談笑しながら食べているではないか。

　体格が問題ではない、胃の容量が客を選別する店だったのだ。

「これ、お代はいかほどですか……？」

「日替わり定食だから、銀貨一枚に銅貨二枚だよぉ」

「安っ！」

　ちょっと安めのレストランのランチセットでも、もうちょっと高い。文庫本一冊を買って、少しお釣りがくる程度の値段ではないか。

　それだけ安いのだから、今度は材料や調理方法が気になるところだが、これ以上余計な事を考える前に、まずミロクは空腹を満たしたかった。

「じ、じゃあ、いただきます」

　ナイフとフォークを持ち、とりあえずカツレツの山を崩しにかかる。

　斬きられたカツレツを一切れ食べる。

「ん……うまい」

　サクサクとした食感で、肉も分厚いのに嚙かみやすい。特製ソースが衣によく絡められており、甘辛い肉汁になって口の中に広がっていく。

　ちょっとした辛さからか、猛烈にライスを食べたくなった。氷山を切り崩すような感覚でライスを食べると、これも米の一粒一粒がはっきり分かる絶妙な炊きあがりで、かつ甘みがある。

　ライスを食べたら、次はまたカツを食べる。軽い歯ごたえといい適度なソースの辛さといい、いくらでも食べられそうな味だ。

「うまい！　これすごくうまいぞ！」

「マジで!?　む、お、これうまいな！　うまいうまい！」

　半信半疑のパージェスも、ミロクと同じように山を崩していく。

　それから後は止まらなかった。手が自然に動く。もっと料理を味わいたくなり、身体からだが前傾姿勢になってくる。徐々に山が崩れてパージェスの顔が見えてくる。彼も大きなお椀わんに入ったスープを一気に飲んでいた。

「うお～、辛いな！　でもうまい！」

　辛いスープを飲むとまた食欲が湧わいてきたようだ。パージェスはフォークでカツを二切れ同時に刺して、一気に口に運ぶ。

　ミロクも負けじと三切れ同時に食べる。口の中が肉汁でいっぱいだ。

　なんと幸せな時なのだろう。

　このまま永遠に続けばいいのに。







　などと考えていたのは最初だけで、鐘二つ（約二時間）鳴るころには、ふたりともグロッキー状態だった。

　それでも食べきったミロクは驚異というより異常だ。カラになった皿にフォークを置くと、満杯になった腹をさすって口を押さえる。うっかり油断すると戻しそうだ。

「も、もうダメだ……食えない」

　パージェスは半分ほどでギブアップした。それでも普通の人が食べられる量の二倍以上を処理したのだから、大したものである。

「ミロク、お前よくそんな食べられるな……そういや弁当狩りデスマッチの時も食ってたなぁ。騎士ってのはみんなそうなのか？」

　弁当狩りデスマッチとは、以前パージェスが学校の地下闘技場を借り切って開催した、弁当を賭かけて戦うアホらしい催しのことである。

　それを潰つぶしたのが、ミロクたち赤目隊だ。化け物じみた戦闘技術よりも、化け物みたいな胃袋の大きさによる勝利だった。

「店の人には悪いけど……俺、残すわ」

「そりゃダメだぞ坊主」

　隣のテーブルの男が立ち上がった。

「この店では残すのは御法度だ。せっかく作った食事を残すのは、礼儀に反するってのがここのダンナのポリシーだ。俺もそう思う」

「同感だ、パージェス」

　ミロクも一緒になって頷うなずく。

　カウンターの方を見ると、マギーと店主がこちらを見ている。ニコニコ笑っているマギーはともかく、店主は無言で包丁を研いでいる。

「そりゃ俺だって申し訳ないと思ってるけどさー……もう物理的に入らないって。ていうかミロクと俺、体型はそんな変わらないのに、なんで食えるわけ？」

「だってうまかったし」

「そういう次元の話じゃねーよもう……」

　懸命にフォークを手に取るパージェスだが、その手が動くことはなかった。

「しょうがないわよぉ。初めての来店で食べきった人、お店開いてから君でちょうど三百人目だもの」

「それって、すごいんですか……？」

　マギーの言葉を信じるなら、むしろ大食いが三百人もこの城下町にいることのほうが驚きだ。

「どれ、しょうがない」

　すると見かねた隣のテーブルの男が、フォークを片手にこちらにやってくるではないか。

「手伝ってやろう」

　パージェスのライスをフォークですくってくれる。

　すると別のテーブルからも、

「おお、また残したヤツがいたのか。俺にもくれ」

「俺も俺も。まだ食い足りないんだ」

　そんな風にミロク達のテーブルに集まってくる。

　食事を残すのがマナー違反なのであって、分けて食べれば店主の労力も食材の命も無駄にはならないということだ。

「あ、そうか、一人前頼んで、ふたりで分けても良かったのか」

　手を叩たたいて納得したパージェス。

「そうだそうだ。ここは基本的に大食いしか来ない店だが、小食のヤツが来たっていいんだ。要はダンナとおかみさんへの感謝を忘れちゃいけねぇってことだ」

「ん、やっぱりうまいな、このカツレツ」

　いつの間にか復活したミロクも手伝って、パージェスの皿を片付ける。周囲にいた客が全員、よってたかってカツレツを頰ほお張ばる。

　まるで立食パーティのようだが、立って食べるのはどう見てもマナー違反である。

　だが見知らぬ人が寄り合って食事をするのは、とても楽しい。店の雰囲気が良いからなのか、ガタイのいいオッサンばかり集まっていても、怖さや威圧感を感じないのである。

「いやー、ありがとうございます！　助かりました！」

　すっかりカラになった皿の前で、パージェスが礼を言う。

　周りの男たちも笑顔で挨あい拶さつをしながら、自分の席に戻って食事を続ける。パージェスのをつまんだのに、まったくペースを落とさずに同量の定食を食べている。

「怖い人たちばかりかと思ったけど、いい店だな！」

「ああ」

　頷きつつ、ミロクはこの場にいない同僚のことを考える。今度は赤目隊のみんなも連れてこよう。この味と量ならば、きっと満足するだろう。特に大おお喰ぐらいのアーニィなどは喜ぶに違いない。

　しかしアーニィほどの食通なら、この店のことを知っていてもおかしくない。

　いや、もし知っていたのなら、ミロクに教えてくれても良いのだが。

「ああっ！　ちょっとあなたたちぃ！」

　そんなことを考えていると、カウンターからマギーの声がした。

　何事かと振り向くと、マギーが店の入り口を指差している。顔をそちらに向けると、三人組の男がちょうど店を出るところだった。

　それだけなら何とも思わないのだが、ふと、あの三人組は金を払ったかどうか思い出してみる。もしそうなら、マギーか誰かが「ありがとう」とか言うはずだ。

　──無銭飲食か。

　気づいた時には、身体の方が先に動いていた。

「パージェス、ここで待っててくれ」

「おいミロク！」

　他の客も気づいたようで、次々に立ち上がるのだが、ミロクが一番早かった。あれだけの量の食事をしたというのに、風のように軽やかに店を飛び出す。

「待てっ！」

　左右を見る。

　左にふたり、右にひとり。

　どちらを追うべきか、一瞬だけ迷う。

「こら───────っ！」

　迷っているうちに、マギーも店を飛び出した。

　続いて他の客もゾロゾロと出てくる。しかし動作は緩慢で、捕まえる気があるのかどうか。そんな彼らを置いて、マギーはひとりで二人組を追っていく。

「止まれ！　この野郎っ！」

　近かったので、ミロクはひとりの方を追って走り出す。

　幸い、相手も食後なので動きは鈍重だった。角を曲がったところで、すぐに追いつく。人ひと気けのない、狭い路地だ。

「ちっ！　このクソガキ！」

「クソガキだろうが、俺は騎士だ！　食い逃げを見逃すわけにはいかないんだよ！」

　振り返った男が、ミロクを睨にらみ付けた。

　建物の影が男の顔を暗く見せる。目の下にはクマができており、およそ健康そうには見えない。だがあの食堂の客というだけあって、体格は良い。太い腕と足が、引き締まった胴体にくっついているように見えて、とてもアンバランスだ。

　服装は汚く、どう見てもそのへんのゴロツキにしか見えないが──

　ミロクには、この男の強さが分かる。

　そこらへんのゴロツキではない。なにか嗜たしなんでいる身体と目をしている。

「へっ、一瞬でＫＯしてやるぜ」

　顔の前に拳こぶしを構えた。

　拳けん闘とう使いのようだ。大きな身体をコンパクトに縮めて、隙すきのない足運びをする。

「見た感じ、ガキにしちゃ鍛えてあるな。油断はしねーぜ。俺の拳が、騎士の剣より速く飛ぶところを見せてやるよ」

「見せてみろ」

　ミロクも武器を構える。

　首から下げたアミュレットを巻き付けて、逆手に持つ。

「お前ごとき──ニンジン一本で十分だ」

　胸の前で構えたニンジンが、魔法の力で淡く光る。

「バカにすんなコラァァァッ！」

　大きく振りかぶった右のパンチを、ミロクは素早く避ける。

　が、その瞬間、男がニヤリと笑ったのが見えた。

「シッ！」

　見えないほど速い左のジャブがミロクの顔面に当たった。

　目から火花が飛び出そうになる。鼻の奥がツーンとする。怒りにまかせてパンチを繰り出すだけのバカではなかった。本当に拳闘を使いこなしている。

　だが二撃目は喰らわなかった。

「ふっ！」

　よろめいたミロクを追うようにして繰り出された右のジャブを、ニンジンではじき返す。

「おおおっ!?」

　油断していたのは向こうも同じだったようだ。まさかニンジンが拳より強いとは夢にも思うまい。

　ジルサニアの付加魔法と、ベトの治癒魔法で強化されたアミュレットを巻き付ければ、どんなものでも武器になる。ミロクにとって、いつでも携帯できる武器がニンジンだけだという話だ。

　体勢を崩したところに、ミロクの追撃が走る。

「はぁぁぁああああっ！」

　踏み込みはゴロツキの男より速かった。

　両手で押し出すようにして突き出されたニンジンが、男の鳩尾みぞおちに入った。

「ごお……っ！」

　腹を押さえて吹き飛び、地面に倒れる。

　そのまま捕まえようとしたのだが、男は倒れながら道の端まで転がった。何をするのかと思えば、今しがた食べたものを全すべて吐き出した。満腹状態で腹を突かれれば、そうなってもおかしくない。

「おま、こんな所で吐くなよ！」

「がぁ……ゲホッ！　オェッ！」

「ほれほれ、店に連れてくぞ」

　ゴロツキの襟首を摑つかむミロク。

　掃除は後でするしかない。今は連行が優先だ。

「ち、ちくしょう！」

「お前の仲間も捕まえなきゃならないんだ。とっとと歩け」

　歩かせようと背中を蹴けるミロクだが、ゴロツキはニヤリと笑って立ち止まる。

「フ、フフフ……俺を捕まえただけでいい気になるなよ？」

「何言ってんだ？」

「俺はともかく、アニキふたりは捕まえられねー。拳闘でも俺よりずっと強いんだ。そこらへんの騎士を血祭りにあげたこともあるんだぜ？」

「ふーん……ん？」

　聞き流そうとしたのだが、そうもいかない。

「やばい、おかみさんがそっちに向かってたはずだ！」

　あんなか弱い女性ひとりで捕まえられる相手ではない。

　すぐにミロクも追いかけようと、今来た路地を戻った。

　ところが、

「あれ～、そっちも捕まえてくれたんだぁ。ありがとねぇ」

　店の前にマギーがいた。

　彼女の下には、倒れ伏したゴロツキが二名。

「ア、アニキたち!?」

　驚いたのは、むしろミロクより弟分のゴロツキの方。

「…………やめろ……この人に、逆らうな……！」

　倒れたゴロツキが、ほうほうの体ていで呟つぶやく。

　油断したとはいえ、ミロクでも少し手こずった相手。彼より強いと言う男をふたり同時に、しかもミロクより先に捕まえてくるマギー。

　興味はあるのだが、聞かない方が身のためだと本能が悟っていた。







「すいませんでしたっ！」

　誰だれもいなくなった店内で土下座するゴロツキ三人。

　聞けば本当に彼らは兄弟のようで、長兄から順に身体が大きくなっていく。ミロクが捕まえた末弟が一番大きかった。

「俺たち、こないだまでは拳闘士としてやってたんですけど、最近どうしても勝てなくて、ファイトマネーがどんどん下がっちまって……」

「まぁ、そうだったのぉ。大変ねぇ、拳闘士さんも」

　頰に手を当てて、困った顔のマギー。
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「お兄さんの方は綺き麗れいで速いジャブだったのに、それでも勝てないのねぇ。最近は強い子がいっぱいいるのねぇ」

「うう、俺のジャブを評価してくれるのはアンタだけだ……」

　泣きそうな長兄に、弟たちも同情して目が潤んでいる。悪人だが兄弟としての絆きずなは強いようだ。

「でもねぇ」

　マギーは指を立てて、少しだけ眉まゆ根ねを寄せる。

「お金がないなら、最初にそう言いなさい。この店なら、親切な小食の人が残した物をいくらでもわけてくれるのに」

「そーだよ。もうちょい早く言ってくれたら、俺の分けたのにさー」

　テーブルで水を飲みつつ、パージェスが言う。飛び出したミロクの帰りを待っていてくれたのだ。

「す、すいやせん……」

　床に手をついたまま、三兄弟は謝るばかり。

「で、どうします、おかみさん？」

「そぉねぇ」

　ミロクはこういう時のマニュアルを思い出す。どの騎士にも犯罪者の逮捕権はあるが、捕まえた犯罪者は最も寄よりの詰め所に送る義務がある。もちろん詰め所や巡回中の騎士を呼んで連れていってもらう手もある。

　しかしミロクひとりで三人を連れて行くのは、正直めんどうくさい。ここは騎士を呼ぶのが妥当か。

　もちろん、マギーに突き出す気があれば、の話だ。

「じゃあ、いつものアレで許してあげましょう」

「アレって？」

「お店のお手伝いです。バイトをしてもらいます」

　無銭飲食には皿洗い。

　これはどこでできた伝統なのかと、ミロクは一瞬考えてしまった。

　ともあれ三兄弟にとっては僥ぎよう倖こうだ。

「あ、ありがとうございますっ！」

　三人とも立ち上がって喜んでいた。

「やります！　騎士に捕まらなけりゃー、俺たちなんでもしますよ！」

「あらぁ、頼もしいわねぇ。じゃあこっちにきて、色々やってもらおうかしら。ええと、食材を切ったり、お皿洗ったりするだけだから、簡単よぉ」

「へいっ！」

　厨房に入っていくマギーの後をついていく三兄弟。

「よー、おつかれ」

　テーブルから手をふるパージェス。

「ああ。もう動けそうか？」

「いや、ちょっと待って……まだ気持ち悪い」

　まだパンパンに膨れた腹を押さえている。あれだけ食べたのだから、消化にも時間がかかるだろう。まだ午後になったばかりだし、時間はある。

「じゃあ、動けるようになったら店出ようか」

「悪いなー」

　それから人気のない店で、学校や騎士団の話で盛り上がるふたり。

　弁当狩りデスマッチで争ったりはしていたが、基本的にパージェスは悪人ではない。むしろ楽しい遊びをたくさん提供してくれる、気の良い友達だ。

「でさー、俺がそん時、あいつの服を見てたらよぉ」

　徐々にパージェスの調子も戻ってきた。

　この分なら、そろそろ店を出ても良さそうだ。

「すみません、お勘定を──」

　ミロクが立ち上がった、その時だった。

「も、もう勘弁してくれぇぇぇっ！」

「無理、無理だってこんなの！」

　さっきの三兄弟の悲鳴が聞こえてきた。

「なんだ？」

　気になって、厨房を覗のぞき込むミロク。

　厨房ではミロクが捕まえた末弟がいた。

　大きな身体を屈かがめているのは、疲れて動けないからだ。

「おいっ、どうしたんだ!?」

　どんな重労働をすれば、拳闘士がこんな風に疲れるのか。

　慌ててミロクが厨房に入って末弟に駆け寄る。

「あ、あれ……あの包丁……」

　かすれる声でまな板に載った包丁を指す末弟。

　何気なくミロクも手にとってみたのだが、

「重おもッ!!」

　手首が折れそうなほど重かった。

　包丁とは鉄でできているのではなかったか。外観は普通の包丁となんら変わりがないのに、同量の鉛より遥はるかに重い。

「素人しろうとは…………気をつけな……」

　その隣でキャベツを切っているのは、寡黙な店主。トトトトト──と軽やかなリズムで切っているその包丁も、同じ物で出来ているのだろうか。

「あ、あの、この包丁は？」

「俺が長年かけて探していた、最強の包丁だ……竜の皮ですら切れる……」

「竜皮も!?」

　それを切ることは、熟練の剣士でも難しい。だからこそ竜殺しの称号は貴重なのだ。そんじょそこらのナマクラ刀では、皮どころか鱗うろこ一枚を切るのも難しいのに。

「うおぉぉ……」

　もう一度持ち上げてみようとしたのだが、両手でやっと少し浮かせることができるくらい。力に自信がないわけでもなかったが、この包丁は持てる方がおかしい。

　なんでこんなものを……と考えるミロクの横で、主人はひたすらキャベツを切っている。これだけ切っているのに、まな板が無事なのも不思議だ。

「……ベトの世界樹で作られた……まな板……だ……」

　ミロクの思考を読んでいるのか、店主が口を開く。

　三兄弟を捕まえたマギーといい、この店主といい、やっぱりこの店はどこかおかしい。

「ひぃぃぃぃっ！　た、助けてくれっ！」

　厨房の奥から聞こえる悲鳴。今度は長兄のものだ。

　奥に見えるのは、流し台だ。大量の皿が泡まみれになって流し台に沈んでいる。

　長兄はそこでうずくまっていた。

「ど、どうしたんだ？」

「手が……俺の手が……」

　長兄の震える両手は、真っ赤になっていた。皮膚がドロドロに溶けている。

「もっと素早く洗わなきゃダメよぉ」

　流し台ではマギーがテキパキと皿を洗っている。

　洗剤が足りないのか、ビンの液体を皿にかける。すると皿から漏れた洗剤が床に一滴だけ垂れた。

　ジュワッ、と音がして床が溶ける。

「なんですかこの洗剤はっ!?」

「よく落ちるのよぉ。油汚れには、コレよねぇ」

「もうコレ洗剤じゃないですから！　錬金術の触媒か何かでしょ!?」

「大丈夫よぉ。素早く洗えば溶けないのよ」

　マギーの皿洗いの手は素早いというより、見えない。それなのに流しの水が跳ねずに、洗い終わった皿には一滴の洗剤も残っていない。

　店主の包丁といい、どれだけの鍛錬が必要なのか。

　皿の音が、キンキンと剣けん戟げきのように響いている。長兄のジャブを綺麗だと言っていたが、彼女であればジャブ一発の間に三発くらい叩たたき込めるのではないか。

「ふう、終わったわよぉ」

　手を洗ってから汗を拭ぬぐうマギー。

　その手は瑞みず々みずしく、子供がいる年齢には見えないほど綺麗だ。

「嫌だ！　誰か、誰か助けてっ！」

　今度は厨房のさらに奥から聞こえる次兄の声。

「あの、あっちには何が？」

「倉庫よぉ。食材の解体をお願いしたのぉ」

　嫌な予感がさらに増す。

　倉庫の扉には鍵かぎがかかっており、次兄が向こう側から必死に叩いているではないか。

「おい、今度は何なんだ!?」

　扉を開けると、次兄が転がりながら飛び出してきた。

　全身に切り傷や刺し傷を負っており、三兄弟の中で一番重傷だ。

　しかし次兄は最後の力を振り絞って、扉を指さす。

「早く！　は、早く閉めろ！」

　その言葉にミロクが従った。扉のノブを持って押し込むようにして閉める。

　寸前、なにか強い力が扉を押してきた。

「ぐっ！」

　わずかに開いた扉の隙すき間まからのぞくのは、太い角。

　中肉中背のミロクの腕ほどの太さで、角笛のようにカーブしている。それなのに岩肌みたいにゴツゴツしていた。

　その角の持ち主が「ニャア」と鳴いた。

「何の生き物だよ!?」

　好奇心より生存本能が優先された。一度、扉から手を離し、角をニンジンでぶっ叩く。悲鳴と共に扉の奥に引っ込むのを見てから、ミロクはもう一度扉を閉めた。

　怒り狂った動物が扉を乱暴にノックしている。

「あらー、食材が暴れてるのねぇ」

　ニワトリか何かのように言い放つマギー。

「おかみさん！　あれ何ですか!?　食えるんですか!?」

「食べられるわよぉ。焼いてよし、煮込んでよし、お刺身でも食べられるんだから。美お味いしいのよぉ、ホラキアの三つ星レストランでのメインディッシュによく使われてるの」

「……マジですか」

　好奇心が僅わずかに勝った。

　それほどまでに美味ならば──いやいや、別に解体作業を手伝ったところでミロクに恩恵があるわけでもない。

「なんなら、味見してみる？　あ、でもこの子がギブアップしちゃったから」

「やります。俺が解体してきます」

　次兄が持っていたナタを取り上げるミロク。騎士団の法律では支給された剣以外を持つことは禁じられているが、調理に使う刃物ならば別だ。

「お、おい！　お前、やめとけ！　死ぬぞ！」

　その次兄がミロクの足に取りすがるが、それを振り切って倉庫に向かう。

「がんばってねぇ～、ダメだったらすぐに戻ってきてねぇ」

　手を振ってミロクを送るマギー。彼女の言葉の裏を返せば、失敗したら代わりに解体してくれるということだ。

　軽い恐怖と食欲に、ゴクリと喉のどを鳴らし、ミロクは倉庫の扉を開けた。

　中から「ニャア」という泣き声と共に、槍やりのような角が飛び出してくる。







「……本当だ、うまい」

　おそらく、この部分は尻尾しつぽだろう。コリコリしていて歯ごたえがあるのだが、一度嚙かんでしまえば柔らかい口当たりになる。鶏肉のようにしっとりとしているが、牛肉のように後をひく、爽さわやかな味だ。

「コレうまいなー」

「こらパージェス。俺のだぞ」

　テーブルの上で肉の取り合いをするミロクとパージェスだが、今回はパージェスに分があるようだ。というのも、ミロクが腕と顔にケガをしているからである。骨は折れていないが、医者に診せる必要があると言われた。

「この尻尾、トゲトゲがついてたんだよな……」

「なぁ本当に何の肉なんだ、これ？」

「分からないんだ……倉庫の中、暗くって。無我夢中で殺したから」

　虎とらのような気もするし、熊のような気もする。

　しかし肉の味は竜のそれに近い気もするし、あの泣き声も気になる。もしも森の中で何の警戒もせず襲われたら、いくらミロクでも死ぬだろう。

　無事に勝てた今なら冷静に分析できるが、久しぶりに仕事以外で死の危険を感じた。

　その分、肉の味は格別だが。

「うめぇ……うめぇよ、アニキ」

「ああ、うまいな……生きてて良かった」

「もう俺、悪いこたぁしねぇよ」

　隣のテーブルで泣きながら肉を食べているゴロツキ三兄弟。全員、マギーや店主を神様でも見るかのように崇あがめている。マギーが水を持ってくるだけで、平身低頭の勢いだ。

「はーい！　手伝ってくれたから、これお礼ね！」

　マギーがテーブルにそっと置いてくれたのは、ふたつのケーキだった。

　これは普通の大きさだ。先ほどの定食のような狂った量ではない。

「あ、ありがとうございます」

「俺もいいんですか？」

　パージェスは何もしていないのに。

「……気にするな。今度出そうと思っているスイーツの、練習だから……」

　カウンターで店主が呟く。

　彼はこんなものまで作れるのか。しかし練習と言っていたから、味までは保証できないだろう。

「いただきます」

　両手を合わせるオウガン流の礼をして、ミロクはフォークを口に運んだ。

「うまっ！」

　食べた瞬間、口の中に果くだ物ものの酸味が広がる。

　それと混じり合うように、チョコレートの味がする。飲み込むとあっさり味が消えるが、果物の余韻だけが残る。

「あのすいません、コレなんて食い物ですか？」

　パージェスが変な質問をする。

「……口に合わなかった……か」

「違います！　こんなうまいケーキ、ジルサニアのどこにも売ってませんよ!?」

「これケーキ屋開いてもやっていけるレベルです！」

「そうか……」

　店主は気をよくしたようで、照れたように頭を搔かく。

「じゃあ、本格的に作るか…………ウチの客はよく食うから……十倍の分量でも形が崩れないか実験しないとな……」

「いや、大きさはこのままでいいんじゃないですか……？」

　量を増やすのは店主の趣味だったのか。

　ならば今日の試作品をラッキーだと思いつつ、ミロクはフォークを手にする。

「ちわー！」

　その時、店に新たな客が入ってきた。

　威勢の良い声でズカズカと入り込んできたその人は──

「あれっ」

「あ、ミロク」

　長いのに枝毛一つない金髪、宝石のように輝く瞳ひとみ、人形のように精せい緻ちな顔立ち、陶器のように白い肌──その美び貌ぼうを性格が台無しにしている、ある意味でバランスの取れた娘。

　我らが赤目隊の守護対象、ジルサニア王国第一王女その人だった。

「なにやってんだジュジュ？」

「そりゃこっちのセリフだ！」

　当然のようにミロクの座っているテーブルにつくジュジュ。パージェスが片手を挙げて挨あい拶さつするのを見て、

「ん、なに、どういうこと？」

　なぜか余計にワケがわからなくなったようだ。パージェスがここにいてはいけないのだろうか。

「いや、特に理由はないって。腹が減ったから、俺とパージェスでこの店に入っただけだよ。他ほかに何かあるのか？」

「なんだお前、この店のこと知らないのか？」

「ああ。今日初めて入ったからな」

「ふーん」

　何か言いたそうにニヤニヤしているジュジュ。

　そりゃよく調べもしないで店に入ったのは迂う闊かつだったが、そんな嘲ちよう笑しようするような目で見なくても。きっちり全部食べきったわけだし。

「あらぁ、いらっしゃいジュジュちゃ～ん」

　マギーも笑顔で出迎えてくれる。常連なのだろうか。

「おばちゃん、私いつものね！」

「俺もいつものだ」

　ジュジュの肩から降りて、葉巻に火をつけるウサギが一匹。

「ビスマルク隊長も来てたんですか」

「てか、食事処どころでタバコ吸うんじゃねーよ」

　会釈するミロクと、葉巻をぶんどって投げ捨てるジュジュ。ビスマルクは抗議しようとして、ムダだと悟ってやめた。

「はーい、お待たせぇ」

　ジュジュが店内に入った時から用意していたに違いない。すぐにマギーがジュジュとビスマルクの料理を持ってきた。

　ジュジュはハンバーグ定食で、ビスマルクはニンジンのサラダ。当然ながらどちらもバカみたいな量だ。ハンバーグなどは膨張した風船かと思える大きさで、だけど満腹なのに食欲が湧いてくる匂においが漂う。

「欲しいかー？　やんねーぞー？」

「いらねぇよ。もうこれ以上食ったら、腹が爆発しそうだ」

「いただきまーす」

　子供のような笑顔でハンバーグを食べるジュジュ。

　そう言えば、彼女がこういう料理を食べるところをあまり見ない。普段は宮廷料理を食べているし、忙しい時はパンだったり買った弁当だったりする。ごくまれに騎士団詰め所、通称「聖書」の食堂で食べる時があるが、それも滅多に見られない。

「なんだよミロク。じろじろ見んな」

「ん、悪い」

　謝って目を背けるが、はたして本人は気づいているだろうか。楽しそうに食事をするジュジュは、一番自然体で美しいのだ。これに関しては赤目隊全員の意見が一致している。

「うぉぉ……ミロク並みに食うなぁ、後輩ちゃん」

　もりもりと減っていくハンバーグを見て、パージェスが腰を浮かせる。この細い身体からだのどこに入っているのだろうか。

「先輩ちゃんが軟弱なんだよ。こちとら忙しいんだから、パワーの源はいくらでも入るようにできてんだバーカ」

　口汚く罵ののしりながらも、ジュジュは食べるのをやめない。

　隣でビスマルクもボウルいっぱいのニンジンのサラダを流し込むようにして食べている。ジュジュよりもこっちの方がサイズ的にすごいことなのかもしれない。
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「ジュジュちゃんが来てくれると、店も華やぐわぁ。ホラ、なにしろこの店、男のお客さんしか来ないから。女の人のお客さんだと、ジュジュちゃんか、トーラットさんとこの奥さんくらいしか来ないのよねぇ」

　お盆を抱いてマギーが微笑ほほえむ。

　トーラットの奥さんはともかく、はて、大食いならもう一人いるではないか。

「ただいまー！」

　ちょうどいいタイミングで、ミロクがまさに今、思い浮かべていた人物がやってきた。

　赤毛の女の子。細身の体たい軀くはまるで人形のようだ。この身体でミロクよりも食べるのだから、人間の胃とは奇妙なものである。

「あれっ、ミロク!?　ジュジュも！　パージェスまで!?」

　彼女──アーニィは驚いてカバンを取り落とす。

「え、なんで!?　どうして!?」

「いや、偶然なんだけど」

「ぐ、偶然ってホント？　あたしウチの店の住所、教えてないよね？」

　さっきから気になる単語を耳にする。ウチの店だの、ただいまだの。

　結論がひとつしか思い浮かばなかったが、念のため訊きいてみる。

「……ここ、アーニィん家ち、なのか？」

「うん」

　あっさり頷うなずくアーニィ。

「てことは、おかみさんはアーニィの」

「あらぁ、アーニィ。もしかしてこの子、あなたが話してた赤目隊の子かしらぁ？」

　舌っ足らずな声で微笑むマギー。

「噂うわさは聞いてるわよぉ、ミロクくん、だったわよねぇ」

「は、はぁ。どうも……」

　なんだか急に居い心ごこ地ちが悪くなってきた。

　アーニィはミロクの何を話したというのだろう。

「ええと、初めましてぇ。マグダレーナ・クライトンと言います。アーニィのおかあさんをやってます」

　ご丁寧に自己紹介までしてくれた。

「……ウィリアム・クライトンだ。話は聞いてる」

　その後ろで店主も頷いた。心なしか、眼光が鋭くなったように感じるのは気のせいだろうか。

　しかしこのマギーという母の強さは、納得がいった。

　アーニィの話では、確かホラキアですごい勲章をもらった拳けん法ぽう家かというではないか。それが再婚してジルサニアまでやってきた──と聞いている。

　加えてミロクでも一対一なら勝てるか分からないほど強いアーニィの師匠でもあるそうな。それが何を意味するか、考えるまでもない。

　どうして食堂のおかみさんをやっているのだろう。世界を旅した料理人の主人に惚ほれ込んだと言っていたが、拳法家は引退したのか。

「もー……こういうの恥ずかしいから、店の住所教えなかったのにぃ」

　カバンで顔を隠すアーニィの仕草は、母親そっくりだった。

　だがジュジュには教えてミロクには教えなかったのは、どういうことだ。

「でも、まぁ、うん。来ちゃったならしょうがないよね」

「アーニィの家とかはともかく、信じられないほどうまいぞ、この店」

「そりゃそうだよ。お父さんの料理は世界で通用するからね」

　自信に満ちているアーニィ。やっぱり、もっと早く教えて欲しかった。

「はぁーあ、まったく……あたしも何か食べよ」

　カバンをカウンターに置いて、厨房へ入るアーニィ。

「ああっ！　なにコレ!?　散らかりっぱなしじゃん！」

「……む、すまん」

「お父さん！　色々作るのはいいけど、包丁とかちゃんと片付けてよ！」

　アーニィの怒鳴り声。

　続く、カシャカシャと軽やかな音。

　あれは包丁を片付けているのだろう。

「……ん？」

　あの包丁を片付けているのか？

　ミロクですら持てなかった包丁を。

「ほらー！　洗ってないお皿も残ってるじゃん！　ていうかこれ、お昼の皿がまだ残ってるし！　ちゃんと流し台に全部置いてよねー！」

「ごめんねぇ、ちょっと色々あったのよぉ」

「もー！　しょうがないなぁ！」

　そして聞こえる、洗い物の音。

　カチャカチャと食器がこすれ合う音なのだが──あの洗剤を使っているのだろう。

「あ、ミロクー」

　いきなり厨房から名前を呼ばれて、ドキッとする。

「な、なに!?」

「何か食べる？　倉庫から取ってくるけど」

「い、いや、いいです！　ごゆっくり！」

　なぜか敬語で返事をしてしまったが、アーニィの強さの秘ひ訣けつも理解できた。

　こんな家で手伝いを続けていれば、誰でも強くなる。

　恐ろしい一家に尊敬と畏い怖ふの念を抱きつつ、残ったケーキを食べようとフォークを手にする。あのケーキは満腹でもどこか別の箇所に入ると思う。

　目をそらしている間に、そのケーキがジュジュの腹に入ったことに気づくのは、一瞬後だった。

「ごちそうさまー！」

　クライトン一家が経営する「乾坤軒」に、食後の挨拶と悲鳴が響き渡る。
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　フェリサに眠り薬を盛られた事までは覚えている。

　それから、この部屋まで連れて来られた経緯がまったく分からない。窓が存在しないため、現在が昼なのか夜なのかも区別できなかった。

「んっ……！」

　ソファから身体からだを起こしたミロクは、なぜか目の前に置かれていた姿見で着衣に変化がないか確かめる。ジルサニア騎士団の制服はそのまま、顔や髪にも変化はない。いつものとおり、野性的なまでに健康な十六歳の男子である。

　制服の胸にあるスロットには、小さなニンジンが差し込まれている。ミロクが所属する赤目隊のシンボルである。

　その赤目隊の仲間であるフェリサが、どういう意図でミロクをここまで連れてきたのか、まったく身に覚えがない。

　彼女自身の意志で眠らせた、という可能性は低い。こういう時、いつもフェリサに命令する上司の影が必ず背後にうかがえるのだ。

　だいたい、ミロクに何かさせたい事があるならば、直接言えばいいのだ。その上司を通じて命令させれば、絶対に逆らえないようになっているのだから。

　ここはどこなのか、改めて探ってみる。

　部屋は広く、十人くらいなら座って談笑できる。化粧と汗の臭においが強く、壁に鏡と椅い子すが並んでいるため、何かの控え室だと推測できる。

　そこで、ひとりの女性を見つけた。

　女性だと思ったのは、髪の毛が長かったからだ。ミロクに背を向け、机について一心不乱に作業をしている。

「あ、あの！」

　立ち上がり、ミロクは声をかけた。

　返事はない。

　女性は書類に目を通しているようだ。時折、何かを書き込んでは、また目を遠ざけて書類を眺めている。集中しているみたいで、それ以上話しかけるのも憚はばかられる。

　しかし現状がまったく理解できないミロクにとっては、彼女こそが唯一の手がかりなのだ。そもそも薬を盛ったフェリサはどこへ行ったのだ。

「あれ……？」

　正面の鏡を通して、女性の顔が見えた。

　見覚えがある。そういえば女性にしては背が高く、服装も質素だ。一度しか出会った事がなかったが、印象深い女性だと思っていた。

「トーラットの奥さん……？　そうだ、カーラさんですよね？」

　間違いない。夫と同じくらい背が高いから覚えていたのだ。

　赤目隊の同僚であるトーラットは、二十六歳の魔導士だ。お茶と隊員の素行にうるさい教育ママといった男なのだが、だからこそ赤目隊になくてはならない存在だ。

　先々月、とある事件でケガをしたトーラットを自宅まで送り届けた時に、カーラと初めて会った。挨あい拶さつと謝罪をしただけでその日は終わったが、彼女のことは記憶に残った。

「ん？」

　そこで彼女、カーラはミロクに気づいたのか、頭を上げる。あの時と同じで、キレのある美しい顔をしているのに、まったく化粧をしていない。ただし髪の毛だけは手入れしているのか、美しい光沢を放っていた。

「あの、カーラさん、俺おれ──」

　振り向いたカーラはミロクの姿を認めると、

「ああ、うん」

　ハスキーな声と共に頷うなずいて、また書類に戻ってしまった。

「ええ？」

　それきりミロクには興味がないと言いたげに、書類と格闘し続けるカーラ。

　彼女にもう一度話しかけようとするのだが、もしかしたらミロクの相手をしているヒマがないくらい忙しいのかもしれない。

　そもそもカーラが仕事をしている事も知らなかった。いったいどんな職業なのだろう。夫のトーラットは魔導士でゴーレム技師だから、彼女もそれに近い仕事をしているのか。理知的な顔をしているせいか、肉体労働とはかけ離れたイメージがする。

　そう思いながらカーラを眺めていると、

「悪いね。今、すごく切羽詰まってるんだ。少し待っててくれないかな」

　彼女の方からコンタクトがあった。

「は、はい」

　そう言われては黙って待つしかあるまい。

　ソファに座りながら、少しでも手がかりがないか探そうとするが、どこかの控え室という以外は特徴がない部屋だった。

「もうすぐウチのダンナや、ジュジュちゃんたちもくるから」

「あ、はい」

　書類を見ながら、ぽつりぽつりと小出しに話しかけてくるカーラ。悪い事などしていないのに、彼女の声を聞くと萎い縮しゆくしてしまう。

「…………」

　人より明らかに劣っている脳みそをフル回転させて考えてみる。ミロクがここに連れて来られた理由を。

　普通に考えれば、この控え室らしき場所がヒントになっているはずだ。ところが赤目隊の場合、それが通用しない時がある。なぜなら控え室など毎日のように使っており、さして特殊な場所でもないからだ。

　この控え室を出たら、我らが上司ことジルサニア王国第一王女ジェルメーヌの講演があると言われても、それはそれで納得できてしまう。急で複雑な仕事が入り、ミロクに説明するのが面倒なので眠らせて連れてきた、と言うわけだ。

「前回は孤児院の子供たちへのプレゼントを作るために拉ら致ちされたんだよな……」

　あの時よりは弱い眠り薬を盛られたと思う。

　説明を省くために眠り薬を使うとは、ジルサニアにも奇妙な風習があったものだ。それともフェリサの故郷のしきたりだろうか。

　だが、仮にこの後に講演が控えていたとして、カーラはここで何をやっているのだろう。赤目隊の他ほかの連中はどうしているのか。

「ミロクくん。ちょっといいかな」

　唐突に振り向き、手招きするカーラ。

「なんですか？」

　言われるままにカーラの元へ行くと、机の上に様々な書き込みが加えられた書類が散らばっていた。

「確か──君は剣術に明るいんだったよね」

　予想外の質問だが、答えるのは簡単だ。

「はあ。オウガン流ですが」

「この表現なんだけど、どう思う？」

　差し出された、一枚の紙。

　そこに書かれているのは、おそらく組み手の様子。

　簡素な文章だが、ミロクでも分かりやすい表現だ。格闘家と剣士が戦うというムチャクチャな想定で、カーラが指摘したのは格闘家の回避行動からタックルに入るまでの一連の流れだ。

「えっと、その」

　ミロクが答えに詰まっていると、

「ああ、互角の力量をもつふたりが、あくまで殺し合いではない試合に挑んでいるという仮定の下に推測して欲しいんだ」

「はぁ」

　空想の戦いを書いているのだとすると、カーラは物書きなのだろうか。

　小説家──それとも、脚本家だろうか。

　頭がとても良さそうなので、創作に携わる人だというのは理解できた。

「ええと、そうですね、このタックルを強調させたいんですか？」

「そうそう。剣の間合いをくぐり抜けて相手を摑つかめればいいんだ」

　それは格闘家にしてみれば燃えるシチュエーションだ。逆に考えれば、剣士からすると屈辱だろう。

「だとすると、剣士が油断して大振りな攻撃をすればいいんですよね。魅せるためなら、必殺技みたいな派手な攻撃」

「なにか心当たりはある？」

「例えば……そうですね。グルッと一回転して斬きるとか。本当は不意打ちのための技なんですけど、成功するのは稀まれなんです」

　と、ミロクが実演してみせる。腰に差した剣を抜き放つ動作をして、そのまま右に一回転した勢いで斬りつける。

　実技ではなく演武に近い動きだが、見た目が良くてタックルされるスキを作りやすい条件を満たしていると思う。

「確かに下半身もガラ空きになるね。それはいい技だ。うん、採用させてもらうね」

　ペンをミロクの方に向け、満足そうに頷くカーラ。また書類に戻って今の技を書き加える。とっさに答えてしまったが、あれで本当に良かったのだろうか。

　どんな状況で使うのか、全然聞いていないのに。

　カーラのためにも、現状をはっきりさせておくべきだ。

「あの、カーラさん」

「ん？」

　ミロクが呼びかけた、その時。

「お待たせ！　時間かかっちまった！」

　ドアが開き、飛び込むように入って来たのは我らが姫君ことジェルメーヌ・ジルサニア。ジュジュの愛称で親しまれる彼女は、いつもの大きなコートを羽織っていた。ということは、これは公務ではないのか。着飾れば誰だれもが振り返る美しさの持ち主だが、今はオーラを完全に消している。

「ジュジュちゃん。どうだった？」

　立ち上がるカーラ。ミロクより背が高い。

「悪いカーラ。お前さんが望んでたモノ、あまり手に入れられなかった」

　ジュジュの頭の上には、一匹のウサギ。赤目隊の隊長を務めるビスマルク。ジュジュとビスマルク、ふたり合わせてちょうどカーラの身長と釣り合うくらいだった。

「何が手に入ったの？」

「照明と音響のスタッフは話を付けといた、あと実況なんだが、騎士団の中でもイベント事に強い金きん童どう隊から借りてきた。祭事の練習にちょうどいいってんで、喜んで協力してくれた」

「そう。出演者の代役は無理だった？」

「ああ、さすがに代役は厳しい。だからミロクに頼むしかないな」

「わかった。ありがとうビスマルク、ジュジュちゃん」

　頭を下げるカーラ。身長の高い彼女がお辞儀をすると、それだけで何かのポーズのように見える。背筋が伸びているため、一連の動きが映えるのだ。

　そういえば、今ビスマルクは代役と言っていた。

　ということは、舞台に立って何かをするのか。

　自他共に認めるところだが、ミロクにお芝居などできない。そんな彼が代役だと言っていたが、果たして──

「お、ミロク。起きたか」

　ジュジュと目が合った。

　相手が何か言う前に、こちらから先制攻撃するつもりで口を開く。

「おいジュジュ！　お前、なんで眠り薬なんか盛ったんだよ!?」

「いちいち説明すんのがめんどくせーからに決まってんだろ」

「だったら普通に連れてこいよ！」

「うーん、けどなぁ……せっかくリヤカー用意したのに使わないのは勿もつ体たいなかったし」

「俺の人権はリヤカー以下かよ！」

　考え込むジュジュにツッコミを入れるミロク。

「あんたたち、漫才みたいだねぇ。ウチのダンナの言ってたとおりだ」

　クスクスと笑うカーラに、

「どこがっ！」

　ミロクとジュジュ、同時に反論してしまう。その息もピッタリで、カーラはさらに笑ってしまった。

　恥ずかしくなると同時に、少し熱も冷めた。

　落ち着いてジュジュに尋ねてみる。

「いったいどういう事だジュジュ。俺に何させるつもりなんだ？」

「言わねーよ」

「なんでだよ」

「言うとマズイんだ。お前の場合」

「？」

　ジュジュは笑っていなかった。

　本気でそう言っているのだ。

「……カーラさんの手伝いじゃないのか？」

「おう。カーラんトコの人手が足りなくなってるんだ。だから赤目隊が総出で助すけっ人とに来たってわけ」

「でも、俺に内容は教えてくれない……のか」

「そーだよ。気持ちは分かるが、黙って座ってろ。もうすぐ始まるんだ」

　と、ミロクをソファに押しつけるように手を伸ばすジュジュ。

「…………」

　腑ふに落ちない点は多いが、カーラの手伝いという事だけは理解した。

　しかし本当に内容も知らずに、ミロクが役に立てるのだろうか。

　代役──お芝居じゃないとするなら、なんだろう。

　先ほどカーラが見せてくれたのは、台本なのだろうか。戦いの描写が書かれてあったが、それこそ演武をさせられるのか。

　武器を使う──雑ざつ伎ぎ団ざんだろうか。

　部屋の中を見ると、武器がいくつか置いてあった。お芝居で使えそうな広刃の剣や、長い棒、それにキラキラと装飾された輪など。

　あれは殺し合いというより、観客に見せるための武器だ。

　そう考えれば、少し納得がいった。

「いきなりで悪いね」

　仏頂面だったカーラに、初めて申し訳なさそうな表情がついた。

「いえ、とんでもない！」

　何をするかは知らないが、カーラの力になれるなら喜ばしい事だ。

　彼女の夫であるトーラットがケガをした時、ミロクは自分の無力さを死ぬほど呪のろったものだ。ここでその償いができるなら本望である。

「でも、本当に俺で代役が務まるんですか？」

「どうだろうね。私にも分からない」

　肩をすくめるカーラ。

「あくまで代役だからね。本番にならないと分からないもんだよ」

「そもそも、どうして人がいないんですか？」

「食中毒だ」

　答えたのはビスマルク。机の上で、自分の身長ほどの長さがあるペンを持って書類に書き込みをしていた。

「昨日きのうの昼、カーラ以外の全員が喰くった弁当にヤバイもんが入ってたんだろうな。おかげで座長からスタッフまで、みんなダウンだ」

「私はダンナが作った弁当があったから、食べずに済んだんだ」

　結果としてトーラットがカーラを救ったことになるのか。

　何の団体か分からないのだが、座長以下全員が倒れるというのは、かなり困った事態だ。大抵の団体ならば、興行ができなくなるだろう。軍で例えるならば、ひとりを残して隊長以下全員死亡したようなものではないか。

「それでも、休まないんですか？」

「休めるんだったら、休みたいんだけどね」

　苦笑するカーラ。

「今日の興行のチケットは売っちゃったし、もうお客さんも会場にいる。お金を返して終わりにできればいいんだけど、今月はちょっと財政が厳しくてね……それに、楽しみに観みに来てくれるお客さんを裏切りたくはない」

　彼女なりに、職業的なプライドがあるのだろう。

　ジュジュのように国の仕事と銘打った講演ではなく、営利目的の団体なのだ。そこには金かね儲もうけに対する欲求が絡むのも仕方ない。金がなければ団体が維持できない。

　だが彼女の場合、金よりもお客さんのため、という心意気が感じられた。そのへんはジュジュと似通っている。

「ピンチみてーに聞こえるが、なんとかなるぜ」

　明るい声のビスマルク。

「金勘定はとりあえず置いておこう。もう客は入場しちまってるんだ。売り上げは会計係が治ってから数えさせりゃいい。ここのスタッフにそれまで預かってもらう」

「ここ……？」

　そういえば、ここはどこなのだ。

　控え室の中で目覚めたから、今の今まで忘れていた。

　会話の流れから察するに、劇場だと思うのだが……それにしてはおかしい。ジルサニア城下町の大劇場は三つあるのだが、いずれも仕事の関係で入った事がある。

　今いる控え室は、どの劇場のそれとも違っているのだ。

「小劇場なのかな……？」

　カーラの団体の規模を考えれば、ありえない話ではない。にしては広い控え室だ。

「それに衣装や化粧なんかも用意させてる！　照明だってウチの優秀な隊員が準備してくれてるんだ！　いけるぜ！」

　ジュジュがカーラの背中を叩たたく。

「ありがとう、ジュジュちゃん。本当になんて言ったらいいか……」

「気にするなってば！　カーラにもトーラットにも、いつも世話になってるんだしよ！　困った時はお互い様だって！」

　親指を立てるジュジュ。

　もしかしたら、彼女も気にしているのだろうか。

　カーラの夫であるトーラットが重傷を負ったのは、先々月のことだ。彼はジュジュを悪漢から守るために命を投げ出した。その結果、死の淵ふちギリギリからの生還を果たすことになったのだ。それを巡って一騒動あったのだが、それは別の話だ。

　そんなトーラットはどこで何をしているのかと言うと──

「失礼しますよ」

　ノックをしてから入ってきた、長身の男。

「トーラット！」

「おやミロク。もう目覚めたんですか。おはようございます」

　黒く汚れた手袋を脱いで、メガネを指で直すトーラット。先々月の大ケガの後遺症はまったくなく、元気に過ごしている。

「隊長。照明のチェック終わりました。もともと僕が手入れをする必要がないようですね。常に同じ位置に固定されていて、細かい移動は下の魔導球で操作する仕組みらしいです。こういう場所では、それほど演出が変わらないせいでしょうね」

「そうか。手間かけさせちまったな」

　頭を搔かいて謝るビスマルク。

「いえ。万が一ということもあります。命綱が切れている可能性も考慮しないと。幸い問題はありませんでしたが、僕自身が安心できないと仕事できませんからね」

「相変わらず心配性ね」

　汚れたトーラットの手袋を受け取るカーラ。

「手を抜けば、貴女あなたが困りますから」

「そんなにヤワに見えるかしら？」

「貴女がタフなのは、仕事中だけですからね」

　何も言わずとも机の上を片付けるトーラット。

　その後、ふたりで苦笑する。

　短い会話だし、親しげな態度をとっているわけでもない。

　それなのにトーラットとカーラの間には、特別な何かがあると感じた。言葉や態度がなくても、自然と相手が何を考えているのか分かっているような、共感に似たものだ。

「それで照明は大丈夫そうなの？」

「はい。問題ありません。登場と退場だけは専用の形にして、あとはお客さんに見える形にすればいいんですよね。僕でも可能です」

「よかった」

　微笑ほほえむカーラ。

「てことは、照明もオッケー、お客さんもオッケー、代役もオッケー、後は代役に合わせた筋書きだけど……」

　指を折って確認するジュジュ。

「それなら出来てる」

　カーラは先ほど書き込んでいた紙を見せる。

「なら問題ないな。いけるぜ、本番」

「うん」

　ジュジュもカーラも、ビスマルクもトーラットも明るい顔になる。

　ミロクとしても喜びたい所なのだが──

「なぁ、どうしても俺に情報はくれないのか？」

「不許可だ。少しでも知ると、お前はダメになる」

　ジュジュに尋ねたのに、ビスマルクから返事が返ってきた。

　普通、お客さんの前に立つような事をするのなら、情報を知っておくべきではないのか。何も知らなかったせいで失敗するとは考えないのだろうか。

「悪いね、ミロクくん」

　カーラにも謝られた。

「本当なら説明するべきなんだろうけど、ジュジュちゃんが言うには、説明しないほうがいい結果を出せるらしいから」

「……？」

　どんな状況だそれは。

　ミロクはアドリブなんてできるほど器用な男ではない。

「ちょっと外に出てくる。あとお願いね」

　カーラが控え室を出ると、他の三人も一仕事終わったと言わんばかりに身体からだを伸ばす。事実、もうすることはないのだろう。

「や、すっかり元気が戻ったみたいですね、カーラ」

　満足したように頷くトーラット。

「僕も最初は止めたんですけどね……どうしてもやるって聞かないもので」

「カーラは一度決めたら突っ走るからな」

　彼女の事をよく知っているのか、ジュジュが笑う。

「ええ。ですから僕がいつも止めなきゃいけないんですよ」

　同意するトーラットだが、その発言には少し違和感があった。

　どちらかと言えば──

「おいミロク。今、突っ走るのはトーラットの方だって思ったろ」

　いつの間にかミロクの肩の上にビスマルクがいた。

「隊長も思いました？」

「似たもの同士なんだよ、あの夫婦。普段はクールなんだが、何か起きると熱くなっちまう。お互い、気づいてんだかどうか」

　そう、トーラットは赤目隊でも特に冷静で、どんな時でも最善の行動を取れるように常に周りを見ている人だ。最初はそう思っていた。

　だが有事の際、真っ先に走り出すのもトーラットだ。件くだんの大ケガも、彼がジュジュを救うために身体を張ったからだ。必要とあらば自分の身体も投げ出す、それがトーラットという男だ。

「今日はありがとうございました、僕のお願いを聞いてくれて」

　頭を下げるトーラット。

「朝、カーラから相談を受けた時はどうしようかと思いました。でも良かった、皆さんが助けてくれて」

「半日でなんとかするのは苦労したけどな。ジュジュもアーニィもミロクも学校だったし。それまで俺とフェリサしかいなかったからな」

　懐から取り出したニンジンを囓かじるビスマルク。

　そうだ、確か学校が終わった直後に眠り薬を盛られたのだ。

　放課後、今日の予定をジュジュに尋ねようとした時、いきなりフェリサが現れて──

「そういや、アーニィとフェリサは？」

　同じ赤目隊なのだから、どこかにいるはずだ。

「いつも通りさ。アーニィは衣装、フェリサは化粧の支度。もうすぐ戻ってくるから、そしたらお前も出番だぞ」

　と、ジュジュが何かを放ほうり投げてくる。

「お、なんだこれ？　弁当？」

　紙袋に入っているのは、干し肉とパン。二人分くらいだろう。

「食べておいた方がいいぜ、ミロク。これから働いてもらうから」

「お、おう」

　放課後に拉ら致ちされたのだとしたら、今は夜くらいか。

　ということは、夕食か。ちょうど腹が空いていたところだ。

「けど、これだけで足りるかな……？」

「足りなくてちょうどいいんだ。食い過ぎると吐くぜ」

「なにをさせるんだよ、ホント……」







[image: ]







　あまりにも情報が少ないが、これまでの会話から予想はできる。

　おそらく、お客さんの前で演技をさせるのだろう。カーラは劇団か雑伎団に所属しており、ミロクは主役を支える助手といったところか。

　あくまで推測だが、ミロクを起用するのだから体力が必要なことだ。だが講演後のジュジュを見てもわかるが、人前で喋しやべるだけでもかなり消耗するらしい。

　また、客層も気になるところだ。

　夜だから、子供相手ということはないだろう。紳士淑女が集まっているのか、それとも酒瓶片手に野次を飛ばす、飲んだくれ相手なのか。はたまた、ジルサニアに伝わる何か特殊な神事かもしれない。

　ただ、アドリブでミロクに手伝わせるくらいなのだから、そこまで気負う必要はないのかもしれない。疲れるけど簡単な仕事なのだろうか。

　そこまで考えると、だいぶリラックスできるようになった。ある程度予想していれば、何が来ても怖くない。

　そうタカをくくっていたのだが──

「ちょっとゴメン、手て拭ぬぐいか何かある？」

　頭を押さえながらカーラが戻って来た。

「!?」

　彼女の姿を見て、全員が驚く。

　カーラの額から何かが流れていた。最初、血ではないかと疑ったのだが、ヌルッとした液体のようだ。

「どうしたんだよカーラ！」

　机の上にあった手拭いを摑つかむと、ジュジュが駆けだした。カーラの頭を乱暴に拭うと、汚れのようなものはすぐに取れた。

　手拭いと髪の毛がこすれることで、液体から匂においが漂ってくる。

「これ……タマゴか？」

「うん」

　手拭いを受け取り、自分で頭を拭ふくカーラ。

「投げつけられた。子供に」

「ええっ!?」

　なぜカーラがそんな目に遭うのだ。

　子供から恨みを買うような事をしているのか？

「トーラット！　どうしてこんな事になるんだ!?」

　カーラが戻ってきた時から、トーラットは座ったまま何も言わない。

　ただカーラを心配そうに見つめるだけだ。

「仕方ないんだ」

　カーラは寂しそうに笑う。

「私の仕事は、そういう事なんだ」

「子供からタマゴを投げられるって、そんな仕事あるかよ！」

　思わず叫んでしまった。

　どう見てもカーラが恨まれるような人には見えない。仕事に対する気持ちは真ま面じ目めだし、ミロクの事も何かと気遣ってくれた。

　なによりあのトーラットが選んだ女性だ。彼女を否定することは、そのままトーラットを否定することに繫つながる。

「ミロク。いいんです。そういう仕事なんです」

　トーラットがミロクの肩を押さえた。

「子供に恨まれるというのは、カーラの仕事がうまくいってる証拠なんです」

「なんだそれ……!?」

　トーラットはとても誇らしげだ。

　人から恨まれて成功する仕事というのは、暗殺者や地上げ屋、それに詐欺師などが思い当たる。

　まさかこれから詐欺行為をはたらくのか？

　効果のないツボなどを魔導器と偽って、実演販売などをするのか。集まったお客さんというのは、騙だまされやすい主婦などで、ミロクはサクラという──

　いやいや、そんなわけはない。

　ジュジュが犯罪行為に手を貸すわけがない。

「やっぱり、心の底ではいい気分じゃないよ」

　頭を拭きながらカーラが呟つぶやく。

「それなのに、この仕事を続けるんですか？」

「ああ。私はこの仕事が好きだし、天職だと思ってる」

「カーラさん……」

　そこまで言われたら、もうミロクが問うことはない。

　彼女の仕事に対する情熱は本物だ。

「わかりました、カーラさん」

　立ち上がり、彼女の前に立つ。

「俺でよかったら、どんな仕事でも手伝います」

「うん、ありがとう」

　たとえ子供に恨まれようが、カーラを手伝う。それが今、ミロクに与えられた使命だ。どんな仕事かわからなくとも、それがとても意義のある事だとカーラが教えてくれる。

「お待たせっ！」

　爆発のような音を轟とどろかせながら、控え室の扉が開く。

　飛び込んで来たのは赤目隊のアーニィとフェリサ。

「あ、ミロク起きたんだ！　おはよ！　準備できてる!?」

「……もうすぐ時間だべ」

　それぞれ手に衣装ケースと化粧箱を持ち、机の上に置いて支度を始める。いつもジュジュにやっている事なので、ミロクも平然としている。フェリサに至っては眠り薬を盛ったことなど忘れているかのようだ。

「なにやってんのミロク、出て出て」

　来て早々、アーニィに手を振られる。

「え？」

「カーラさんの衣装なんだよ？　ジュジュとは違うんだからね」

「あ、そうか」

　いつもジュジュの着替えに付き合わされているので、てっきりその気分でいた。ミロクが立ち上がると、それに倣ってビスマルクとトーラットも控え室を出る。

「じゃあミロクは隣の部屋で支度しましょう。手伝いますよ」

　ドアを押さえながらトーラットが微笑む。

「よろしくね、トーラット」

「ええ。カーラも頑張ってくださいね」

　部屋を出る直前、夫婦が目を合わせる。多くの言葉などない、信頼し合ったふたりがそこにいた。







　隣の控え室も、内装は先ほどと同じ。多くの鏡と椅い子すが置かれている。誰だれも使っていないせいか、殺風景にすら感じる。

「じゃあミロクはこれに着替えてください」

　用意した衣装を見せるトーラット。

「なぁトーラット。カーラさんとはいつ結婚したんだ？」

　この際だから聞いてみる事にした。これからミロクがする事を尋ねても教えてくれないなら、せめてそれ以外の事は知っておきたい。

「そうですねぇ、もうすぐ結婚して三年になりますか」

　楽しそうに語りながら、武器が入った樽たるから得物を物色するトーラット。あれをミロクが使うことになるのだろうか。

「どうやって知り合ったんだ？」

「仕事ですよ。特注のゴーレムを注文されましてね」

「ああ、あん時のアレか！」

　ミロクの頭の上に座っていたビスマルクが指を鳴らす。

「今でも思うぜ。よく造れたよなー、あんなゴーレム」

　舞台上で使うためのものだろうか。

「どんなゴーレムだったんですか？」

「大きさは一般の武装ゴーレムの半分ほどで──」

　それは成人男性の二倍くらいの身長になるだろう。

「とにかく頑丈に、絶対に壊れないように造って欲しいと頼まれたんです。それこそ同じゴーレムに全力で叩き斬られても無傷なくらいに」

「ゴーレムっつったって、もとは粘土細工だからな。質量が半分になれば、それだけ防御力の維持も難しくなる。凝縮された防御魔法を付加する必要があるんだ」

　ビスマルクが解説してくれたが、とにかく硬いゴーレムを造ったのは理解した。

「で、まぁ、その時に初めてカーラに会ったんですが、お互い分野は違えど人体の構造などに興味がありまして。ふたりで研究したりしているうちに、仲良くなって、まぁ、結婚したというわけです」

「なるほどねー」

　照れながらも嬉うれしそうに語るトーラットを見ていると、今も幸せなのだろうと思う。ゴーレム技師としての力が、こんなところで実を結ぶなんて、彼も想像していなかっただろう。

　出会いとは、どこに転がっているか分からないものだ。

「……ん？」

「どうしました、ミロク」

「なんだこれ」

　訝いぶかしげにつまんだのは、これから着る衣装。

　半ズボンはまだいい。衣装だと割り切れば。

　だが上半身を覆うモノが一切ないのはどういうことだろう。

「あの、上着は……？」

「ありませんよ。はい、コレ使ってください」

　トーラットから渡されたのは、長い剣。ミロクの身長と同じくらい。よく見れば柄の部分に「ジルサニア騎士団公認」というロゴが彫られている。
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「なんで上着ないの？」

「他に凶器を隠し持っていないというアピールなんですよ」

「凶器……？」

　尋ねようとした時、控え室のドアからアーニィが顔を出した。

「もうすぐ時間だよ！　あたしたちも客席行ってるね！」

「おう！　トーラットも行ってこい！　ミロクには俺がついてるから！」

　胸をドンと叩たたくビスマルク。トーラットはアーニィと一緒に出ていってしまった。

「え？　え？」

　視線を彷徨さまよわせるミロク。

「しかしまぁ」

　ビスマルクが呟いた。

「あんなゴーレムでも破壊しちまうんだから、大したもんだよなぁ……カーラは」

「……破壊？」

「よしミロク、そろそろ出番だ。頼んだぜ」

　一挙に増えた疑問に答える者はなく、それをミロクが知る事ができたのは本番が始まった後だった。







『さぁ始まりました、全ジルサニア格闘団のエキシビションマッチ、チャンピオンに挑むのは正義を貫くために騎士団を辞めたと言われる、ミロク・ザ・サベッジラビット！　オウガンで鍛えられたその剣は、鋼鉄すらも斬り裂く勇者の一撃！　さぁあの悪魔に対して、どんな戦い方を見せてくれるのでしょーかっ!!』

　ノリノリの実況を浴びせられながら、ミロクは最初、夢の国にいるような錯覚がした。それが現実だと知らされたのは、けたたましく響くゴングの音。

　ジルサニア城下町に地下闘技場がある事を、初めて知った。おそらく古代に使われていた本物の闘技場を改装したものだろう、石造りのしっかりした建物である。

　その中央のリングはきちんと改良されており、魔力が張り巡らされた金網でしっかりと囲まれていた。

「えー……」

　言葉にならない声が喉のどから漏れる。

　何をすればいいのか、だいたい分かった。

　この巨大な剣で、目の前の対戦相手と戦えば良いのだ。それを見せ物にする商売なのだ。勝ち負けは関係なく、とにかくお客さんを楽しませれば良いのだ。

　理解した。とても良く分かった。

　事前情報がなかった理由も、なんとなく理解した。つまりミロクは馬ば鹿かだから、段取りを叩き込もうとすると、逆にギクシャクしてしまい、お客に演技がバレてしまうおそれがあるのだ。

　アドリブで、かつ本気で戦う必要がある。

　それも納得した。

　だが。

「よぉ～く来たなぁ～～！　ヒヨッコボォ～イ！」

　目の前で鎖分銅をブンブン回している、あの女は誰だ。

　黒いレオタードを着て、大おお股またで近づいてくる彼女は、本当に同じ人間なのだろうか。顔面は白く塗りたくった化粧で、さらに目や口元には真っ黒なシャドウが入っている。

　唯一覚えている、あの艶つやのある髪。

「全ジルサニア格闘団を潰つぶす気なのかぁ～い!?　そんな甘ったれた考え、ヒネり潰してやるよぉ～!!」

　粘着質だが、ハッキリと聞こえる声。

「オラァアアア！」

　鎖分銅が首に巻き付き、そこから後はムチャクチャだった。

　とりあえず剣を振るのだが、台本に書かれたとおりにやろうと身体を半回転させたところで、突然タックルを喰くらって倒れ込んだ。

『お───っと！　出ました、神速のタックル！　あらゆるものをつかみ取る悪魔の手が、まさに今、ガッチリと決まってしまったぁぁああ！　これぞ「血染めのカーラ」の真骨頂！　誰にも止められないぃぃぃ！』

　熱の入った実況をよそに、ミロクの視界は眩まぶしい光に覆われていた。トーラットが一生懸命整備してくれた照明だ。

「グッフフフフフ！」

　そこへ『血染めのカーラ』の顔面が見える。

　彼女は栓抜きを手にしていた。

「見てなぁ！　公開処刑の始まりだぁぁぁぁぁ！　ゴーレムでもバラバラにした、私の人体破壊術、とくと見せてやるぜぇぇぇぇぇ!!」

　観客に向けてアピールしている。当然ながら観客は「卑ひ怯きようだぞ！」「どこに隠していたんだ!?」「相手は子供だろ！」とブーイングを飛ばしている。

　ミロクも逃げようとするのだが、最初に投げられた鎖分銅ががっちりと首に巻かれており、思うように動けない。

『さぁ！　「血染めのカーラ」が挑戦者を持ち上げる！　かつて四人の対戦相手を病院送りにしたと言われる、あの「ブラッディフロウジョン」が炸さく裂れつするのか！　お子様や老人、心臓の弱い方はこれ以上見ない方がいいですっ！』

　歓声とブーイングが入り交じり、実況もあまり聞こえなくなってくる。

　すると『血染めのカーラ』はこちらを見て、

「ごめんねぇ、ミロクくん。なんだか騙したみたいで」

　舌を出しながら小さな声で謝罪した。

　もはや許すとか許さないとかの問題ではない。

「こんなことになるなら、最初から言えよぉぉぉぉっ！」

　ミロクはなけなしの声で絶叫する。




「ああ、本当に痛々しい。ミロクには申し訳ないことをしました。なんて言ってお詫わびすればいいのか……すみませんミロク、本当にごめんなさい」

「トーラット、目が笑ってるぞ」

「あ、すいません隊長。妻の活躍を見ていると、つい」

「うっほー！　ありゃミロクじゃなかったら死んでるぜ！」

「あれは妻の得意技でして、相手の皮膚のみを切って派手に流血させる技で、見た目ほどには──」




　それからどうなったのかというと、興行は大成功に終わった。

　栓抜き攻撃から必死に逃れ、善戦するミロクの技をことごとく力業で粉砕し、血祭りにあげる『血染めのカーラ』に、観客の怒りは最高潮。いかにカーラが残酷かさんざんアピールし、気持ちをひとつにさせた。

　そこへ「次はケガで療養していた元チャンピオンがカーラを倒しに帰ってくる」と宣言したものだから、会場のボルテージは一気に上がった。次こそはカーラを倒す可能性のあるスターが帰ってくる。

　つまりミロクの役割は、それまでの嚙かませ犬だったというわけだ。

「金童隊も新人教育になったって礼を言ってたくらいだし、大成功だったな！」

「俺以外はな……！」

　病室のベッドで両手両脚を吊つられたミロクに、ジュジュが報告する。妹から送られたリンゴの皮を器用に剝むきながら、半分は自分の口に入れていた。

「カーラもすっごく感謝してたし、謝罪もしてたぜ。ほれ喰くえ」

「いいよ、腹減ってないし！」

　ジュジュが無理矢理リンゴを口の中に入れようとするのに抵抗しながら、この傷はムダではなかったと信じようとする。

「いいから喰え！　姫が手ずから剝いたリンゴだぞ！　貴重だぞオラ！」

「ムガッ！」

　半分になったリンゴを口に押し込まれた。両手両脚が使えないので、上う手まく咀そ嚼しやくできず、吐き出すこともできない。ちょっとした猿ぐつわだ。

「で、ミロク。お願いがあるんだけど」

「……!?」

　口を封じられた状況で、ジュジュは仕事で使う女神のような優しい微笑ほほえみを浮かべた。妖よう精せいのように美しい笑顔のまま、彼女はこう告げる。

「たまたま試合を観みに来てたカーラんとこの座長が、お前のやられっぷりに感動したらしくてな。是非またやって欲しいそうだ」

「……!!」

　お断りだ、と絶叫しようとしたのだが、リンゴを押し込まれているので声にならない。

「そーかそーか。やってくれるか。助かるぜ」

「!!」

「安心しろ。ジルサニアの医療技術の全すべてを集めて、明あ日すにも試合に出られるようにしてやるから。リンゴもっと喰うか？」

「～～ッ!!!」

　涙目で首を振るミロクに背を向けて、ジュジュはリンゴを剝き始める。

　翌日の全ジルサニア格闘団の興行収入は、これまでの最高記録を塗り替えたらしい。





おわり


















４　精霊の月二十日　ジルサニア城下町にて
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「ジュ──姫様、失礼致します」

　ジルサニア王宮では、今日も夜会が開かれる。今夜は城下町の鍛か冶じ組合のトップが招かれた。会話の内容は火と煤すすにまみれたものだが、それらはジルサニア王国の未来に関かかわることだ。戦いくさ好きな国王も王子も、鍛冶職人との談話を楽しんでいる。

　騎士ミロクが呼び止めたのは、会場の隅っこで楽団の演奏を聴いているジェルメーヌ姫。公式の場でうっかり愛称の「ジュジュ」と呼びそうになるのを、なんとか堪こらえる。

「どうかしましたか、ミロク？」

　ジュジュは振り返ってよそ行きの笑顔を向けた。人形のように美しいという表現では足りない。彼女は生気に溢あふれた、見る者を元気にさせる笑顔を持っている。まさしくこの国の姫にふさわしい美び貌ぼうだった。

　対するミロクは野性的な荒々しさが際立つ少年だ。このように厳かな場所は性格的に合わないのだが、騎士団の制服を着てじっと立っていれば誰だれでも様になる。彼もよそ行きの声でジュジュに目的の物を差し出した。

「こちらをお落としに」

　それは首飾りだった。宝石や貴金属ではなく、何かの骨を削って作られたものだ。驚くほど細かく彫り込んであり、熟練の職人の手によるものだというのは素人しろうとのミロクにも分かった。

「これは……私のではありませんよ？」

「え？」

　ジュジュもミロクもあっけに取られた表情。

「でも、赤目隊の部屋にこれがあったんですよ。ロッカーと壁のすき間に落ちてたんです。アーニィは動きの邪魔だからってアクセサリつけないから……」

「綺き麗れいな装飾ですけど、ええ、私のではありません」

「フェリサのだぞ、それ」

　ふたりの頭上から第三の声がかかった。ジュジュの頭の上にいたのは、ウサギの隊長ビスマルク。これでも赤目隊の司令塔として活躍する、デキるウサギだ。

「フェリサかぁ」

　なんとなくミロクは納得してしまった。彼女は藍らん山ざん同盟出身の射手だ。あそこなら牙きばや骨細工が得意な人が多いはずだ。

「あいつ、それいつも身につけてるな。大丈夫かな」

　心配そうに眉まゆを寄せるビスマルク。

　その時、大きな太鼓の音がして振り返った。会場のステージには楽団が一生懸命演奏している。

「今日の楽団は熱血ですね」

「技術は拙つたないですけど、心に響きますね」

　ミロクの評価に同意するジュジュ。

　ジルサニア王宮の夜会ではよく腕利きの素人芸人がステージで芸を披露し、国王に評価してもらうことがある。暗殺の心配がないかと周りはヒヤヒヤしているのだが、国王は新人発掘のチャンスだと言ってやめようとはしない。

「じゃあ俺おれ、フェリサに届けて来ます。失礼しました」

　楽団から視線を戻して頭を下げるミロクだが、その頭を上げる前にあることに気づく。

「あの、すみません」

「ん？」

「フェリサの家ってどこでしたっけ？」

　すでに勤務時間は終わり、皆それぞれ帰宅している。ジュジュの家は当然この王宮だ。ミロクも首飾りを見つけなければ、城下町の家に帰っているところだった。

「フェリサの住所は騎士団の寮なんだが……」

　ビスマルクが教えてくれたが、彼の声は精彩を欠いていた。

　その下でジュジュも苦笑している。

「あいつ、寮にはあまり帰ってないんだよ」

　だとすると、彼女はどこで寝泊まりしているのか。







　もともと彼女とは接点が少ない。もちろん大切な仲間だと思っているし、善人であることも知っている。有事の際は飛ぶ鳥の眉み間けんすら正確に射い貫ぬく射手であることも。そもそもミロクが赤目隊に入ってから半年も経たっていない上に、フェリサは無口であまり自分のことを喋しやべらない。

　唯一知っているのは、彼女がよく行く場所。

　ミロクもそこをよく利用するのだ。

「フェリサ？　おう、今日も来たぞい」

　ジルサニア城下町の公園で、細剣レイピアで地面に落ちた紙くずを拾いながら老人が答えてくれた。彼は騎士団の入団式で隣に座っていたじいさんだ。老後を健康に過ごすために騎士に志願し、今は公園の管理人をやっている。

「今日もハトにエサやって帰っていったぞ」

「そっか。いつも通りか」

　フェリサは仕事帰りに必ずこの公園に寄る。今日も予定通りの行動をしたとなれば、もうここに現れる可能性は低いだろう。

「この後、アイツどこに行くか分からないかな、じいさん？」

「さぁなぁ──あ、でも」

　何かを思い出したじいさん、西の方角を指さしてこう言った。

「いつもこの方角から帰っておるな。家があるんじゃろか」

「ああ、それだけでもありがたいよ！　サンキュー！」

　大体の方角だけでも分かれば儲もうけものだ。あてもなく城下町を探すより、ずっと効率的である。

　ミロクは手を振ると、すぐに走り出す。

「あ、おい待てミロク！」

　呼び止めたのは、じいさんではなかった。

「……なんでついてくるんだよ、ふたりとも」

　夜会用のドレスを脱いで、いつもの青い騎士団のコートを羽織ったジュジュと、その肩に乗っているビスマルクだった。

「だってヒマだったし」

「ヒマじゃねーだろ！　さっきまで夜会に出てたろ！　いいのかよお客さんほっといて！」

　もう体裁に拘こだわらなくていいので、頭ごなしに叱しかりつけるミロク。上司で姫だろうが、今のミロクの前ではただのガサツな女だ。その美しさも無意味である。

「いいんだよ。鍛冶職人なんてみんな楽しく酒飲めりゃ幸せなんだ。父上も兄上も一緒にベロンベロンになって騒いでるから、私がいなくてもわかんねーよ」

「演奏してた楽団の人たち、可か哀わい相そうだな……」

　がんばって演奏していた楽団に同情しつつ、ジュジュの言い分を理解したミロク。彼女のいつもの行動パターンから推察すると、ただ面白そうな事件に首を突っ込みたいだけだろう。少しはフェリサを心配しているだろうが。

　好奇心旺おう盛せいなのは結構だが、少しは姫という自覚を持って欲しい。治安の良い城下町でも、女性が夜歩くのは危険だ。どこに誰が潜んでいるか分からない。

「まぁ、隊長もいるし大丈夫か」

　ある意味、自分より信頼できるウサギを頼りつつ、ミロクはジュジュたちと一緒に公園を後にする。

　路地を抜けると、すぐに市場に出る。

　朝から夕方にかけて賑にぎわう市場も、すっかり暗くなった夜は閑散としていた。多くの店が閉まっており、果実の腐った臭においがする。誰かが地面に落としたものが腐ったのだろう。

　ただ、開いている店もあることはある。酒の販売だったり、逆に酔い覚ましの薬を売っていたり、軽食だったり。客層が限られているため、賑わってはいないが。

　人通りは少なくない。城下町の市場は王宮から住宅街の通り道であるため、帰宅中の騎士や職人がよく通るのだ。閉店した店の前で笑い合っている若者もいる。

「なーミロク。どうやってフェリサ探すんだ？」

「うー……ん」

　ジュジュに問われて、答えられないミロク。公園から市場に出たのはいいが、フェリサがここからどこへ向かったのか見当もつかない。彼女が寄りそうな店を考えてみるのだが、そもそもどこにも寄らずに通り過ぎる可能性もあるわけで。

　などと考えていると、

「あ」

　ジュジュが視線を上げて、指をさす。

　何かと思って指の方向を見ると、

「あ」

　いた。

　長い銀髪に眠たそうな目、小柄な身体からだに騎士団の制服。

　買い物袋を持ったその女性は、間違いなく赤目隊のフェリサだ。

「おーい、フェリサ！」

　口元に手を立てて、ミロクが叫ぶ。

　その声を聞いたフェリサは、何な故ぜかビクッと身体を震わせてこちらを見た。いつもの冷静な彼女にはありえない、何か怪物でも見たような驚きよう愕がくの表情。

「良かった、こんな簡単に見つかるなんて。あのさ──」

　ミロクが首飾りを渡そうとポケットに手を入れる。

「……っ！」

　その一瞬のスキをついて、フェリサはダッシュで逃げ出した。

「えっ!?」

　何が起きたのか分からず、ミロクもジュジュもビスマルクも硬直している。

　誰もこんな事態を想定していなかったようだ。

「ちょ、え、なんで、ええ？」

　ポケットから取り出した首飾りを持ったまま、立ち尽くすミロク。

　行動は、ジュジュが一番早かった。

「待てフェリサ！」

　ミロクを追い抜いて走り出すジュジュに、ミロクも無言でついていく。

　何故逃げるのか、まったく分からない。

　ただフェリサに首飾りを届けようとしただけなのに。

　そう考えながらフェリサを追うミロクだが、逃げる彼女の理由はまったく想像できなかった。







　市場を南に進むと十字路に出る。

　ミロクたちがそこまで駆けつけた時には、もうフェリサの姿は見えなくなっていた。人通りはまだ多く、話し声や嬌きよう声せいが混ざり合っている。

「ったく、どこに行ったんだ？」

　左右を見ながらぼやくミロク。こちらに落ち度は何もないはずなのだが。さらにフェリサが普段どこにいるのか知らないので、これから行きそうな場所を予測することもできない。

「フェリサ、どこに行ったんだと思う？」

　いつの間にか追い越されていたジュジュが、ミロクの肩を叩たたく。

「さぁなぁ」

　正直、まったく想像がつかない。

「ジュジュは心当たりあるのか？」

「ないわけじゃねーけど……例えば彼氏の所とか」

「……それは、ないだろ」

「ねーかな？」

　可能性はゼロではないだろうが、あのフェリサに恋人の類たぐいがいるようには思えない。せいぜい友人の家に転がり込んでいるくらいだろう。

「隊長はどう思います？」

「ん、ああ。ちょっと待て」

　ミロクの頭の上でキョロキョロと周囲を見回しているビスマルク。ミロクたちの話は聞いていなかったようで、ずっと何かを探していた。

「よし、そこ右に曲がって走れ」

「え？　わかりました、けど……」

　ビスマルクに言われた通り、右の路地を進む。ここは住宅街で、人は少ない。

　見える範囲にいるのは、ケラケラと笑いながら歩くふたり組の女性と、重そうな革袋を背負った騎士、そしてローブを羽織った女性くらい。

　この先に何があったか思い出すミロク。

　確か貯水塔とガラス職人の店、それから昔ミロクが宅配のバイトをしていた時に品物を壊した貴族の屋敷くらいしか浮かばない。

　などと考えていると、

「行き過ぎだ」

　呼び止められて、止まる。

　しかしここには何もない。戸が閉まった民家が並んでいるだけで、店や施設などどこにもない。

「あの女だ」

　ビスマルクが指さすのは、ローブを着た女性。

「あの人がどうかしたんですか？」

「いいから近づけ」

　訳が分からないまま、言われた通りに女性に近づく。

「あの、すみません」

　声をかけて、その美しさにハッとした。

　フードの中にいるのは、長い黒髪を持った妙齢の女性。どこかの貴族の婦人だろう。甘い香水の匂においが漂ってくる。背は高く、体型も細い。さぞかしモテることだろう。審美眼に自信のないミロクでも、そう感じるほどの美人だった。

　が、ビスマルクはいきなり女性のフードを取ると、その黒髪を摑つかむ。

「何化けてんだフェリサ」

「え？」

　一瞬ビスマルクの言葉が分からなかった。

　しかし女性は小さく舌打ちをするとカツラを脱ぎ、

「……なして分がった」

　フェリサの声で恨めしく呟つぶやいたのだった。
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「ウサギの鼻をナメんなよ。化粧と香水で隠しても、テメーの匂いくらい覚えてんだよ」

「…………」

　しかしこのフェリサ、まるで別人である。顔は得意の化粧で変えたとしても、身長や体格はどうやったのだろうか。

　想像しようとした時、教会から鐘の音が聞こえた。もう夜九つ目の鐘だ。

　少しだけ視線を外したその時、いきなり布のようなものを投げつけられた。

「うわっぷ！」

　フェリサが着ていたローブだ。頭上からビスマルクごとローブをかけられ、すぐに剝はがしたものの、またフェリサは走って逃げてしまう。

　周囲の人たちが何事かとこちらを見るが、騒いでいるのはミロクたちだけなので、誰もフェリサに注目していない。そのまま影のように消えていってしまう。

「待てよフェリサ！　なんで逃げるんだよっ!?」

　暗い城下町に溶け込みそうになるフェリサに向かって、ミロクは叫ぶ。

　ミロクの声は届いたようで、フェリサが一瞬だけ立ち止まる。チラリとこちらを見て何か言おうとしたが、やがてフェリサはまた逃げ去ってしまった。

「追うぞビスマルク！　鼻貸せ！」

　フェリサが消えた方を指さしつつ、ジュジュが足踏みしている。

「なぁジュジュ。そうまでして追う必要あるのか？」

　先ほどは勢いで追ってしまったものの、変装までして逃げるフェリサを見ていると、何かよほど深い事情があるのではないかと思ってしまう。

　プライベートを詮せん索さくするのは失礼なことだし、そもそも用事も大したことではない。首飾りなど明日渡せば済むことなのだ。

「バカ！　良くない事件に巻き込まれてたらどーすんだ！　アイツは普段から困ったことがあっても黙っちまうクセがあるんだ！」

「そう、なのか？」

　ミロクよりずっと付き合いが長いジュジュに言われると反論できない。

　だがあんなに不自然な態度で逃げられれば、どうしても気になる。いつも無表情で淡々と仕事をこなすフェリサにしては、動揺しすぎている。

「おい、早く追わねーと匂いが消えるぞ」

「行くぞミロク！」

「あ、ああ」

　手を摑んでかけ出すジュジュに、結局ついていくミロクだった。







　それから鐘ひとつ（約一時間）ほど、ミロクたちはジルサニア城下町をかけずり回るはめになった。もしもビスマルクが同行していなければ、朝までフェリサを探し続けていたかもしれない。

　彼女のことをよく知らなかったミロクにとって、改めてフェリサの化粧技術を評価した夜になった。

　なにしろ先ほどのように妙齢の女性に化けることもあれば、小さな少年に変身したり、男の老人にまでなりきることができるのだ。

　さらに人だけではなく、壁や影に同化することもできる。周辺の色に似ている布を被かぶることによって、ミロクたちの目を欺き続けた。ビスマルクの鼻があっても、まさかそんなものに化けるなんて、と驚愕するような変装をし続けたのだ。

　そして今、ミロクが七回目に発見したフェリサは、草だった。

「こ、こんな所に、いた……！」

　城下町の公園はすでに照明もなく、管理人のじいさんも帰宅していた。ただでさえ暗い公園で、一面に草や枝を貼はり付けた特殊な布を被りながら隠れていたのだ。目と鼻の先まで近づかなければ分からない。

「すげぇ……ここまで来ると芸術だな」

　息を乱しながら、ジュジュも感心している。

　フェリサは藍山同盟出身の狩人だ。ならば獲物に気づかれないように隠れる技術が磨かれていてもおかしくない。

「…………」

　ミロクたちに囲まれて、フェリサは草の布を脱ぐ。面白くなさそうな顔だ。見つからない自信があったのだろうが、ビスマルクの鼻はそれ以上と言うわけだ。

「匂い消しの香、持ってくんだった……」

　はぁ、と大きなため息をつくフェリサ。

「……おめたち、なしてついてくんだ？」

「お前が逃げるからだろ！」

　と、ミロクは目的のブツを差し出す。

　骨の首飾りを見て、フェリサの表情が変わった。

「おめ、これ……」

「部屋に落ちていたから届けようと思っただけだよ！　なんで逃げるんだ!?」

「…………」

　ミロクの質問には答えず、フェリサは黙って首飾りを受け取った。手早く首に巻くと、何か言いたそうな表情をする。

　それが逃げた理由なのか、首飾りに対する礼なのかは分からない。しかしフェリサが非常に困っているのは誰だれの目から見ても明らかだった。

　これ以上聞いてはいけないことなのではないか。

　フェリサにだって秘密にしておきたい事柄はあるだろう。それが彼女にとって不幸をもたらすものであれば、仲間としてなんとかしてやりたいとも思う。だが、こうして無理に暴くような真ま似ねは不実ではないか。

「オラ……」

　フェリサが言いかけた、その時だった。

　小さく聞こえる鐘の音。

　本日の夜十回目の鐘である。城下町にある全すべての教会が毎日鳴らすこの鐘は、夜は十回で終わる。騒音の元になるからだ。翌朝六回目の鐘が鳴るまでは、教会内か施設内にある魔法時計を頼りにするのだ。

　最後の鐘を聞き、フェリサが勢いよく顔を上げた。

「……！」

　するとミロクの脇わきをすり抜けて、全力で走り出す。

　今度は先ほどと様子が違っていた。逃げるのではなく、どこかへ向かって急いでいるような足取りだ。

「おいフェリサ！」

　ミロクたちが追ってきても、隠れたりはしなかった。ただ一目散に城下町を走るフェリサ。気配を消したり変装しなければ、彼女を追うのは容易だった。

　途中、どこかの家の外灯裏に隠していた買い物袋を素早く回収すると、フェリサはやがて目的地の前で足を止める。

　静かな場所だった。

　というのも、敷地が広いからだ。城下町の南西外れにある墓地──から僅わずかに離れた場所に建っている教会である。先ほど聞こえた鐘を鳴らした場所だ。

「フェリサ……？」

　その教会の扉からスルリと入り込むフェリサを見て、ミロクは背後を振り返る。

「大丈夫かジュジュ」

「平気……でもちょっと待って」

　先ほどから走り通しだったのだ。ジュジュは汗だくになりながら、肩で息をしている。こんなことなら夜会にいれば良かったと後悔しているに違いない。

「なんだなんだ若いのにだらしねぇな」

「テメェが言うなボケ！　葉巻の吸い過ぎで死ね！」

　ミロクの頭上で煙を上げながら命令していただけのビスマルクに、ジュジュから当然のツッコミが入る。

　目的地は分かったのだから、こんな会話をする余裕もできる。やがてジュジュの呼吸も落ち着いたところで、先ほどフェリサが入った教会を訪ねることにする。







「すいませーん、こんばんはー」

　どうやらここは独立した礼拝堂の扉のようだ。十回目の鐘が鳴った後だというのに、まだ灯あかりがついていた。こんな時間にミサでもあるのだろうか。

「はーい」

　可か愛わいらしい返事があったので、扉を開く。

　燭しよく台だいの光に照らされた礼拝堂では、厳かな雰囲気とは対照的に少女たちの笑い声が響いていた。正面に見える「名も無き神」の彫像の下で、修道服を着た十人くらいの女の子が座っている。

「あ、いた」

　ジュジュがフェリサを見つけた。礼拝堂の奥の扉から出ようとしているところだった。ジュジュの指摘に、礼拝堂内の女の子たちも気づいたようで、

「フェリサさん、どこ行くんですか？」

「まだ途中じゃないですかー」

　女の子たちが呼び止めると、フェリサは無言で立ち止まる。

　ミロクたちに背を向けたまま、肩を震わせていた。

「なぁなぁ、お前らここで何やってんの？」

　礼拝堂にずかずかと入り込むジュジュ。彼女たちを見て、自分にもフェリサにも危険がないと判断したのだろう。少女たちは何の警戒心も抱いだかずに、楽しそうに笑っている。

　そしてミロクは彼女たちが手に筆を持っていることに気づいた。

「それ、化粧筆？」

「そうですよー」

　ジュジュが指摘すると、彼女たちは惜しげもなくそれを見せる。なんの細工もない普通の化粧筆である。

「えっと、すみません。あなたたちは……？」

　少女たちにしてみれば、むしろいきなり入ってきた騎士の方が怪しく見えただろう。

「ジルサニア騎士団のミロク。こちらは上司のジュジュ、それとビスマルク隊長」

「騎士さんだったんだー」

　それを聞いて少女たちも安あん堵どする。

「んでもって、そこでうずくまってるフェリサの同僚なんだが」

　ビスマルクがニンジンで指すと、泣きそうな顔でうずくまっているフェリサがいた。

　そんなに悪いことをしたのだろうか。少女たちの表情を見ていると、何もやましいことはなさそうなのだが。

「あの、それで君たちはここで何やってるのかな？」

「化粧の練習です！」

　少女のひとりが簡潔に答えてくれた。

「明日王宮に行くんですよ。それで国王様に失礼のないように、化粧の仕方を教えてもらってたんです」

「へー、どういう用事？」

　気軽に尋ねるジュジュ。

「私たち、聖歌隊なんです。いっぱい練習して、夜会のステージで歌わせてもらうことになったんです！」

　彼女たちは本当に嬉うれしそうだ。夜会のステージは、国王が直接音楽を聴く。芸人にとってはまたとないチャンスなのだ。国王の目に留まれば報奨金を出してもらえるかもしれないし、金以外にも名誉がもらえる。

「やっぱり金が欲しいのか？」

「はい！」

　ジュジュの質問に、少女たちは何の躊ちゆう躇ちよもなく頷うなずいた。

「報奨金がもらえれば、神父さまに恩返しができるんです！　私たちみんな孤児で、ずっと神父さまに育てられたから！」

「なるほどなー」

　彼女たちは歌で金を稼ごうと思ったのか。見回してみると、掃除が行き届いて綺き麗れいな礼拝堂だが、確かに古い。建て直しても良さそうだ。

「だから国王様の心証を少しでも良くするために、フェリサさんに頼んだんです！」

「ねー」

　ミロクもジュジュもビスマルクも、ほぼ満足したように頷く。だいたいの事情は分かったが、ただひとつ分からない懸案がある。

「で、フェリサとはどういう関係なの？」

「フェリサさんは聖歌隊のメンバーですよ！　騎士の仕事でお忙しいのに手伝ってくれて、本当に感謝してます」

「あー、あー、なるほどー」

　ジュジュが動揺を隠しているのが分かった。ミロクも声や表情に出さないように苦労した。もしも油断していたらびっくりして吹き出していたかもしれない。

　フェリサが何を気にしていたのか、ようやく分かった。

　これを知られたくなかったのだ。

「フェリサさん声キレーだから、すっごく参考になるんです！　みんなの声も聞き分けられるから、細かいところまで指導してくれて」

「そっかぁ……」

　ジュジュの声のトーンが下がる。何を気にしているのか。

　それよりもフェリサだ。

　ミロクは礼拝堂の隅で丸まっているフェリサに近づくと、その肩を叩く。

「聖歌隊のみんな、待ってるぞ」

「…………どうせ、おめも笑うんだろ」

「笑わないよ」

　聞いたら驚いたが、笑うほどではない。実際、フェリサの声はとても綺麗だ。

「……オラみてーなのが歌っても、似合わねぇだろ」

「んなことないって」

　何か変なコンプレックスを持っているようだが、ミロクに言わせればフェリサが歌を歌っても全く変ではない。

　自分自身のイメージを過小評価しているのだろう。仕事は冷徹と呼べるほど確実にこなすフェリサが、こんなに弱々しい顔をするなんて。

　自分に似ている、とミロクは思った。

　今まで剣しかない生活を送っていたから、剣を失った時の自分の頼りなさは良く知っている。フェリサも弓を持たなければ、同じ境遇なのだ。そんなことはないのに。

「そうですよ」

　先ほどフェリサが開けようとしていたドアから現れたのは、この教会の神父だった。年老いてはいるが足取りはしっかりしており、たくましさを感じさせる。

「歌というものに制限や境界などないのです。どの国に生まれても、どんな境遇で生きても、歌を歌う資格のない人などいません。だから古来よりここまで発展してきた文化なのですよ」

「神父さま……」

　力強い声に諭されて、フェリサは俯うつむく。

　彼女が自分をどう思っていようが、周りの評価は絶対だ。それは教わった化粧を楽しそうに施す聖歌隊の少女を見れば分かる。

「……気にいらねぇ」

　が、ジュジュの反応は少し特殊だった。

「どうしたジュジュ？」

「美人で頭も良くって、肌も綺麗で、スタイルもよくて、んでもって強くて、その上歌まで歌えるのかよ……どんだけ完かん璧ぺき超人なんだよフェリサは……」

　頭を抱えるジュジュ。

　なぜか彼女のコンプレックスが刺激されたようだ。

「ジュジュ、オラ……」

　フェリサは申し訳なさそうにジュジュを見る。するとジュジュは彼女ではなく、ミロクに向かって叫んだ。

「おいミロク！　テメー私の歌、聴いたことねーだろ！」

「……そういや、ないな」

　美しい声で講演をしているところは毎日のように見るが、歌っているところは見たことがない。音痴だという評判も聞かないが。

「だからフェリサ、明日は夜会でお前の歌を聴かせろ！　そんでもって、私の歌と勝負だ！　これ以上負けねーからな！」

　対抗心を燃やして宣言するジュジュに、ミロクが少しだけ笑う。本心かどうかは知らないが、フェリサを気遣う感情が読み取れたからだ。

「…………」

　フェリサは無言。

　だが、彼女もジュジュの気持ちが分かったのか、弱々しい顔は消えていた。







　鐘の音が町に流れる時刻も過ぎたので、その日は神父の勧めもあり、フェリサの寝床にお邪魔することになった。

「……狭くして、ごめんな」

「んにゃ」

　四人が寝ているのは、教会の塔にある小部屋だった。

　塔の上には鐘が設置されており、その修理や手入れをするための道具を置くための部屋だったという。

　フェリサの私物は何もなく、ただ毛布が敷かれているだけの簡素な部屋。四人が横になれば、もう満杯になってしまう。燭台も置いてないので、真っ暗である。

「弓とか化粧道具とか、どこに置いてるんだ？」

　ミロクが知っているフェリサは、常に毒やら眠り薬やらを携帯している。となると支度をするための場所が必要になると思うのだが。

「それは騎士団の寮に置いとる」

「あ、なるほど」

　ちゃんと寮に帰ってはいるのか。

「じゃ、なんでここに？　下にも部屋余ってるんだろ？」

　下と言うのは、教会の住居だ。先ほどの聖歌隊を含める孤児が住んでおり、きちんとしたベッドのある部屋もあるらしい。幸いなことに現在育てている孤児は少ないので、部屋も空いていると神父が言っていた。

「……元々、オラこの部屋が気に入って教会に住んだんだ」

「ここ？」

「んだ。聖歌隊さ入ったのは、そん後で、成り行きで……」

　どんな成り行きだ。

　この部屋に何があるというのだろう。床は硬いし、月光が入ることもない。むしろ住みにくいことこの上ない場所ではないか。もともと物置だったのだから当たり前だが。

「ミロク」

「ん？」

　暗くら闇やみの中、ちゃり、と小さいものがぶつかる音がする。

「ありがとな。コレ」

　フェリサが手にしているのは、首飾りだろう。

「コレな。オラが故郷の細工師がこさえてくれた魔ま除よけだ」

「藍山同盟の、か」

「んだ。オラはそこの狩人だった」

「歌もそこで習ったんじゃねーのか？」

　尋ねたのはミロクではなくビスマルク。横になっているのに、ミロクの頭上を陣取りながら転がっている。

「……収穫の歌とか、戦士の歌とか、葬式の歌とか。オラが村では良く歌った」

「あと、誕生の歌とかあったろ」

「あった」

　ビスマルクはフェリサの故郷を知っているのか。物知りだと思っていたが、そんなことまでどうやって調べるのか。

「歌ってる時は落ち着いた。けんど、オラの暮らしは命さ奪うことばっかだった」

　狩人なのだから、動物を狩って暮らしていたのだろう。

「ジルサニアさ来ても、暗殺者として殺した。殺して殺して、逆にオラも殺されるんでねかと怖かった」

　彼女が暗殺者だったと言う話は、ジュジュから聞く前になんとなく分かっていた。闇に乗じ、動く人間の眉み間けんを狙ねらう技術は動物相手だけでは磨かれない。

「眠れねぇ日が続いた。人間相手でも動物相手でも、満足に眠れた日なんてねかった。けんど、ある日ジュジュの騎士になった」

　ジュジュの方を向くが、返事はない。もう眠っているようだ。耳を澄ませば寝息が聞こえてくる。今夜は走ってばかりだったから、疲れたのだろう。

「そしたら、どうなったんだ？」

「…………オラ」

　何かを言いかけて黙るフェリサ。

　しばらく待ってみたが、返事がない。

「おい寝ちまったぞコイツ」

　ビスマルクに言われてようやく気づいた。暗闇の中だから分からなかった。
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　多分、フェリサが言いたかったのは、ジュジュの騎士になって安心できるようになったということだろう。ジュジュを守ると同時に、ジルサニアでの身分も保障される。

　眠れぬ夜が続いたなら、きっとその日を境に眠れるようになったのだ。

「でも、結局この部屋で寝る意味が分からないな……」

「あん？」

　呟つぶやくミロクに、ビスマルクが寝返りをうつ。

「あ、いえ、なんでもないです。俺たちも寝ましょう」

「おう。おやすみ」

「はい、おやすみなさい」

　走り回ったので、ミロクも疲れた。

　だからこの部屋の意味を考える力もなかった。次第に重くなっていく瞼まぶたに抗あらがいもせず、ミロクはゆっくりと眠るのだった。







　そして翌日。

　ミロクたちは全すべての理由を知る。

　ジルサニアでは夜十回目の鐘が鳴った後、朝六つ目の鐘までは静かになる。そして教会の神父が毎日最初に行う仕事とは、その六つ目の鐘を鳴らすこと。

　フェリサが寝泊まりしている物置の真上にある鐘──おそらくジルサニア城下町で、もっとも鐘に近い部屋。それが最大音量で鳴り響いたのだ。

　ミロクの頭痛は夜まで続き、その日は仕事にならなかった。気合いでカバーしつつも、最終的にはブッ倒れる始末。聴力の良いビスマルクなどは、朝から寝込んでしまった。フェリサは終始申し訳なさそうな顔をしていた。

　そして夜。

「あー……つまり、フェリサは安心して眠れるようになった分、朝起きられなくなったってことですか」

　まだフラつく頭をおさえながら、ミロクは頭上のビスマルクに話しかける。

「目覚ましとしちゃ、ジルサニアで最高級だろうな……死体でも起きるぜ」

　氷ひよう囊のうを頭に載せつつ答えるビスマルク。

　ふたりともそれだけ辛つらいならば家に帰って寝ていればいいのだが、今夜はそうもいかない理由があった。

　粉々に砕けそうな脳髄を癒いやしてくれる、清涼感のある歌声が聞こえる。王宮の宴会場のステージで「名も無き神」を讚たたえる聖歌隊の歌声だ。

　ミロクとビスマルクだけではない。警護の名目でアーニィやトーラットも呼んで、彼女たちの歌を聴いた。ふたりとも無言で聴き入っている。アーニィなど感動して目に涙すら浮かべていた。

　視線を移せば、一番目立つテーブルに座っているジルサニア国王が客人と話しながら聖歌隊を見て微笑ほほえんでいる。きっと良い印象を持ってくれたのだろう。

　ステージに立つ十人ほどの聖歌隊。その端に立っているフェリサ。

　正直、彼女の歌声は分からない。他の子たちに完璧に溶け込んでいるからだ。故に非常に高く美しい声だと想像することはできる。

　そしてフェリサの隣で何な故ぜか歌っているジュジュ。

　今朝も、「私だって小さいころから声楽の勉強もしてる！」とムキになっていたら、聖歌隊のひとりから一緒に歌おうと誘われたのである。

　まったく練習もしていないのにできるのかと心配したが、他の子と遜そん色しよくない歌声が届いてくる。国王も王子も、まさかジュジュが聖歌隊に混じっているとは思ってもいないようだ。

　しかし周りに溶け込んで馴な染じむフェリサの声とは違い、ジュジュの声ははっきりと個性を主張している。

「負けてないと思うんだけどなぁ」

　昨夜のジュジュの態度は明らかにおかしかった。フェリサと比べて声を荒らげるジュジュはとても珍しかった。

「隊長。なんでジュジュはフェリサに対抗意識を感じてるんです？」

　みんなのことを一番知っている頭上のウサギに尋ねてみると、

「そりゃお前、妹が姉ちゃんに抱いだく感情みたいなもんだろ」

　そう言われてとても納得した。十五歳のジュジュから見て、ミロクやアーニィはと二歳年上だ。対してフェリサは四歳上。

　ジュジュが持っていない才能を持っているフェリサに対し、嫉しつ妬とというより憧あこがれに似た感情を抱いてもおかしくない。アーニィに対しても似たような感情を抱いているのだろうか。アーニィもフェリサも、ジュジュにはない長所がある。

　今度、アーニィに対するジュジュの反応を見比べてみるのも面白い。

　ミロクも年の離れた兄に似たような感情を抱いたこともあったが、同時に尊敬もしていた。きっとジュジュもそういう微妙な感情の働きがあるのだ。

「ジュジュもフェリサも、色々コンプレックスがあるんだなぁ」

　そう結論づけた時、急に頭痛がした。

　遠くの方から澄んだ鐘の音が聞こえたのだ。午後から十回目、本日最後の鐘だ。

「うぉぉぉ……」

　ミロクもビスマルクも頭を押さえてうずくまってしまう。朝の鐘がトラウマになっているのである。

「ジュジュは大丈夫なのか……？」

　なんとか堪こらえてステージを見ると、ジュジュが白目を剝むいていた。

「ミロク、担架の用意しろ」

「はい隊長」







　結局、その後ジュジュは舞台袖そでから退場し、翌日は一日寝込んだ。

　聖歌隊は大成功を収め、国王から報奨金をもらったという。そして全額を神父に渡したそうだ。喜んだ神父は、その金を老朽化した教会の修復に使うことにしたという。

　まず最初に付け替えられたのが巨大な鐘だと知ると、フェリサは大いに喜び、ミロクたちは逃げ出したという。





おわり


















５　精霊の月二十七日　「聖書」にて
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　ジルサニア王宮の裏手に建っている騎士団詰め所、通称「聖バイ書ブル」は今日も無骨に存在感を示している。まるで美しく着飾った王族を守護する寡黙な騎士のようだ。

「聖書」という異名以外にも、食パンなどと揶や揄ゆされるその建物は、綺き麗れいに区分けされた無数の部屋から成り立っている。ほとんどの部屋が同じ広さなのだが、運動場と物置のように、用途によって感じられる広さは大きく変わる。

　ただ例外も存在し、目的上どうしても広く作らなければならない部屋もある。大人数を入れる必要がある会議室などは、その顕著な例だ。長い机や巨大な黒板の他ほかにも、小さな声を部屋中に響かせるための魔法的な工夫が施されている。

「では、明あ日すの全騎士団合同レクリエーションは、そのように願います。遊びだからと言って気を抜かぬように……ウォッホン！」

　議長席に座る老騎士が大きく咳せき払ばらいをすると、会議室の騎士たちが数名顔を上げた。

「先ほどから机を指で叩たたく音が聞こえますぞ。静かにしていただきたい」

「あ、ああ。これは失礼」

　素直に謝った騎士は、ひとりではなかった。壮年の騎士が二名、恥ずかしそうに俯うつむいている。

「まったくいい年をして…………ふぅ」

　議長の老騎士も苛いら立だちを隠せず、大きくため息をついた。

「まぁ、そうですな。今週は、うむ」

　別の騎士も爪つめを嚙かみながら視線を左右に彷徨さまよわせる。

　議席についている騎士のうち、三分の一ほどの様子がおかしい。そわそわしたり、手が震えていたり、貧乏揺すりが増えたりしている。位の高い騎士が集まる場においてもそういう態度が出るのだから、よほど我慢ができないのだろう。

「みんな、どうしたのだ？　今日は様子がおかしいぞ」

　それを見み咎とがめたのはジルサニア王国第一王子にして、騎士団の騎馬師団長を務めるアーセージ。彼は平然としている。

「殿下は良いのですよ。いつもどおりですから」

「？」

　咳払いが響く会議室。

　それでも分からず首を傾かしげるアーセージ。

「今週はジジイたちがソワソワするんだよ。どうしてもな」

　アーセージの隣の席──もとい、机の上に座っているウサギがニンジンを掲げている。ウサギなのでイスに座っていると周りから見えないのだ。

「忘れたのか？　今は『禁煙週間』だぜ」

「ああ、なるほど」

　誰だれが決めたのか、健康のためにタバコを禁止する週が、年に一度だけある。なるべく吸わないように、とやんわり止めるのではなく、騎士団の掟おきてとして無理矢理止やめさせるのだ。

　効果があるのかどうか、誰も分からない。ただこの週をきっかけに禁煙に成功した騎士もいないわけではない、といった程度だ。

「いやいや、殿下にはみっともないところをお見せしてしまって。ただ習慣として嗜たしなんでいるものですから、ないと苦しいものなのですよ」

「いや、気持ちは分かる。私にも大切な習慣はある。それを禁じられたら身が張り裂けそうな想おもいになるだろう」

　アーセージが真ま面じ目めくさった顔で頷うなずくが、会議室の騎士の全員が「あぁ、ジェルメーヌ姫のことだな」と思ったことだろう。

　そんなアーセージとは意見を違たがえる者がいた。

「ったくよぉ、ガキの騎士じゃあるめーし、鍛えられたジジイどもがこの程度で愚痴をこぼすなんて、恥っずかしいねぇ」

　ビスマルクである。彼も喫煙者だが、余裕の表情。

「なんだとビスマルク、貴様！　ウサギには禁断症状がないのか!?」

「そりゃ俺おれだってタバコは吸いてーよ。けどな、心頭滅却すればなんとやらって言うだろ。要は気合いの問題さ」

　そう言う彼は、先ほどからニンジンを咥くわえている。ポリポリと小気味良い音を立てており、それだけで新鮮さが分かる。タバコが禁じられた現在、騎士たちにとってそのニンジンがどう見えたか。

「……おいビスマルク。そのニンジン、うまいのか？」

　騎士の誰かが尋ねる。

「ああ。俺はいつも城下町の市場で新鮮なニンジンを調達してるんだが、ここのはイケるぜー」

「ほう、市場で……」

　喫煙者たちの見る目が変わった。

「確かにヘルシーだ。丸ごと囓かじらなくとも、野菜スティックにすれば……」

「なるほど、口くち寂ざみしさも紛らわせるな」

「おまけに安価だ。いくらでも買えるぞ」

　騎士たちが一斉にビスマルクを見る。

「……なんだよ？」

　迂う闊かつな発言をしてしまったことに、彼はまだ気づいていない。







　そして翌日。

「すいません、城下町の店、全部回ったんですけど」

「……いや、お前のせいじゃない。気にするな」

　頭を下げつつも、ミロク・シーレンはビスマルクの不機嫌そうな顔を正視できなかった。いつもは隊長だろうが食ってかかる度胸を持つ青年だが、今日に限っては気の毒すぎてかける言葉がないのだ。

　珍しく早めに出勤したと思ったら、いきなりビスマルクに買い出しに行かされたミロク。こういう用件は稀まれではないので、彼も特に気にしなかった。

　が、今日はいつもと勝手が違っていた。

　どこにも売っていなかったのだ。

　たった一本のニンジンが。

「少なくとも八や百お屋やは全滅でした。あと市場の果くだ物もの売りにも訊きいてみたんですけど」

「ミロク、あそこは探しました？　ほら、北東の貴族用マーケット」

　家事ならなんでもこなせる同僚のトーラットが尋ねるが、

「もちろん探したよ。あと錬金術師が触媒に使うって言うベツィアンキャロットもダメだった。ニンジンって名の付くモノはほとんど売り切れてる」

「クソッ！　あのジジイどもが！」

　机を叩くビスマルク。

　普段は温厚、というかクールを体現しているビスマルクが、珍しく感情を露あらわにして怒っていた。

　今、彼の手元には何もない。どこでも火を付けて怒られているタバコもなければ、空腹でもないのに囓っているニンジンもない。

「禁煙週間だからって、ニンジンしか食うモノがないワケじゃねーだろが！　それこそ根菜や山菜だって山ほどあるじゃねーか！　なんでニンジンばっかり買い占めんだよ！」

　苛立つビスマルクの気持ち、ミロクも分からないわけではない。

　好きなものを取り上げられたストレスは、徐々に身体からだを蝕むしばんでいくものだ。

「落ち着けよビスマルク」

　朝の茶を飲みながら余裕の表情を浮かべるのは、ビスマルクが一日中付き添っている第一王女ジェルメーヌ。ジュジュの愛称で親しまれる彼女は、本来ならば場を引っかき回すことが多いのに、今日に限って静かだ。

「ニンジンなんて探せばどこにでもあるだろ。この『聖書』の厨ちゆう房ぼうとか」

「いや、あそこはマズイんだ」

　神妙な顔で腕を組むビスマルク。

「考えてもみろ。騎士なんてほとんどが訓練ばかりの体力バカの集まりだ」

　サラッと偏見を口にするが、誰も否定しない。

「そんなヤツらにとって厨房がどういうところだか、分かるだろ？　当然、騎士団もそこんとこ考えて人員を配置してる。うかつにつまみ食いに入ってみろ。あの料理長、人肉すら料理できるってウワサだぞ」

「ひぃぃ……」

　身震いするミロク。剣の腕には自信のある彼でも、騎士団内の底が知れない強つわ者ものの存在は恐怖の対象になる。世の中にはすごい人がいくらでもいるものだ。

「あぁ、クソッ、食えないと思うと余計に欲しくなるぜ！」

　短い足でぺたぺたと机を叩くビスマルク。

「しっかりしろビスマルク。オメーがダメになると、赤目隊そのものがピンチになる。今日だって私のスケジュールまだ聞いてねーんだぞ？」

「お、おう。スケジュールな。待ってろ、今──」

　ジュジュに急せかされてポケットを探るビスマルクだが、目当てのモノが見つからないらしい。身体中をまさぐったり、叩いたりしている。

「あれっ、おかしいな、どこやった？」

「ひょっとして、これですか？」

　ミロクはビスマルクの真後ろに置いてあった小さな手帳を渡す。

「あ……それだ。サンキュ」

　恥ずかしそうにそれを受け取るビスマルクを見て「本当にダメなんだ」とこの場にいる全員が悟った。

「ねぇ隊長。どうしてもニンジンじゃなきゃダメ？」

　朝食のパンを頰ほお張ばるアーニィ。

　彼女はいつも人の三倍以上食べるため、毎朝パン屋の紙袋を抱えてやってくる。そこからサンドイッチにはさんであったレタスを引き抜いた。

「…………」

　レタスを受け取ると、無言で食べるビスマルク。

　はみはみと咀そ嚼しやくする小さな音が聞こえる。

　ウサギとしてはごく自然な行為だ。

「……どう、美お味いしい？」

「美う味まい。美味いことは確かなんだが……」

　ごくん、と嚥えん下げすると、ビスマルクは頭を抱え込む。

「なんか違うんだよなぁ～。もっとこう、口に咥えられるものがいいっつーか、あのコリコリとしたニンジンの食感か、肺に充満するタバコの煙じゃねーと」

「贅ぜい沢たく言ってんなクソがっ！」

　ジュジュが机を叩くと、反動でビスマルクが飛び上がる。

「食えるだけマシだと思えよ！」

「俺ぁ、あの刺激が欲しいんだよ！　もうニンジンかタバコがなきゃ仕事しねーぞ！」

「フザけんなテメェ！　今日は騎士団のレクに夜会もあんだぞ！　オメーが働かなきゃ赤目隊は何もできねーんだ！」

「じゃあニンジン持ってこい！　そしたら仕事してやるよ！」

　もはや子供の駄々である。

　仮にも一国の姫のスケジュールを管理する立場にありながら、ニンジンがないせいでキレる四十一歳。小さな子供が見たらなんと思うだろうか。

「おいミロク！」

「え？　はい」

　いきなりビスマルクに話を振られて、驚きながらも返事をする。

「何かないのか!?　オメー戦場での飢えとかにも詳しいんだろうが！」

「そりゃ隊長の方が詳しいでしょ」

「ジルサニアの野戦食は基本的に現地調達なんだよ！　オウガン式で何かないのか!?　戦場で食い物なくなったら、何か非常食食ったりするって聞いたぞ!?」

「ああ……そういや、草鞋わらじを食うって聞いたことありますね」

　ミロクに剣を教えた師匠から習った知識だ。オウガン帝国の野戦でも自然の食料を調達するが、城の中などで籠ろう城じようする時など、どうしても食べ物がなくなった場合はそういうモノも食べるのだという。

「なんだワラジって？」

「草で編んだ靴です」

「靴……」

「食べます？　歯ごたえはありますよ」

「いや、いい……」

　肩を落とすビスマルク。

　反抗する気も失うせた彼は、ようやく仕事をする気になったという。







　ニンジンがないわけではなかった。

　赤目隊が五本だけ所有している。

　それは赤目隊のシンボルのニンジン。騎士団の制服の胸スロットに差し込む、短いもの。新鮮なものではなく、週に一度取り替える。古いニンジンは調理され、ビスマルクの腹の中に収まるのが恒例だ。

「う……フニャッとしてやがる」

「しょうがないでしょ。それしかないんだから」

　暑さが徐々に強まる、午前中の広場。

　昼から行われる騎士団のレクリエーションに向けて、赤目隊は準備を進めていた。今日のジュジュの仕事は、開幕の挨あい拶さつと賞品の授与。士気向上のため、たまに騎士団では大々的に遊ぶ。ただ遊ぶのではなく、体力と知略が必要とされるゲームがいくつも用意されているのだ。赤目隊は参加せずにジュジュの護衛をするのだが。

「おいミロク。次はその箱の中身全部壇上に並べてくれ。そしたらアーニィと合流して昼飯食ってからジュジュの警護な」

「はい」

　ミロクの頭上からテキパキと指示をするビスマルク。やはり隊長はこうでなくては、とミロクは思う。ニンジンさえ与えておけば最高の仕事をしてくれるのだから、安いモノだ。

「う」

　そんなビスマルクの顔が青ざめる。

「ペッペッ、なんだこりゃ！　血の味がするじゃねーか！」

「ちょっと隊長、汚い！」

　上から降ってくるニンジンの欠片かけらを避よけつつ抗議するミロク。

「おいミロク、テメェまた『ニンジン一本で充分だ』とかやりやがったな！　血のついたニンジンなんて食えるかバカ！」

「仕方ないじゃないですか！　剣持てないんだから！　ジュジュが暴漢に襲われたらニンジンで対抗するしかないんですよ！」

　胸のスロットのニンジンは、ミロクにとって唯一の護身用武器である。

　剣を重んずる騎士団なのに、帯剣ができない赤目隊では、各おの々おのが剣以外の武器を持つ。ミロクは防御魔法が込められたアミュレットを使って、鉄以上の強度にしたニンジンを振るうのだ。

　そんなミロクも、まさかそれをビスマルクが食べることなんて想定していない。

「おいミロク！　代わりのニンジン持ってこい！」

「ないですよ、それで最後です」

「マジか……？」

　すでにビスマルクはミロクとアーニィとフェリサとトーラットとジュジュのニンジンを食べてしまっている。形が小さいから、あっという間になくなってしまうのである。

「どうするんですか隊長、まだ昼前ですよ？」

「う……」

　心底困った声を出すビスマルク。

　自業自得なので放ほうっておき、ミロクは先ほど命令された仕事をこなした。造花を壇上に飾り、アーニィと合流して昼食をとる。ワガママばかり言う隊長にこれ以上付き合っていられない。

「隊長、終わったんで昼飯行きますよ」

「勝手にしろ。どうせ俺はニンジンがないと何もできねぇんだよ」

　ビスマルクは文句ばかり言っていたが、結局ミロクの頭上から退どかずに、一緒に「聖書」の食堂にやってきた。昼食時なので騎士でごった返していたが、座席は多いので誰でも簡単に座れる。

「あ、隊長！　これとっといたから、食べなよ！」

　先に席を取っておいてくれたアーニィが、元気に手を振る。

「おっ！　すまねぇアーニィ！」

　アーニィが勧めてくれた皿には、輪切りにされたニンジンのソテーがのっかっていた。定食のニンジンを残しておいてくれたのだ。

「ううう、持つべきモノは優秀な部下だぜ……」

　泣きそうなほど感謝しながら、フォークでニンジンを食べるビスマルク。その間にミロクも自分の定食を購入して戻ってきた。おそらくアーニィが頼んだものと同じ定食だ。同じようにニンジンのソテーがある。

「ずっと訊きたかったんですけど、隊長ってニンジンしか食べられないんですか？」

「んなことねーぞ」

　輪切りのニンジンを頰張りながら答えるビスマルク。
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「ナリはウサギだけどよ、こうして言葉を喋しやべれるわけだし、厳密には『ウサギっぽい何か』だな。人間のメシも食えるし、ニンジンや菜っ葉だけでも生きていける」

「なるほど、そりゃそうですよね」

　喋るだけでも、ウサギとは異なる声帯が必要になる。二足歩行するのもそうだ。ウサギに見えるからそう呼んでいるだけであって、本当は何なのかも不明なのである。

　魔剣に呪のろわれたせいで、こんな姿になったという。

　そんな剣が実在したとして、果たしてどのような方法で元通りになるのか。魔法に疎いミロクには想像もつかない。

「だが、俺がニンジンを欲しがるのは、もうウサギの本能なんだろうなぁ。んでもってタバコを欲しがるのも人間としての本能だな」

「全すべての人間が喫煙者みたいなこと言わないでください。騎士団でも分煙とか始まってるんですからね」

　ミロクの皿からニンジンを奪うビスマルクに、少しだけクギを刺す。

　こうして午前中は、なんとかビスマルクにニンジンを摂取させることができた。

　問題はこれからである。







　午後になると、もう赤目隊の胸スロットのニンジンもない。昼に食べたソテーを袋に入れて保存していたビスマルクだが、それも鐘ひとつ（約一時間）でなくなってしまった。

「うぉぉぉ……ニンジン……ニンジン……！」

　あっという間に禁断症状が出るビスマルク。

「隊長、夕食まで我慢してください」

　彼を頭に乗せつつ、ジュジュの警護をするミロク。仮設テントの中で騎士たちが球技をしているのを笑顔で見つめているジュジュも、ビスマルクの様子が心配なのかチラチラとこちらを見ている。

「おいビスマルク、優勝賞品の準備とかできてんのか？」

　周囲に聞かれないよう、小声で話しかけるジュジュに、

「くぁ……やべ、王宮に忘れてきた……」

　ぐったりしながら答えるビスマルク。彼らしくない凡ミスだ。

「じゃあミロク、取ってこい」

「わかった」

　ミロクもビスマルクの現状を理解しているので、文句を言ったりはしない。頼りにならない隊長を頭に乗せたまま、ダッシュでテントを出る。

　優勝賞品である食堂のタダ券セットは、王宮のジュジュの部屋にしまってある。現在地は王宮の東にある巨大な広場なので、走らなくても充分間に合う距離だ。小走りで王宮へ向かうミロク。

　何の問題もないパシリなのだが、唯一気になる点が。

「ハァ……ハァ……ニンジン……！」

　ミロクの頭上で息を切らせているウサギだ。

　こんなに乱れている隊長は初めて見る。もはや仕事のことなど何も考えていなさそうだ。ウサギとして見るなら、とても動物的で正しい欲求だが。

「隊長、我慢して！」

「ダメだ……もう……花畑が……いやニンジン畑が見える……」

「隊長！」

「あ、そうだ」

「？」

「ニンジンがないなら、タバコを吸えばいいんじゃねーのか？」

「隊長ぉぉぉぉ！」

　間違っている。根本的に何かが違う。

「ちょっと俺の部屋からタバコとってくる！」

　そう言い残すと、ミロクの頭から飛び降りて走り出すビスマルク。脱だつ兎との如ごとく、と言うが、彼の足は本当に速く、ミロクが全速力で走ってもまったく追いつける自信がない。

「隊長、待って！　待ってください！」

　行き先は分かっている。ビスマルクの部屋だと言っていた。ミロクは王宮に飛び込み、侍従や騎士たちに睨にらまれながらも全速力でジュジュの部屋に行く。

「失礼します！」

　ジュジュの寝室には、侍従がひとりいた。いつもジュジュの身の回りの世話をしてくれる女性で、ミロクの顔も覚えている。

「あらミロクさん、どうしましたか？」

「隊長来ませんでした!?」

「ええ、つい先ほど」

　侍従が見るのは、天井。

　ちょうどその天井の一部がパカッと開き、ビスマルクが顔を出す。

「へへへ……あった、あったぜ」

　彼の部屋はジュジュの天井裏に存在する。広い王宮だが、天井裏は人間が住めるほどのスペースではない。だが虫むし除よけの結界さえ張ればウサギにとっては快適な空間なのだそうだ。それに近くでジュジュの護衛もできる利点もある。

　その天井の穴から飛び降りたビスマルク。彼の手にはシガーケースが握られていた。葉巻が大量に入っているものと思われる。

「隊長、マズイですってタバコは！」

「ん、ああ、そうだな、ジュジュの部屋で吸うと怒られるもんな……」

「だからそういう意味じゃなくて！」

　シガーケースを抱えたまま部屋を出て行くビスマルク。

　廊下に出て一歩のところで、いきなり葉巻を取り出した。さらにマッチを擦って、何のためらいもなく火を付けようとする──

　が、そこにちょうど通りかかる人物がいた。

「ビスマルクか。何をしている？」

「！」

　氷のような冷徹な声に、ビスマルクの口から葉巻が落ちた。

　ただ立っているだけなのに強烈な存在感を放つ女性だった。身体的特徴はそれほどなく、むしろ美人の部類に入るのに、そういう印象は一切持たれない。彼女が放つ恐ろしいまでの威圧感が美しさを凌りよう駕がしているのだ。

「ラ、ラムさん！」

　ミロクが彼女を指さそうとして、やめる。下へ手たなことをして斬きられてはかなわない。なにしろ彼女は、騎士を取り締まる騎士──黒鎖隊の副隊長なのだから。

「久しぶりだな赤目隊。こんな所で何をしている」

　黒鎖隊の象徴である黒い腕章と黒い剣を揺らしながら近づいてくるラム。当然、ビスマルクが持っていたシガーケースと葉巻に視線が移る。

「なんだそれは」

「タ、タバコ……だ」

　おかしくなったビスマルクですら一瞬で元通りになるほどの、冷たい視線。

「今は禁煙週間だぞ」

「お、おうよ。だから自分の部屋にタバコをしまっておこうと思ってな。金庫にでも隠せば吸うこたないだろ。なぁミロク」

「そ、そ、そうですよ！　片付けようとしたんですよね、隊長！」

　ミロクもビスマルクに合わせて作り笑いをする。

「ならば良いのだが……」

　鼻を鳴らすラム。タバコの煙が残っていないか調べているのだ。

「念のため言っておくぞ。禁煙週間内での喫煙行為は、二年以内の懲役刑が科せられる」

「懲役!?」

　何も知らないミロクが驚きよう愕がくする。

「騎士は国民の模範たるべき職業だ。安定した給料や福利厚生に恵まれている分、規律を乱した騎士に対する罰則は国民よりずっと重い」

　そういえば騎士は窃盗でも死刑になるくらい、罪が重くなるのだった。だからこそ国民に頼られる存在として何百年も慕われてきたのだ。

「そ、そうですよね。じゃ隊長、そのタバコしまって来てください」

「あぁ……」

　正気に返ったビスマルクは、とぼとぼとジュジュの部屋に戻っていく。気の毒な気もするが、懲役刑よりずっとマシだろう。







　夕方になると禁断症状も末期になり、もはや魂が抜け落ちたようなビスマルク。騎士団のレクリエーションは無事終了し、赤目隊はビスマルクなしでどうにか仕事をこなすことができた。

　しかしビスマルクがいないと、時間の配分が分からない。あとどれくらいで次の仕事が始まるか、それまでに何を準備すればいいのか、赤目隊の皆が知っているようで意外と知らないことを指摘するのがビスマルクの仕事なのだ。

　今日の赤目隊の仕事は、これで終わりではない。この後も、ジュジュが出席する夜会がある。その準備をするためにビスマルクが必要だ。

「隊長、もう少しで今日の任務終わりですから。がんばってくださいよ」

　そうミロクが叱しつ咤たするが、

「…………ジン……………………ニン……」

　もはやまともに言葉すら喋れないビスマルク。赤目隊の部屋の机を占拠するように、ど真ん中に寝転がっている。

　ここまでくると病気だ。

　治療法も分かっているのだが、それを施すことができない。

　せめて禁断症状を和らげる薬があれば良いのだが──

「できた」

　と、ミロクが思った時には、それをすでに実行している人がいた。

　フェリサが毒々しい色をしたビーカーを手にしている。

「なんだそれ、フェリサ？」

「ニンジンっぽいモンだ」

　漠然としている表現だが、なんとなく言わんとしていることは分かった。彼女は毒や薬の調合にかけては天才である。これを飲めば禁断症状が治まるに違いない。

「じゃあ、それを隊長に早く」

「んにゃ」

　ミロクがビーカーを受け取ろうとすると、フェリサは素早く手を引いた。

「薬はこれっきりだ。材料もねぇ。今、全部飲ませたら、夜まで保もたねぇぞ」

「そうなのか……」

　ビーカーの薬は、二口で飲みきってしまいそうなほど少ない。夜まで保たないとフェリサが言っているのだから、持続性はないのか。

「では、僕に任せてください」

　名乗り出たのはトーラット。

　ゴーレム使いにして、付加魔法の達人である彼が手にしているのは、ネギ。

「このネギにその薬を付加させる、というのはどうでしょう」

「……ふむ。いいかもしんねぇ」

　フェリサが首肯すると、トーラットは早速実行に移した。薬を垂らしながら魔力を込めると、ネギが淡く発光する。ミロクがニンジンに付加魔法をかけて武器にする時があるが、ちょうどそんな感じだ。ネギが強力な武器になったように見える。

「隊長、これ咥くわえてみてください」

　部屋に常備してある包丁でネギの先端を切り、ビスマルクに与えるトーラット。

　ビスマルクは虚うつろな目でネギを口にする。

　すると、効果は劇的だった。

「うお、なんだこのネギ！　ニンジンの味がする！」

「ええっ!?」

　気になったミロクもネギを少しもらう。

　ビスマルクの言ったとおり、ネギなのに甘くて、歯ごたえもコリコリしている。目を閉じれば完全にニンジンを食べているようにしか感じない。

「あっ、ニンジンだコレ！」

　同じくネギを食べたアーニィも感心している。誰だれが食べてもニンジンにしか感じられないネギは、たった一口で赤目隊に救いをもたらしたのである。

「よーし元気出てきたぞ！　仕事だオメーラ！」

　飛び起きてガッツポーズを取るビスマルク。

　隊長がやる気を起こすと、部下の士気もあがる。

　まだ残っている本日の仕事のために、ビスマルクはネギを咥えながらがんばるのであった。







　ほとんど毎日のように行われる夜会だが、今夜は騎士団での内輪向けパーティだった。本日のレクリエーションが成功したことを祝うものである。騎士団の結束を強めるための真剣な遊びなので、特に指揮をとる老騎士たちが奮闘したのである。

　遊びに見立てた隊列訓練や模擬戦闘などは、やる者も見る者も盛り上がる。毎年行われる、騎士団の良き伝統だ。老騎士たちは今年もうまくいったと、杯を交わしながら談笑する。

「みなさん。今日はもう休んでいいですよ」

　夜会用のドレスに身を包んだジュジュが微笑ほほえんだ。彼女の警護という名目でついてきた赤目隊は、みな即答しない。

　ミロクは彼女の言葉より、彼女の肩に乗っているビスマルクが心配だった。

「おう、オメーラ今日は迷惑かけたな。明日になればニンジンも入荷するだろうし、問題ねーよ」

　フェリサとトーラットが共同で作ったニンジン味のネギを囓かじるビスマルク。

「そう、ですか？　隊長、本当に平気ですか？」

「なんだよアーニィ。俺ぁもう立ち直ってるっての」

「……？」

　今話しかけたのはアーニィではなく、ミロクなのだが。

　ミロクが何かを言おうとしたその時、

「やぁ姫様、ビスマルク。今日は大変でしたな」

　ひとりの老騎士がジュジュたちに話しかけた。騎士団でも有名な文官である。主に経理を担当しており、騎士団のサイフなどとも呼ばれている男だ。

「よぉデミオール卿きよう。そっちも緑りよく貂てん隊たいの連中ががんばってたな」

「……？」

　老騎士が首を傾かしげる。

「今日はゆっくり休めや。明日になったらホラキアの槍そう兵へい隊たいとガチンコだからな？　自慢の豪腕、腐らせるなよ？」

「ビスマルク、誰に言っているのだ？　私はデミオール卿ではないし、そもそも彼は四年前に死んだだろう？」

「ハッハッハ、面白いなぁお前」

　老騎士の質問にも答えず、ビスマルクは笑っているだけ。その場にいる全員の意識に、危険を告げるシグナルが明滅した。

「いやー、うめぇなこのニンジン。このムラサキ色がたまらねーんだよなぁ」

「隊長、そのネギ吐いて！」

　ミロクがネギを無理矢理奪おうとするのだが、

「あんだぁミロク～、オメー、俺からニンジンを奪うのかぁ？」

　完全に目がイッているビスマルクが懐に手を入れると、ミロクが爆発した。

「おわぁっ！」

　いつ仕掛けたのか、ミロクの背中に小さな爆薬が仕掛けられてあり、それが爆発したのだ。爆風で前方に吹き飛び、転がるミロク。

「わぁあああっ！」

「な、なんだ!?　テロか!?」

　その様子を見て、周囲の騎士たちも騒ぎ出す。

「オメーラ、全員俺からニンジンを奪うのかぁ!?」

　ビスマルクが懐に手を入れようとする。

「隊長っ！　落ち着いて！」

　ミロクだけでなく、アーニィやトーラットもビスマルクに飛びつき、爆破を阻止する。こういうトラブルは慣れているので、大騒ぎにはならなかった。大暴れするウサギを捕らえようと、会場にいた全すべての騎士が狩人かりゆうどになった。赤目隊からも逃げだすビスマルクを捕獲しようと、全員が一丸となって追いかける。
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　が、その中には喫煙者の騎士もいた。

　彼らはビスマルクに倣って、ニンジンを買い占めた者たち。

　つまり、現在も野菜スティックを咥えているわけで──

「ニンジンよこせぇぇぇ！」

　獲物が捕食者に変わった。

　喫煙者たちが咥えているニンジンを奪おうと、ビスマルクが狂気の目で飛びかかる。もはや得意の爆弾すら使わず、ただの野性に返ったウサギである。




　そんなウサギの騒動を、少し離れた場所から見ているふたり。

「おいフェリサ。どんな毒仕込んだんだ」

　額に青筋を浮かべるジュジュ。

「違う、オラじゃねぇ」

　フェリサは床に落ちていたネギの切れっ端を手に取った。

「……オラもすっかり忘れてただ。ネギ、ウサギに与えると食中毒さ起こすんだ」

「アイツ普段、ネギ使った料理も食べてるだろ」

「副作用かも知れねぇ。調べておくだ」

「来年の禁煙週間までに頼むぜ」




　それからどうなったのかと言うと。

　ビスマルクは捕縛されたが、病気ということで釈放された。袋ふくろ叩だたきにされて気絶していた人騒がせなウサギは、翌朝起きたら前日の記憶を失っていたそうだ。

　それを聞いた赤目隊を含む事件に巻き込まれた騎士たちが「はいそうですか」と許せるはずもなく、その日からしばらくビスマルクを見たら口にニンジンを突っ込むという不思議な挨あい拶さつが流行した。

　おかげで城下町のニンジンの売り上げが倍増し、ビスマルクは一週間ほどニンジン以外のものを口にすることができなかったという。





おわり


















６　赤の月十八日　ジルサニア特別老人養護施設にて
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　正式名称は「ジルサニア王国第一王女付親衛隊『赤あか目め』」と言う。そんな長ったらしい名前を使うのは書類の上だけで、普段は赤目隊という呼称で通用する。親衛隊という響きから、姫の護衛をする部隊だと想像する者も多いが、それは半分正解で半分誤りだ。

　赤目隊の仕事の大半は、毎日せわしなく働く姫の補佐をする事である。補佐といえば聞こえはいいが、実際は雑用がほとんどだ。ジェルメーヌ姫──通称ジュジュは、大勢の国民の前に出て元気の出る言葉を紡ぐ。

「みなさん！　お久しぶりです！」

「…………」

　今日も壇上で元気に挨あい拶さつするジュジュ。その様子を、騎士ミロク・シーレンは部屋の隅で見ていた。手を後ろで組み、微動だにしない。それは並んでいる同僚も同じだ。学校の教室と同じくらいの広さの多目的室に、ジュジュの鈴のような声が反響した。

「まだまだ暑いですね。残暑に気をつけていますか？　こちらは山に囲まれた涼しい場所ですが、それでも油断はせず過ごしてくださいね！」

「…………」

　やはり仕事中のジュジュは美しい。

　普段の彼女にさんざん酷ひどい目に遭あわされているミロクでも、それだけは認めざるを得ない。よそ行きの姿なのだから当たり前かもしれないが、姫としてのジュジュは単なる美では表現できないものがある。

「今日は私の兄上も一緒です！」

「どうも皆様。本日は我々のために時間を割いてくださって、かたじけない。どうぞ楽にして欲しい」

　ジュジュの隣に立っている、第一王子アーセージ。彼もこうして立っていると、王子というより王としての風格が漂う。顔はジュジュに負けず劣らず美しいのに、全身から漲みなぎる強さが感じられる。

「…………おぅ」

　そして、彼らを前にした観客たち。

　椅い子すに座り、うつろな表情でジュジュたちを見上げている。年齢は全員六十五を越えている老人たちだ。

「おおー！　姫様、お久しぶりでございます！」

　彼らは大きな拍手でジュジュたちを出迎えてくれた。

　気持ちよく歓迎してくれるのはありがたいのだが。

「暑いですなぁ！　姫様もお気をつけくだされー！」

　楽しそうな老人たちの返事は、とにかくワンテンポ遅れていた。それでもジュジュとアーセージは嫌な顔一つせずに挨拶している。

「よくいらっしゃいました、お二方！　このような遠方まで、さぞかし苦労なさったでしょう！」

　ひとりの老人が立ち上がると、それに伴って他の老人たちも席を立つ。挨拶もそこそこに、ジュジュとアーセージたちは途端に囲まれてしまった。それでもふたりとも悪い気はしないのか、笑顔で握手をしている。

「歓迎いたしますぞ、国王様、ブリュオーネ様！」

「……ん？」

　聞き慣れない単語に首をかしげるミロク。

「いいから黙ってな」

　ミロクの頭の上で、ウサギのビスマルクが指を立てる。

「ジーサンたちみんなボケてっから、アーセージとジュジュのこと、先代の国王と女王だと思ってんだよ」

「いいんですか？」

「いいんだよ、誰だれも困らねぇ」

　そう言われるとそうだ。むしろ否定して老人たちを悲しませるのもかわいそうだ。ここは演技をして、最後まで楽しんでもらうのが最善だろう。

「国王様、お久しゅうございます！　私、あの大戦から生き延びて、ずっと国王様に一言お礼を──」

「王女様のお加減はいかがですか？　まだ生まれて間もないのでしたら、服を縫いましょう！　ワシはそういうのが得意で──」

　ここはジルサニア城下町から東に行った場所にある、山の麓ふもと。そこには自力で生活することが困難になった老騎士たちが暮らす、騎士団専用老人ホームがある。男女共用の施設だが、九割が男性入居者という特色がある。

　今日のジュジュの仕事は、その慰安であった。







　挨拶が終わり、ジュジュとアーセージが歓声を浴びながら多目的室を出ると、廊下でひとりの男性が待っていた。

「ありがとうございます、アーセージ殿下、ジェルメーヌ姫」

「いや、こちらこそ歓迎してくれてありがとう」

　四十代か五十代くらいだろう。多目的室にいた老人と比べると、入居するには若すぎる。背筋も腰もピンと伸び、そしてなにより、ふたりの名前を間違えなかった。

「老人ホームの管理をなさっている、アントンさんだよ」

　誰だか分からないミロクのために、隣にいたアーニィが説明してくれた。彼女を含め、ミロク以外の隊員は皆ここを訪れたことがあるらしい。

「おお、赤目隊の新人さんですかな」

　初めて出会うミロクが気になったのか、アントンが近づいてくる。

　何をするのかと思いきや、ミロクの肩や腕を握ったではないか。年の割にものすごく握力が強く、岩のような手だった。

「ほう、見かけによらず、かなり鍛えられていますな。この筋肉は……両手で使う武器が得意なようだ」

「あ……はい」

　それでミロクもアントンの強さが分かった。筋肉の付き方で得意な武器を当てるということは、それだけ多くの人間を見てきた証あかしだ。

「アントンはな、もと騎馬師団の副団長だったんだ。今のアーセージより強かったな」

　ビスマルクが説明すると、

「とんでもない。今はとっくに枯れております」

　謙けん遜そんするアントン。それだけではなく、アーセージの腕にも触れる。

「殿下も鍛えておられるようですな」

「いや、まだまだだよ。貴方あなたにはとても追いつけない」

「私はともかく、殿下は謙遜なさっている場合ではないですぞ？」

「え？」

　何事か分からないミロク。

「う……しまった、そうだった」

　思い出したアーセージが、彼にしては珍しく渋い顔をする。

　そして何かを思いついたように、

「おいミロク。ちょっと私を手伝え」

「手伝えって……何をです？」

　ミロクが尋ねたその時、ちょうど多目的室の扉が開き、老人たちがゾロゾロと出てきた。みな杖つえをついているため、廊下にゴトゴトと音がする。こちらに気がつくと、子供のようにパァッと明るい顔になる。

「おーっ、国王様。そろそろいつものアレを見せてくださいませぬか!?」

「そうじゃ、国王様と言えばアレじゃ！」

「準備は済ませておりますぞ！」

　アーセージが何に渋い顔をし、老人たちが何を期待していたのか、ミロクはすぐに知ることとなる。







　支度をする時に聞いた話なのだが、老人たちが誤解している前国王、すなわちアーセージとジュジュの祖父は、それはもう強くて有名な剣豪だったのだそうな。伝説ではたった五騎で二千の兵を破ったとか、ひとりで竜殺しをやってのけたとか、魔法の光すら斬きったとか、眉まゆ唾つば物ものの逸話がたくさんあるのだという。

　それが噓うそか本当かミロクに判別はつかないが、アーセージもジュジュも口を揃そろえて前国王の強さは保証してくれた。

「いいかミロク。動くなよ。絶対にな」

　そんなミロクが着せられているのは、全身を覆う甲かつ冑ちゆう。装飾用の甲冑であるため、魔法はかかっていない。だからものすごく重い。歩くことはできても、走ることはできないだろう。

　老人ホームの外は涼しい森になっており、近くを川が流れている。心癒いやされるせせらぎに耳を傾けながらも、ミロクの全神経は目の前のアーセージに集中していた。彼は剣を構えており、ターゲットはミロクだ。

「国王様！　いつものようにスパッとお願いしますぞー！」

　観客の老人たちが楽しそうに歓声を上げている。

　前国王の得意技の一つに、甲冑斬りというものがあるそうな。曰いわく、中の人間を傷つけずに甲冑のみを真っ二つにするのだという。ジルサニアの付加魔法がかかった甲冑なら不可能だが、敵国の鎧よろいならできるかもしれない。

「任せておけ！　いつものようにスパッとな！」

　笑顔で返すアーセージだが、その表情が曇くもっている。

「殿下、いつものようにスパッとできるんですか!?」

　小声でミロクが尋ねるが、

「知らん！　私だって初めてだ！」

　と小声で返された。

　それはそうだろう。ミロクにだってできるかどうか自信がない。

「だが皆の期待に応こたえぬわけにもいくまい……！　前回のように付加魔法がかかった剣を叩たたき斬るよりはマシだ」

　そういう人なのだ、アーセージもジュジュも。国民の望むことなら、なんだってする。

　アーセージの剣の腕は信用している。ミロクと互角、いや、片手剣に限って言えばミロクよりも技術は上。それでもやったことのない、さらに命がかかった技の相手をするのは度胸が要る。

「いいか、呼吸を合わせろ。お互いの息が合わないと無理だ」

「は、はい」

　アーセージの目を見て、ミロクは深呼吸する。

「そう言えばミロク」

「はい？」

「お前、ここに来る途中ずいぶんジュジュとイチャイチャしていたな。身体からだが触れそうになるほど近くにいたが、よからぬことを考えた場合は──」

「なんで今そんな事言うんですか！　早く斬ってください！」

　甲冑からくぐもった声を出すミロク。

　しかしそのツッコミのおかげか、ふたりの呼吸が見事に一致した。ミロクが来る、と思った時、アーセージは剣を静かに振り下ろしていた。

「おおっ！」

　老人たちも、赤目隊も歓声を上げる。

　ミロクの視界が急に晴れた。同時に身体が軽くなる。甲冑がバラバラになって地面に落ちていく。アーセージはやってのけたのだ。

「さすがじゃあ！　国王陛下の腕は衰えておらん！」

「これでジルサニアも安泰じゃ！　ホラキアの脳筋ども、今に見ておれ！」

　手を叩いて喜ぶ老人たち。アーセージも汗だくになって息を吐いている。

　素直に喜べないのはミロクだけだ。本人には達成感も何もないのだから。

「ああ、大丈夫ですか!?」

　管理人のアントンが救急箱を手に駆け寄ってくる。

「へ、平気です……ちょっと切れてるけど」

　額にかすり傷を負った程度だ。アーセージでなかったら命すら奪われていただろう。

「情けないですねぇ、ミロク」

　そんなミロクをよそ行きの顔と声で嘲ちよう笑しようするジュジュ。

「あの程度、兄上の剣を信じていれば少しも怖くないのに」

「……へー、じゃあ姫様も同じ真ま似ねができるんですか」

　よそ行きの口調ではあるが、少しも恭しい態度を見せないミロク。ジュジュはミロクの青ざめた顔を見て、まだ可お笑かしそうに笑っていた。

　が、老人たちはテンションを保ったまま、こう言う。

「ささ、次はブリュオーネ様の舞ですぞ！」

「おお、そうじゃそうじゃ！　数十年ぶりに、あの舞が見とうございます！」

「え……舞？」

　ミロクが尋ねる。

「そうじゃ！　ブリュオーネ様は、藍らん山ざん同盟の珍しい舞を知っておってのう！　これがまた美しいのじゃ！　ワシらが戦いに行く前、よう踊ってくだすったものよ！」

　自分の手柄のように話す老人たち。

　なるほど、ジュジュが今のように国民を鼓舞する仕事をしているように、先代の后きさきも似たような事をしていたのか。

「王家の人たちって、みんなすごいなぁジュジュ」

　感心しつつジュジュを見るミロク。

「……ジュジュ？」

　彼女は額から汗を流して固まっていた。

「……もしかして、踊れって言われたの初めてか？」

　ミロクの問いに、ジュジュはかろうじて首を縦に振るだけだった。







「オラの部族じゃ、踊りはあんま……歌とかなら」

「歌じゃダメなんだよ！　なんか隣の部族の踊りとか知らないのか？」

「うーん……」

　老人ホームの裏手で、藍山同盟出身のフェリサから情報を引き出そうとするジュジュ。皆みんなが見ていないところではぶっきらぼうな素の性格が出るが、だからといって事態は好転も悪化もしない。

　珍しく困り顔のフェリサだが、こればかりはミロクたちも助け船を出せない。この中で踊れる者はほとんどいない。

　先ほどアーセージが甲冑斬りをした場所に、老人たちが自ら簡易ステージを作ってくれている。よほど楽しみなのだろう。

「あたし、ホラキアの踊りなら知ってるよ？」

　アーニィが軽快にステップを踏むが、

「それ、フツーにカッコいいけど、藍山の踊りじゃないってバレるだろ」

　ジュジュは渋い顔のまま。

「そもそも、藍山の踊りってどんな感じなんだ？」

　気になったミロクがフェリサに尋ねてみる。

「んと……部族によって違うから、なんとも言えねぇ。腕だけで踊る部族もありゃ、剣で踊ったり、全身に火のついた藁わらを身につけて踊ってる部族もあんだべ」

「本当に色々あるんだな」

　その中から先代の后ブリュオーネが得意だった踊りを知るのは不可能ではないだろうか。

「ん？　待てよ」

　ビスマルクが何かを思いつく。

「ジュジュ。今のアーニィの踊り、できるか？」

「足のヤツ？　こんな感じ？」

　試しにやってみたジュジュの足さばきは、アーニィほどではないがホラキアの踊りの特徴をよく摑つかんでいた。ミロクなら二歩目くらいで転びそうなのに。

「そしたらフェリサ、知ってる踊り少し教えてくれ」

「んだども、オラ」

「下手でも、全部知らなくてもいいんだ」

　そう言って、ビスマルクは両手を広げる。

「あとはジルサニアの社交ダンスだな」

　ビスマルクが何をやろうとしているのか、ミロクにはさっぱり分からなかった。ジュジュはアーニィの踊りが気に入ったのか、先ほどからステップを踏んでいる。踊りの才能もあるのだろう、クルリとターンするジュジュは人形のように美しかった。







「おおー！　ブリュオーネ様！」

　老人たちから熱い拍手が浴びせられる。

　ステージのジュジュはターンを決めると、腕を上げて奇妙に身体をくねらせる。その状態で軽快に足を動かし、またターンする。

　先ほど見た全すべての踊りをミックスした創作ダンスなのだが、こうして見ればジュジュの体たい幹かんやリズム感のせいで藍山同盟の踊りに見える。新しく見つけた部族の踊りだと言っておいたせいか、老人たちも誰ひとり疑わずに眺めていた。

「綺き麗れいじゃ……まるで女神様じゃあ！」

「おお……トシのせいか目がかすんで良く見えんが、すばらしい踊りじゃ！」

　拍手がどんどん大きくなり、老人たちは夢中になって手を叩く。踊りを見ているのか、それとも拍手をしているのか分からなくなる。

　やがてキリのいいところでジュジュが踊りをやめると、観客に向かって一礼。

　すると老人たちは大きな拍手で返すのかと思いきや、揃ってジュジュに一礼をした。まるで女王に忠誠を誓う騎士のようだ。

「それではレクリエーションはこのくらいにしておきましょう。殿下も姫様もお疲れでいらっしゃる」

　アントンがそう言うと、老人たちは解散する。ゴトゴトと杖の音が響き、それぞれホームの中に帰ったり、近くの川べりに座ったりしている。さすが元騎士というべきか、介助が必要なほど足腰が弱っている人はほとんどいなかった。

「おつかれさま、ジュジュ」

　ミロクがタオルを渡す。

「あ、ありがとうございます……なんとかなるものだ……ですね」

　先ほどのミロクのようにゲッソリと青ざめて、地の言葉も出そうになるジュジュ。何を要求されるか分からないというのは、とても怖いものである。

「ミロク、お水を持ってきてください」

「承知しました」

　もはや阿あ吽うんの呼吸でパシリに立つミロク。

「ああ、それでしたら私が」

　アントンが代わろうとするのだが、

「良いのだアントン。ミロク、しっかり働くのだぞ」

　アーセージに遮られ、ミロクは苦笑する。

「殿下のお水もお持ちしますので、しばしお待ちください」

「いや、それには及ばない。私は仕事があるので、先に帰る」

「あれっ、そうなんですか？」

「名な残ごり惜おしいが、後は頼むぞミロク。ジュジュに手を出そうなどと考えるなよ。もしも指一本でも触れてみろ、全身に蜜みつを塗ってこの大自然に放ほうり込んでやるからな」

「わかりましたってば！」

　むしろミロクの方が念を押すような形で、アーセージと別れることになった。

　そして玄関から老人ホームに入り、先ほどのジュジュの踊りに興奮している老人たちをかき分けるように台所へ向かう。場所は壁に案内図が貼はられてあったのですぐに分かった。

「ん？」

　その途中、廊下でミロクは足を止める。

　とある開け放たれた部屋に、無造作に転がっている剣を見つけたのだ。

「これ……いいのか？」

　元騎士が集まる老人ホームとはいえ、剣を抜き身で転がしておくのはまずいのではないか。ケガでもしたらどうするのだ。

　いや、よく見れば部屋の中には剣がいくつも立てかけられていた。どれも使い込まれており、ほこりを被かぶっていない。

「使ってる……のか？　いや、まさかな」

　ここは現役から退いた騎士が集う老人ホームだ。剣を持つ理由が見あたらない。

　それよりも今は水だ。遅れるとジュジュに怒鳴られる。ミロクは急いで台所に飛び込み、炊事係に事情を説明して人数分の水をもらった。

　急いでジュジュたちの所まで戻らねば。そう思ったのだが、台所の窓からジュジュの後ろ姿が見えるではないか。外の広場からグルリと回ってきただけだったのだ。

　ならば窓を開けて、誰かに水を渡せばいい。そう考えるが、ジュジュ以外の連中は全員ステージの片付けを手伝っていた。老人たちは舞が見られるからと喜び勇んでステージを設営したはいいが、見終わったらとんと興味を失ってしまったらしい。

　ならばジュジュに直接渡せばいいかと思い直すのだが、ジュジュはアントンと会話している様子。

「…………」

「……！…………」

　何かをアントンに言われ、虚を突かれたように目を丸くしているジュジュ。

　はて、何の会話をしているのだろう。

「…………」

「……？……！」

　かと思えば肩をすくめ、首を振っている。何かを批判しているようだ。この老人ホームのことだろうか。いや、それならジュジュが否定するわけがない。

　もうちょっと近づいてみる。わずかだがジュジュの声が聞こえた。

「はい」

　俯うつむいてはいるが、何やら嬉うれしそうな顔のジュジュ。

「……ただ、もうちょっと賢かったら、と思う時は多々ありますけどね」

　舌を出して微笑ほほえむジュジュに、アントンは大笑いする。

　とても和やかなムードの中、なんだかミロクが出ていくのがはばかられる。かと言って要求された水をいつまでも持っているわけにもいくまい。

　出て行きたいのだが、なんとなくふたりの邪魔ができない。

　親子のような年齢差で、かつジュジュは素の性格を隠しているのに、ふたりはとても信頼し合っているように見えた。

　窓一枚隔てた厨ちゆう房ぼうで、ミロクはなんだか取り残されたような一いち抹まつの寂しさを感じる。
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「…………」

　出ていくべきか否か、しばらく窓の前で考える。

　が、その思考は誰かの悲鳴で打ち消された。

「あっ！」

　立ち上がるアントンが見ているのは、川沿いを走っている獣。

　土煙を上げて走っているのは、イノシシだ。

　山から下りてきたのだろう。はぐれたのか、エサを求めて来たのか。

　どこまでもまっすぐ走るイノシシは、ステージを片付けている赤目隊の脇わきを通り抜け、ジュジュとアントンがいた場所まで突進している。

　仮にジュジュとアントンが避難しても、あれでは老人ホームに激突する。

　そう考えた時には、身体が動いていた。

「ジュジュ！」

　窓を開け、窓枠に足をかけて外に飛び出す。

　ジュジュとアントンの盾になるように立ちはだかり、こちらへ走るイノシシに向かって全力で走り出す。

「うおおおおおおおおおおっ！」

　絶叫と共に繰り出した両手。

　格闘技はアーニィの足下にも及ばない。だが鍛えられた筋肉は裏切らない。

　そして、騎士としてジュジュを守るという誓いも背中を押す。

　まるで高速で移動するゴーレムのようなイノシシの鼻っ面を殴るようにして、両手で顔面を摑む。目玉を指で突き、顔を背けたイノシシの頭をひねり、同時に倒れ込んだ。

　イノシシと土に挟まれ、身を削られるような痛み。

「いってぇぇぇぇ！」

　地面を転がるミロク。

　しかしイノシシも一緒に倒れた。あとは殺すか縛るかすれば、もう誰かに危害を加えることはないだろう。

「よしっ！」

　すり傷だらけだが、気分は清すが々すがしい。

　やはりこういう仕事の方が性に合っている。姫の盾は忠実に働くことを期待されているのだから。

「おーおー、兄ちゃんやるのー」

　騒ぎを聞きつけた老人たちが集まってくる。

　褒めているわりには、倒れたミロクを杖でツンツンつついたりしているが。

「無様じゃが、いい力じゃったのー」

「だがまだ腰に力が入りきっておらんなー、フォフォフォ」

　十人ほどの老人がミロクを笑っている。

　助けたというのに、なんという仕打ちだ。しかし無様なところを見せたのは事実だし、まだ修行が足りない自覚はあったので、ミロクは反論しない。

「ててて……」

　立ち上がろうとするミロク。だがまだ腰が痛くて立てない。

「大丈夫ですかミロク？」

　そんなミロクに手を差し伸べるジュジュ。

「あ、ありがとう」

　自然に手を取って立ち上がるミロクだが、

「こりゃ！　ブリュオーネ様のお手を！　なんちゅう破廉恥な！」

　老人たちが一斉に怒り出す。彼らにとって主君のようなブリュオーネに触れることは、とても畏おそれ多おおいことなのだろう。

　しかしミロクにとっては、ジュジュだ。姫ではあるが、もはや近すぎる存在である。畏れ多かろうが、これがジュジュとミロクの付き合い方である。

　そして今、ミロクはジュジュの手をとる資格があると思っている。騎士として主君を守った褒美だ。

　そんなジュジュはミロクを助け起こしながら苦笑している。

「……ったく、無理しなくてもいーのに」

「何言ってんだ。あのままだったら、イノシシに突き飛ばされてただろう」

　ジュジュの手は少しだけ汗ばんでおり、緊張していたことが分かる。

　無理をしてでも助けたくなるではないか。

「お？」

　老人たちが山の方を見る。

　すると、そこには別のイノシシがいるではないか。

「いいっ!?」

　しかも先ほどのイノシシの数倍は大きい。高さだけでもミロクの身長より高い。どこかの岩山が前傾姿勢を取ったような印象だ。

　あれがぶつかれば、人の命どころではない。老人ホームが跡形もなく破壊されてしまう。城下町の外には、こういう化け物じみた獣がよくいるのだ。

「さっきのイノシシの親ですかね？」

　アントンが平然と分析する。

　ということは、倒れている子供のイノシシの仇あだ討うちに来たのか。

「く、くそっ！」

　もう一度戦闘態勢をとるミロク。

　だが足腰に力が入らない。先ほどの子イノシシですらギリギリだったのだ。その数倍の親相手に正面から立ち向かえば、止めるどころか生きて帰れるかも怪しい。

「逃げてミロク！」

　さすがにあれには勝てないと思ったのか、ジュジュが叫ぶ。

「逃げねぇよっ！」

　ここで逃げたら、誰だれがジュジュを守るというのか。

　それにジュジュが無事でも老人ホームが危ない。壊れたら入居者だけでなく、ジュジュもアーセージも悲しむだろう。

「ぐぅ……っ！」

　ミロクは一歩踏み出した。腰に激痛が走り、歩くだけでも苦しい。

　──せめて剣があれば。

　そう願うも、ジュジュからは遠い。すでにイノシシは地を足で蹴けり、突進しだした。土ど砂しや崩くずれのような轟ごう音おんが猛スピードで迫ってくる。

「なんじゃ、腰やっとるのか若造？」

　近くにいた老人がミロクの腰に触れた。

「おじいさん、危ない！　離れて！」

　ミロクが怒鳴る。

　しかし老人はミロクから離れない。

「おーい、兄ちゃん腰イッちゃってるわい。ちょっと誰か頼むわー」

　野の良ら仕事の手伝いのように、気楽に言い放つ老人。

「あいよ」

　その言葉を受けて、ふたりの老人が立つ。杖をつきながら、突進してくるイノシシの進行ルートを横切った。

「危な──！」

　ミロクが叫ぼうとした瞬間、信じられない事が起きた。

　イノシシがひっくり返ったのだ。

　前方に突進していたはずなのだが、まるで鉄棒で逆上がりをしたように宙を蹴り、そのままクルリと背中から落ちたのである。

「へ？」

　きょとんとしたのはミロクだけ。

　ジュジュも、ビスマルクをはじめとする赤目隊も全員平然としている。

　倒れたイノシシの側そばにいる、ふたりの老人。

　彼らが一瞬の早業でイノシシの足を払ったのは、ミロクの目なら見えるはずだった。しかしまさかあのヨボヨボのおじいさんにそんな事ができるはずがないと思い込んでいた。

「……何をしたんです？」

　ミロクの腰に触れている老人に尋ねる。

「今時の若いモンはマダラツノイノシシの仕留め方も知らんのか？　全力で走っている時に、スネの部分を払うと簡単に転ぶんじゃよ。力なんぞ少しも要らんぞ？」

　ミロクの出身であるオウガン帝国ですら、そんな仕留め方はない。そもそも知識として知っていても、実践できる自信がない。

「あー……そうか」

　ようやく思い出したミロク。

　ここは元騎士が集う老人ホームだった。

　アーセージの剣の腕を見て興奮したのもそうだし、戦いくさの前の舞を見て喜んだのもそうだ。彼らはそういう荒事を日常的に見ている──つまり、歴戦の勇士だったのである。

　その老いた身体からだと頭には、今までの戦いの経験が詰め込まれているのだ。

「ホホー！　一週間はイノシシ肉に困らないぞい！」

「アントンさんや！　桶おけ持ってきてくれ！　肉を入れるぞ！」

　倒れたイノシシに老人たちが十人くらい群がり、杖に仕込んだ剣で解体していく。慣れた手つきで皮を剝はいで内臓を取り出し、それなのに手以外の部分は血で汚れていなかった。それほど日常的にイノシシを狩っているのか、彼らは。

「あー、ミロク」

　腰を押さえてくれた老人が解体作業に加わると、ジュジュが肩を叩たたく。

「気にすんな。ここのじいちゃんたちは、全員ちょっと強すぎて普通の老人ホームの入居を断られた人たちばかりだから」

「あまりフォローになってねぇよ……」

　経験が足りないとはいえ、杖がなければ歩けない老人に負けたショックは大きかった。これでも剣の国オウガン帝国では負け知らずの剣士だったのだから。

　しかも彼らがいなければジュジュがケガをしていたかもしれない事実が、またプライドを傷つける。

　剣士としても騎士としても完敗だった。

「まぁまぁ、気を落とさないでください」

　そんなミロクの肩を叩くアントン。

　突然、彼はミロクの耳元でこう囁ささやいた。

「私も元騎士ですからね。色々見てきましたよ」

　ミロクがふて腐れていると分かったのか、アントンは唐突に話題を変える。

「今日のジェルメーヌ姫も見ておりました。去年に比べて、とても優しくなられた。なんというかこう、安心しているように思えたのです」

　去年のジュジュはどんな感じだったのだろうか。そこまでトゲトゲしい態度を取っていたとは思えないから、アントンでないと気づかないくらいの変化だったのだろう。

「不思議に思って私、つい先ほどお尋ねしたのですよ。今年に入って何かあったのかと。それで『安心』の理由を聞きました」

　それがミロクだと言いたいのか。

「姫様は貴方あなたのことを愚ぐ鈍どんだとおっしゃっていました。私としては戦闘の状況判断は素晴らしいと思ったのですがね。そこは一緒に過ごしている姫様の方が詳しいかと」

　それは陰口でもなんでもなく、毎日のように言われていることだった。

「ですが、愚鈍だろうが瀕ひん死しだろうが、最後は必ず姫様を助けてくれると──そうおっしゃっていました」

「……はい」

　それはミロクの誓いだ。

　老人たちに比べて弱かろうと、絶対に曲げない魂だ。

　そうだ。ジュジュに安心を与えるのが、姫を守る騎士としての役目だ。

　弱いからといって、こんなところでくじけていてはジュジュの側にいる資格がない。

「ん？」

　その時、また大きな地響きが聞こえてきた。

　振り返ると、またイノシシ。

　子イノシシよりも、親イノシシよりも大きかった。あれは岩山というか、もう山だ。あれが突進したら城下町を覆う石壁ですら崩れるのではないか。なんであんな怪物が平気で山の中にいるのだろう。

　鍋なべの支度をしていた老人ですら驚きよう愕がくしている。

　ただひとりこの事態を喜んでいるのは、ミロクだけ。

「……やっぱり、やられっぱなしは嫌だな！」

「ほう、行かれますか」

　アントンも笑顔で首しゆ肯こうし、ミロクを止めようともしない。

「いいですね、その若さ。姫様のために存分に発散すると良いでしょう」

「はい！」

　拳こぶしを握り、腰を落とす。

「ジュジュの騎士になるなら──あれくらい！」

　これからイノシシよりも大きな困難が待ち受けているかもしれないのだ。その時に「ダメでした」ではジュジュを守れない。

「うおおおおおおおおっ！」

　叫ぶミロクを誰も止めない。赤目隊も老人たちも微笑ほほえましく見送っている。

「おい！　剣くらい持ってけバカッ！」

　唯一心配してくれたジュジュの声も耳に入らず、決意を胸に秘めたままミロクは全力で走り出すのだった。
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　姫の護衛ならびに仕事の補佐をする赤あか目め隊たい。彼らに要求されるのは、第一に体力、第二にも体力。どのような仕事であれ、元気がないとやっていけない。

　にもかかわらず、体力だけは誰だれにも負けない騎士ミロクは、激しくダウンしていた。

「もう……終わりだ……」

　ジルサニア王国騎士団詰め所、通称「聖バイ書ブル」の地下一階にある赤目隊の部屋。その隅っこで膝ひざを抱えてうずくまっているミロク。本日の彼は誰が見ても萎しおれていた。

「おいミロク。何があった」

「…………俺おれなんて……俺なんて……」

「聞けこの馬ば鹿か！」

　亡者のように譫うわ言ごとばかり呟つぶやくミロクの頭をスリッパではたくのは、彼の上司でありこの国の第一王女であるジュジュ。彼女はいつもどおり、溢あふれる元気が麗しい美び貌ぼうを輝かせている。

「何があったか説明しろって言ってんだ。でないと仕事にならねーんだよ。ただでさえ今日は忙しいってのに……」

「……！」

　そこでミロクはジュジュの顔を見上げた。

　思い出したのである。性格も境遇もまったく違う彼とジュジュに、唯一共通する話題を。それは他の誰とも共有していない事柄なのだが、隠すようなことでもなかった。

「ジュジュ……俺……」

「わあ、なんだなんだキモイ」

　泣きそうな顔で手を伸ばすミロク。

「俺……コニーとケンカした……」

「あぁ!?」

　コニーとはミロクの妹であり、ジュジュの学友である。

「それでこんなに落ち込んでんのかオメー」

　呆あきれた顔のジュジュ。ミロクはたったひとりで千を超える軍勢に立ち向かった経験があるのだが、その時だってこんなに絶望していなかった。

「で、原因は？」

「それがさ……今日の事なんだよ」

「今日？　騎士団の？」

「ああ。体験入隊」

　ジルサニア王国でもっともポピュラーな職業である、騎士。国の様々な事業に携わり、人々の暮らしを支えてくれる。そんなジルサニアの象徴とも呼べる職業を、学生たちが見学に来る日なのである。

　幼年部の子供たちもいれば、中等部の若い少年少女も来る。これからの将来を決めるために、さまざまな部隊の仕事を実際に見て聞いて体験してもらうのだ。そして騎士団の方も、将来有望な若者を見定める大事な機会なのだ。

「それに……コニーが来るって……」

「いいじゃねーかよそれくらい！　何が不満なんだよオメーは！」

　もう一度スリッパで叩たたくジュジュ。

「だってよぉ！」

　ようやくミロクは顔を上げ、ジュジュに訴える。

「コニーが騎士になる必要なんてないだろ！　俺が騎士やってんだから！　ジュジュだって一家三人養えるくらいの給料は払ってくれてるし、無駄遣いだってしてないんだぜ!?　俺の仕事がそんなに不満なのかよ！」

「……そりゃ、まぁ。コニーを働かせる必要はないけどさ」

　むしろミロクは倹約する方だ。趣味と言えば剣に関する本を読むくらいで、騎士として稼いだ金は全すべて家に納めている。加えてオウガン帝国から亡命する時に持ち出した金もまだ底をついていない。

「それにさぁ！　コニーが騎士団に入ってみろ!?　大変なことが起きるぞ!?」

「……なんだそれ？」

「騎士団にはヤバい男どもがたくさんいるんだ。俺が常に目を光らせても、コニーに近づこうとする輩やからはいる。ディアートのような女たらしがコニーを狙ねらってるかと思うと、あああああ頭痛がしてきた」

「…………」

　全力でスリッパで叩かれた。

「いってぇなさっきからパンパンパンパン！　なにすんだよジュジュ!?」

「ようやく元気が戻ってきたのは結構だが、そんな理由でケンカしたのかこの変態シスコン騎士」

「そんな理由とはなんだ！　俺は兄として、妹の将来を真剣に考えてだな──」

「うっせぇ！　んなことで仕事に差さし支つかえられっか！　体験入隊の学生は、赤目隊だって見学に来るんだぞ!?」

「そうだ、それだよ！」

　思い出したミロク、指を立ててジュジュに詰め寄る。

「ジュジュ、お前も危ないんだぞ!?」

「？」

「コニーはお前が姫だって知らないんだ！　今日ここに来られたら、バレるぞ！」

「あぅ……！」

　気づいたジュジュも沈黙する。

　彼女とコニーとは学園での友達であり、それ以外の正体は隠して付き合っている。姫だとバレたら、その関係が揺らぐのは間違いない。

「あ～、そっか……どうしよう」

　落ち込んで頭を抱えるジュジュ。いつの間にか立場が逆転していた。

「どうする？　体験入隊は今日の午後からだ。もうすぐだぞ？」

「よし、こうしよう」

　ミロクと違って頭の回転が速いジュジュ。すぐに立ち上がり、作戦を考えた。

「要はコニーが騎士団に入らなければいいんだろ？　今日の体験入隊で、騎士団に幻滅すればいいわけだ」

「おい、コニーに変な真ま似ねしたら……！」

「大丈夫大丈夫。ちょっと話つけてくるわ」

　そう言ってジュジュはさっそく部屋を出ていってしまった。

「って、オイ仕事は!?」

　さきほどまで仕事もせずに落ち込んでいたはずの騎士が叫ぶが、閉じたドアに遮られてしまった。
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　ジルサニア騎士団の中枢である「聖書」は、隣接している煌きらびやかな王宮とは対照的に無骨だ。そもそも「聖書」というのは異名であり、その味気なさからつけられたものだ。余計なことには金を使わない、実直な騎士の象徴とも言える。

　その「聖書」の入り口前には、現在多くの学生が溢れていた。ジルサニア国立学園の生徒たちである。

　数は五十人ほど。学園からの強制ではないため、それほど多くない。

「それでは、これから自由行動とします。各自、地図とパンフレットを参考にしつつ、受付の騎士に希望する部隊を伝え、速やかに見学してください」

　というのも、今さら騎士の仕事を見に来るジルサニア国民は少ない。ジルサニアに生まれていれば、どこにいても騎士を見るからだ。そのため、わざわざ見学してまで見る必要が生じる人といえば、よほど騎士に興味がある者か、他国からの移民しかいない。

「わー、おっきいなー」

　他の生徒に混じって「聖書」を見上げるのは、コニー・シーレン。

　彼女はミロクと同様、オウガン帝国から亡命した身であり、ジルサニアで暮らしてまだ三年しか経たっていない。

　そのため騎士団の詰め所ですら新鮮に感じる。

「わー、おっきー！」

　彼女の隣で幼年部の子供たちが同じ感想を述べているのを見て、少し顔を赤らめる。

「えーと、それで……」

　コニーはメモ用紙を取り出す。

　ここに来る前、友人のジュジュが急いで渡してくれたものだ。どこからやってきたのか、汗だくになってまでコニーに教えてくれたのは、見ておくべき部隊。

　なんでも「騎士団を見るなら、絶対にココ！」と言う部隊があるそうな。

「どんな部隊なんだろ」

　疑問に思いながらも、コニーは期待に胸を膨らませつつ「聖書」に入っていった。







「よし、コニーに伝えてきたぞ！」

「おう、ありがとな！」

　汗だくになりつつも、やり遂げた表情のジュジュを迎えるミロク。赤目隊の部屋にはすでに誰もおらず、体験入隊の準備が進められていた。赤目隊の希望者は今のところいないが、それでも一日の終わりに学生へ向けたジュジュの演説があるので支度をする必要があるのだ。

「で、コニーに見せたい部隊って、どこ？」

「朱しゆ熊ゆう隊たいに頼んできた！」

「なっ……！」

　サワヤカに答えるジュジュだが、ミロクの顔は青ざめる。

「お前、あそこがどういう部隊か知ってんのか！」

「知ってるよ。騎馬師団の右翼の先陣を務める突撃部隊だろ。バリバリの戦闘部隊だから屈強な男が揃そろってるよな」

「にしたってアイツら人間じゃねーだろ！　趣味は筋トレ、特技はパンツ一丁で山ごもり、剣だって鉄板焼きできそうなほどデカイ特注品だろ！　部屋だって汗臭いし！」

　ひどい言われようだが、その朱熊隊は確かに騎士団でも有名で、名前の通り熊くまのような体格の男しかおらず、その部屋は女性騎士が近寄りもしないのだ。

「だからいいんだろ。コニーに行かせて、幻滅してもらわねーと」

「ぐっ……！　そ、それはそうなんだけど」

　もしもあの連中にコニーを会わせたらどうなるか想像してみる。

　きっと女にもモテない、というより女という存在を理解するより筋トレをした方が楽しそうな連中だ。コニーを未知の生物を見るように扱っても不思議ではない。

「あああ、コニーが危ない！」

「いや、さすがにそこまで危なくねーだろ！」

　ジュジュのツッコミも無視して、ミロクは頭を抱える。

「頼むジュジュ！　俺に剣をくれ！」

「何に使うつもりだバカ！　落ち着け！」

「これが落ち着いていられるか！」

　錯乱しながら部屋を飛び出すミロク。

「あ、おい！　仕事は!?」

　ジュジュの言葉も耳に届かず、一目散に朱熊隊の部屋まで走るのだった。







　朱熊隊を見学しようと試みた学生は、コニーの他ほかにも数名いた。噂うわさを知っている男子学生が数名なのに対して、よく知らずに「強い部隊」と聞いて憧あこがれた女子生徒もいる。

「コニー、本当にこの部隊でいいのか？」

　尋ねる男子学生も、背が高くてがっしりとした体格。

「う、うん。ジュジュがいい部隊だって言ってたから」

「うーん、ジュジュがねぇ……つーかアイツ今日休みだろ？　なんで急いでコニーに教えてくれたんだろうなぁ」

　首をかしげつつ、男子学生が朱熊隊の部屋の扉をノックする。

「すみません！　体験入隊に来たんですけど！」

「どうぞ！」

　返事を待ってから扉を開ける。

　するとそこに待っていたのは──

「ようこそ、少年少女たち！　歓迎するよ！」

　花の匂においが充満していた。

　綺き麗れいに整せい頓とんされた部屋の中で待っているのは、数名の騎士。貴族が使っていそうな椅い子すに腰をかけている者もいれば、チリひとつない床に足を組んで座っている者も。そのどれもが清潔な制服を身につけていた。

「やぁやぁ君たち！　我々が朱熊隊だ！　よく来てくれたね！」

「あ……あれ？」

　肩すかしをくらったのは、男子学生の方。

「ムサ苦しいところだが、勘弁してくれたまえ。今からティーを淹いれるが、飲むかい？　エルガンディア製の高級茶だが気にしないでくれたまえ！」

「ハッハッハ、まぁ椅子にかけてくれ。我々はこれから訓練をしなければならないが、君たちはくつろいでいいよ！」

「みんな、レイピアの準備はいいか？　朱熊隊の名に恥じぬよう、美しくしたまえ！」

　本人たちは優雅に振る舞っているつもりなのだろうが、コニーはおかしくて吹きそうになってしまった。

「こ、この人たち……キモ」

　女子生徒も理解している。

　朱熊隊の連中、形はエレガントに決めたつもりなのだろうが、いかんせん顔と身体からだだけはどうにもできない。清潔な制服でも、着ている本人が岩のような筋肉を持ち、傷だらけの顔面では優雅にはならない。

　だけどそれでも──新隊員獲得のためなのだろうが──客人に失礼のないように努力する姿は微笑ほほえましかった。

「馬鹿野郎、このクソ頭！　そんなに大量に入れたら客人が飲めねぇだろうが！　──おっと、ですから、こちらに用意した普通の茶器を使ってくれたまえ！」

「イェッサー！　あ、いえ、了解しました」

　部屋の隅からそんな会話も聞こえてくる。

「コニー、アンタよく平然としてられるわね？」

「え、うん、まあね」

　顔をしかめている女子生徒とは違い、コニーは平然としている。

　言えるわけがない。昔住んでいたオウガン帝国には、こんな人たちがゴロゴロいたということを。

　それに──兄の方がずっと強そうだということも。







　学生たちを笑顔で見送ると、朱熊隊は肩を落として安あん堵どした。

「ふぅ……疲れたぜ」

「だが新しい戦力は常に必要だからな。それにこういう機会でもないと、掃除すらせんからな我々は」

「ガハハハハ！　違ちげぇねぇ！」

　山賊のような笑い声を上げる朱熊隊。学生がいないときは、いつもこんなものである。制服の襟をゆるめ、だらしなく椅子に腰掛ける。

「しかしよぉ、なんだってジェルメーヌ姫は女の子にウチらを見学させようと思ったんだろうなぁ」

「さぁなぁ。お偉いさんの事情だろうなー」

　見学が終わって少ししか経っていないのに、朱熊隊の連中は元通りになっていた。制服の上着を脱ぎ、ロッカーに隠してあった鉄アレイを手に筋トレを始めようとする。

　その時だった。

「──おいコラァ！」

　突然、扉が開いて何者かが乱入した。

　それは小動物のように素早かった。戦闘部隊として有名な朱熊隊の男が身構えるより早く、喉のど元もとに刃物のようなものを突きつける。

「な、なんだお前は!?」

　男の悲鳴を聞きつけ、全員がそちらを向く。

「てめぇ、ウチをどこだと──！」

　言いかけた男たちの動きが止まる。

「なんだお前、赤目隊の坊主じゃねーか」

「そんな事はどうでもいい」

「なんでそんな傷だらけなんだ？」

「そんな事もどうでもいい！」

　全身に打撲を負ったミロクは手にしたニンジンを突きつけたまま、殺気の籠こもった目で部屋の中を見る。ニンジンといえど、魔法が付加されており、叩きつけられればただでは済まない。
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「お前ら俺の妹に変なマネしてないだろうな？　もしも指一本でも触れていたら皆殺しにしてやるからな」

「待て！　何の話だオイ！」

「妹は──コニーはどこに行った？」

「な、なんだなんだ!?　よくわかんねーけど、さっきの学生さんたちなら白しろ貂てん隊たいのトコ行ったぞ」

「そうか……」

　それを聞いて、ミロクはふらふらと部屋を出ていく。

「な、なんだったんだアイツ……？」

　残された朱熊隊の連中は、あまりに唐突な出来事だったためにまったく対処できず、呆ぼう然ぜんとしたまま静止していた。
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「このサイズなら合うと思いますよ」

「わぁ、ありがとうございます！」

　白貂隊はジルサニア騎士団の兵へい站たんの一部を担当する部隊である。隊員のほとんどが魔ま導どう士しで構成されており、付加魔法の技術はゴーレム技師にひけを取らない。

　彼らが扱っているものは、騎士団の制服だ。

　純白の生地に、青い刺し繡しゆう。左右非対称で留めるボタン。それらに付加する防御魔法など。その監督を一手に引き受けているのである。もちろんすべて一から作るわけではなく、デザインと魔法の構成を考えたりするのがメインだ。

「あらコニー、かわいい」

「えへへ、そうかな？」

　体験入隊用に、魔法のかかっていない制服を貸してもらったコニーは、姿見の前でくるくる回りながら嬉うれしさを隠そうともしない。

「本来なら、魔法で個人に合うようにサイズを微調整するのですが、これは見学者用ですので、少しブカブカかもしれません」

　白貂隊の隊員はそう言うが、コニーはまったく気にしていないようだ。

「綺麗な制服……」

「ふふ、気に入っていただけたようで何よりです」

「はい！」

　コニーは元気に返事をする。

「故郷では、こういう服着たことがなくて……ジルサニアに来てからも、動きやすい服って体操服くらいだったから」

　コニーはこれでもオウガン帝国の姫である。着る服は限られている。男のように育てられた妹とは違い、コニーは姫らしい豪華な、逆に言えば動きにくい服ばかり着ていたのである。

「見て見てコニー！　私も似合うでしょ！」

　友人の女子生徒も制服を着て上機嫌だ。

「うん！　かわいいよ！」

「ははは、制服が似合うのは騎士としての素質があるということでしょうね。実績も大切なことですが、やはり騎士としての見栄えも重視しなくては」

　朱熊隊とは違い、白貂隊の部屋は終始和なごやかなムードが流れていた。







　学生たちが白貂隊の部屋を出ていって、すぐのこと。

「おい！　貴様！」

「ええっ!?」

　扉を開いて登場した騎士が、いきなりニンジンを突きつけてきたではないか。

「き、君、赤目隊のミロク君!?　なんでニンジン!?」

「よくも俺の妹に変なマネしやがったな……！」

「変なマネ？　何のことだい？」

　全く身に覚えがないので、白貂隊の騎士は首をかしげる。

「俺の妹に、あんなに似合う制服を着せて……可か愛わいすぎて悪い虫が寄ってきたらどうするんだ！」

「ものすごい言いがかりだよ君！　どうしろって言うのさ！」

「もっと可愛さを抑えろと言っているんだ！」

「似合わない服を着せたら、君、それはそれで怒るだろう？」

「当たり前だ！　妹におかしな服を着せたらただじゃ済まないぞ！」

「破は綻たんしてるよ君！　全部の布が解ほつれて服がバラバラなレベルだよ！」

「ええい、もういい！」

　ニンジンを離すと、ミロクはドアを見る。

「コニーはどこに行った!?」

「妹さんかどうか知らないけど、さっきの子たちなら親衛隊に興味があるって言ってたよ」

「親衛隊だと……!?」

　ハッとするミロク。親衛隊に何か因いん縁ねんでもあるというのか。

「ところで君、どうしてそんなに傷だらけなんだい？」

「さっき朱熊隊と間違えて、朱しゆ蜂ほう隊たいの部屋に飛び込んだんだ……！　ちょうど着替えの最中で、殺されるところだった」

　朱熊隊が豪傑の集団だとするなら、朱蜂隊は女傑の集団。あの連中の着替えを覗のぞいて、まだ生存していられることが奇跡に近かった。

「っと、こうしてる場合じゃない！」

　思い出したミロクは、すぐに部屋を飛び出していった。
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　場所を移して、王宮の中庭。ジルサニア第一王子率いる蒼そう月げつ隊たいが訓練に使っている場所である。今日が体験入隊の日だから、というわけではなく、よくここで訓練を行っているのである。

　第一王子アーセージは騎馬師団を束ねる軍団長でありながら、同時に外交の席や式典などにも顔を出す多忙な人物だ。そのため、いつでも王宮に戻れるような場所で独自のカリキュラムで訓練することが多いのである。

「では皆さん、帰りには気をつけて。我々の仕事の一部でも分かってもらえればありがたい。これを機に騎士団への入隊を考えてくれると、我々だけでなくジルサニア王国が嬉しいよ」

　見学を終えた学生を笑顔で見送ると、蒼月隊隊長のバウゼンは同じように手を振る隊員たちを見る。

「うん、イイ子たちだったな。ミロクの妹君が来るから、少し緊張してしまったが、とても礼儀正しい娘さんではないか」

　熱心に戦闘訓練を見学するコニーを思い出し、バウゼンは満足そうに頷うなずく。

「あの、隊長。そのミロクなんですけど」

「ん？」

「あそこに……」

　隊員が指さした先には、アーセージがいた。

「貴様ァァァッ！　よくも俺の妹を！　その美び貌ぼうで騙だますつもりだなぁっ！」

「待てミロク！　何の話だ!?」

　ニンジンで襲いかかるミロクに抵抗している。

「何をやってるんだ、彼は……？」

　アーセージを助けに行こうかと考えるが、バウゼンも事の次第を見守ることにした。毒を使う暗殺者ならともかく、ミロクひとりならアーセージでもあしらえるだろう。

「俺の！　妹を！　ここで！」

「ははーん、なるほど。そういうことか」

　事情を察したアーセージ。剣でミロクのニンジンを抑え込むと、素早く足を払う。怒り狂っていたせいで正常な判断ができないミロクは、あっさりと倒れ込んでしまった。

　そのミロクの喉元に剣を突きつけるアーセージ。

「ミロクよ。冷静になれ。私たちは学生に騎士の本分を教えていただけだ」

「殿下……？」

「その中には、確かにお前の妹君もいたぞ。だが彼女は熱心にバウゼンの話を聞いていた。とても勤勉な娘だったぞ。そのような真ま面じ目めな学生に、騎馬師団の長である私が不ふ埒らちなマネをすると思うか？」

「くっ……！　だが、あんただって男だ！　妹に手を出さない保証はどこにも──」

「ミロクよ。お前の気持ちは分かる」

　アーセージは優しい声をかける。

「妹を想おもう心。それは世界中の兄なら誰だれもが持つものだ。だがその想いに囚とらわれて盲目になってはいけない。年端もいかぬ子供ならまだしも、彼女たちはもう将来の事を考えられる立派な大人だ。その自主性を重んじ、未来を考えてやるのも兄としての務めなのだ」

「殿下……俺……！」

　がっくりとうなだれるミロク。アーセージの言葉が通じたらしい。

　だが蒼月隊の面々は、その光景を白けた目で見ていた。

「あなたがそれを言いますか、殿下……」

　バウゼンの呟つぶやきは、空むなしく風に散っていくのだった。
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　三つの部隊を見学し終えると、ほとんどの学生は帰り支度をする。もう日が暮れて、体験入隊の指定時間が過ぎるのだ。多くの部隊を見た学生は、後日書かなければならないレポートの文面を考えていたりする。

　そんな中、コニーは最後にひとつだけ見ておきたい部隊があった。

　友達と別れ、ひとり案内板を頼りに「聖書」を歩く。その部屋は地下にあり、他の部隊と比べると探しにくかったので、何度も案内板を確認した。

　そうして、ようやくその部屋の前にたどり着いたコニー。大きく深呼吸をして、扉をノックしようとする。

「赤目隊なら、中にいないぜ」

　不意に背後から声がかかり、びっくりして振り返る。

「あ、あなたは……」

　黒くろ眼鏡めがねをかけたウサギ。この部屋の中にいると思っていた、赤目隊の隊長。

「ビスマルクさん」

「久しぶりだなコニー。赤目隊も見学しようと思ったのか？　感心じゃねーか。ちょうど今、仕事の真っ最中だ。来るか？」

「あ、あの、お仕事って、どこで？」

「上だよ上。講堂」

　そう言えば兄が言っていた。イベントなどの設営をしたりする部隊だと。

「ちょうど俺も戻るところだったんだ。来いよ、一緒に行こうぜ」

　ビスマルクに連れられて階段を上るコニー。講堂は探すまでもなく、一階で一番広い場所だった。近くにある大きな扉を開けば、すぐにたどり着く。

「うわぁ……」

　そこでコニーは、兄の仕事を目の当たりにした。

　正面のステージには巨大な神像が立っており、その周囲には垂れ幕などがかかっている。壇上には花が飾られており、そこへ浴びせるための照明の光がゆらゆら揺れている。時折、音を増幅するための宝石から漏れる声が聞こえてくる。

「あ、隊長！　ほぼ終わりましたよ！」

　背の高い眼鏡の隊員が、大きなハシゴに乗ったまま手を振っている。

「おう！　ご苦労さん！　時間まで余裕あるから、ジュ──」

　言いかけて、ビスマルクはコニーを見る。

「姫君の手伝いしてやってくれ！」

　それで隊員も理解したのか、手を挙げてハシゴから降りてくる。

「あ、あの、兄は……？」

「ミロクはさっきまで暴れ回ってたからな。簀す巻まきにしてロッカー──いや、その、ちょっと裏方の仕事を頼んでるんだ。姫の演説に必要な原稿の用意とか、衣装につけるアクセサリなどを調達してもらってる」

「毎日、こんな仕事をしているんですか？」

「ああ。ほぼ毎日だな。変か？」

「変じゃないんですけど……不思議だなぁって。さっきまで剣の訓練をしていた部隊を見ていたんですけど、その前は制服を作る人たち、その前は身体を鍛えるのが好きそうな人たちで」

「いろんなヤツがいるだろ？」

「はい」

「オウガンの軍隊じゃ、みんな戦闘部隊だもんなー。いや、それが普通の軍隊なんだよな。ウチの騎士団が手広すぎるってだけで」

「……はい」

　正直、コニーはジルサニア騎士団に対しても「戦闘集団」という意識が抜けていなかった。なので今日の体験入隊では、本当に驚きの連続だった。

「その中でも、ウチの部隊はちょっと特殊なんだけどな。でも、見て分かる通りだ。俺たちが失敗すれば、姫の沽こ券けんに関かかわる。そうなったら国自体が信用を失うこともある。なかなか緊張するんだわ」

　コニーも一応姫なので、その立場は理解できる。

　諸外国に舐なめられないよう、毅き然ぜんとした態度を求められることもあった。自分には向いていないと理解しつつも、国のために振る舞った。それが姫の戦いなのだ。

　兄は、それを手伝っているのだ。

「もうすぐ学生に向けて、姫の演説があるから……っと、もうすぐじゃねーか！　悪いコニー、来て早々だけど、もう始まっちまう！」

「あ、はい！　何かお手伝いできること、ありますか？」

「いや、大丈夫だ。こっちもプロだからな。あとは姫に最終チェックをしてもらえばＯＫだ。悪いな、気を遣わせて」

「そんなことありません」

　頭を下げて、コニーはビスマルクと別れる。ぴょん、と跳ねながらステージに向かうビスマルクを見送ろうとして、

「あ、あのっ！　ビスマルクさん！」

「ん？」

「お兄ちゃん──兄は、ちゃんとお仕事がんばってますか？」

　長い耳をピクリと動かしたビスマルク。少しだけ苦笑して、

「まだまだ修行が足らねーよ。だけど、アイツはアイツなりに努力してるぜ」

「……はい。ありがとうございました」

　もう一度、大きく礼をしてコニーは講堂を出た。

　普通ならば、そのまま一階で待機して、改めて姫の演説を聞きに行くべきなのだろう。

　だけどコニーは、なぜか階段を下りて地下に向かった。

　もう一度、赤目隊の部屋を見ておきたいと思ったからだ。

　ところが、

「あれっ、コニー？」

　地下へ向かう階段の踊り場で、友人と出会った。

「ジュジュ？　どうして？」

　彼女は体験入隊には来ないと言っていたはずなのに。

「あー、えーと、私も見に来てたんだ。ホラ、兄上が騎士だって言っただろ？　その部隊くらいは見学しようかなーって」

「そうなんだー」

　だったら、その部隊にも挨拶に行けばよかったと後悔するコニー。だけどもう時間がないので無理だろう。

「コニーはなにやってんだ？」

「あのね、私さっきまでお兄ちゃんの仕事場を見せてもらってたの」

「！　……へぇ」

　最初驚いたような表情をするジュジュ。しかしすぐに平静になる。

「どうだったんだ？　ミロクの職場は」

「うん……あのね、思ってたのと違った」

「どんな仕事だと思ってたんだ？」

「なんかね、イベントの設営とかやるお仕事って聞いてたんだよ。実際その通りで、みんなステージに幕張ったり、照明をいじったりしてたの」

「……？　じゃあ、何が違うんだ？」

「えっとね」

　コニーは言葉を整理するために、一度考える。

「私、本当はお兄ちゃんのお仕事、嫌いだったの」

　それは今でも思っている。

「お兄ちゃん、昔は剣が大好きで、武闘大会にも出てカッコ良かったの。それなのにジルサニアに来て、思うように剣が振れなくてすごく悩んでた。騎士の仕事を始めてから、もっと苦しんでたの」

　毎日死んだように疲れて帰ってきて、ぐったりしている兄。そんな彼に対して、コニーは何も言えなかった。彼が騎士の仕事をしているのは、家族を養うためだ。故郷から持ってきた金にも限界はある。だから兄は身を粉こにしてがんばっている。

　だけど、自分のために無理をしている兄を見ているのは辛つらかった。

「私がそう思い込んでいただけかもしれないけど──赤目隊って部隊の仕事は、裏方さんなんだよね。だから華やかじゃないし、戦うこともない。なのにすっごく疲れるのは、きっと上司に怒られてばかりいるからだって思ってた」

「う、うん、まぁ、間違ってないかもしれないけどな……」

「私が今日ここに来たのも、赤目隊のお仕事が見たかったからなんだ。お兄ちゃんをヘトヘトに疲れさせる部隊の人たちに、文句のひとつでも言ってやろうかって」

　照れくさそうなコニー。

　自分の浅はかさが恥ずかしいのだ。

「実際に見て、どうだったんだ？」

「赤目隊よりも、他の部隊の方が参考になったよ。騎士団って、いろんなお仕事があるんだね。だけど、どのお仕事も欠けちゃいけないの。お兄ちゃんだってそう。いなくなったら、赤目隊の人が困るし、そうなったらお姫様が困るでしょ。そしたらジルサニアが困るもん」

「……そだな。どんな騎士だってそうだ。いなくなったら困るんだ」

　ジュジュも賛同してくれて、コニーは嬉うれしそうに頷く。

「まぁ、アイツは今ロッカーでもがいてるんだけどな」

　コニーには聞こえない声で呟くジュジュ。







　用事があるというジュジュと別れ、そろそろ姫の演説が始まるかと思われる時刻。

　赤目隊の部屋に行こうとしていたコニーは、踵きびすを返して一階に戻る。講堂には学生が集まっており、もうすぐ式が始まろうとしていた。

　講堂の前には行列ができている。一度に大勢の学生が入ろうとしたため、混雑しているようだ。コニーもその列に並び、順番を待つことにする。

「おーい、コニー！」

　そんな中、階段を駆け上がってくる兄の姿が。

「お兄ちゃん！　どうしたの？」

「隊長が、コニーの側そばにいてやれって……！」

　なぜか汗だくで両手首をさすりながら走ってくる兄。どんな仕事をしていたのだろうか。ともあれ、今一番会いたかった人に出会えて、コニーの顔が歪ゆがむ。

「……ごめんね、お兄ちゃん。昨日きのうはわがまま言って」

「何言ってるんだコニー。ジュジュから聞いたぞ！　俺のことを心配してくれてたんだろう？　こっちこそ、心配かけてごめんな」

「ううん」

　兄の仕事は直接見られなかったけど、だからこそ、兄を取り巻く環境が見られた。こんな人たちに囲まれて兄は仕事をしているのだ。

　それが分かって、コニーは満足である。

　兄の仕事ぶりなど、知る必要などなかった。

　こうして自分を心配してくれる優しい兄がいれば、それで充分だ。

「お兄ちゃん、今までどんなお仕事してたの？」

「え、それは……その、そう！　これからジェルメーヌ姫が壇上で演説するから、その衣装とか取りに行ってたんだ！　綺き麗れいな服だから、汚さないように気をつけてな」

「そうなんだ」

　周囲のざわめきが大きくなる。もうすぐ始まるらしい。

　コニーもミロクと一緒に、近くの席に座る。

　程なくして、大きな拍手と共に純白のドレスに身を包んだジェルメーヌ姫が出てきた。

『学生のみなさん！　本日は「聖書」へお越しいただき、ありがとうございます！』

　凜りんとした強い声が講堂に響く。

　そのオーラに圧倒されそうになるコニー。

　彼女も同じ姫なのに、ジェルメーヌとは住む世界が違う。それは環境ではなく、自分自身の資質の問題だ。コンプレックスではなく、目指すものが違うのだ。

「お兄ちゃん。私、騎士にはならないよ」

「じゃあ、どうするんだ？」

「私はお兄ちゃんの帰りを待つの。騎士の仕事で疲れたお兄ちゃんのために、ササヤさんのお手伝いをするの」

「……そっか。ありがとうな」

　ミロクがコニーの頭をポンと叩たたいた。それだけで嬉しくなる。

　目を合わせられないので、壇上のジェルメーヌ姫を見る。

「やっぱり綺麗だねー、お姫様」

「ああ。そうだな」

　彼女が着ているドレスは、兄が用意したものなのか。そう思うと服を見る目も鋭くなる。しかし気になる部分もある。

「いっつも思うんだけど」

「なんだ？」

「ジェルメーヌ姫って、ジュジュにそっくりだよねー」

「あ、あぁ、うん、まぁ、似てなくも、ない、かな」

　どうして兄がそんなに動揺するのか、コニーには全然分からない。

　が、なんとなく腹が立ってきた。

「いてっ！」

　つい兄の足を蹴けってしまう。

「なに？　俺、なにかした!?」

「フン」

　その理由は自分でも分からないのだが、ジェルメーヌ姫を見る兄にイライラしてしまって、姫の演説が終わるまでコニーはふくれっ面のままだった。
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